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大公様、溺愛がすぎます！




～過保護な悪魔は非力な魔女を逃がさない～









［著］紅咲いつか

［イラスト］木ノ下きの
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プロローグ　生き抜いてやる




一、身を守る術は確保すべきよね

二、実地調査も欠かせないわ

三、身を守る武器がいるわ

四、魔法が解けて




エピローグ　深く愛して




















プロローグ　生き抜いてやる












　星屑の輝きすら届かぬ夜の森。

　無数の松明の明かりが、山火事のように迫ってきていた。

「いたか!?」

「いや……だが、近くにいるはずだ！」

　そんな騎士たちの声に追い立てられるように、若い娘は肩から下げた荷一つを持って夜の森を駆けていた。

「いたぞ！『魔女』だ！」

　その鋭い言葉に、娘は背後を振り返った。

　松明の炎が、鮮やかな深紅の髪を照らし出す。

　見開かれた翡翠色の双眸が、灯火の光を受けてきらりと輝いた。

「見つけたぞ、『赤髪の魔女レイニー・アナベル』！」

「っ！」

　娘は騎士たちに背を向けると茂みをかき分け、道なき道を進む。

　もっと早く、この土地を離れるべきだった。

　レイニーは枝葉に腕を引っかけ、絡まる木の根に足をとられながらも止まることなく必死に走り続けた。

　魔女――人知を超えた術を操り、人心を惑わす存在。

　かつては洪水を引き起こし、国一つを沈めたとまで言い伝えられているが、現代の魔女にそんな大それた力はない。せいぜい、作った薬に傷や病の治りを早める程度の効果をもたらすくらいだ。そうして衰退の一途を辿る魔女にトドメを刺したのが、教会が発した「魔女狩り令」である。

　魔女の力は血筋によって継承されている。その不可思議な力が周囲の人間に及ぶことを恐れた王族や貴族が「魔女」に刃を向けることにそう時間はかからなかった。

　やがて教会によって「異端」の烙印を押された魔女たちは徐々に、歴史の闇へと葬り去られていった。

「たかが髪色が赤いからって『魔女』として処刑されるとか！　理不尽すぎるでしょ！」

　レイニーは枝を掴んでしならせ、背後から迫った騎士に食らわせる。騎士が大きく後ろへ跳んでいった。スカートが枝に引っかかり、バランスを崩す。革製の長ブーツで踏ん張るが、でこぼこした地面のせいでそのまま転倒する。腰まである長い髪が、落ち葉の上に広がった。

「うぅ……もうっ！　どうして私がこんな目に遭うのよ！」

　そもそも魔女が大岩を宙に浮かせて町一つ潰しただの、人間の生き血をすすって不老不死を手に入れただの、そんな化け物染みた芸当は大昔の話である。

　そんな力を持っているなら、レイニーとてこうして逃げ回る必要はない。

「魔女狩り令」が執行された背景には、近年稀に見る大飢饉や疫病の流行が重なったことも大きい。そこへ貴族たちの不正や教会側との癒着問題なども合わさって世の中はいよいよ混迷を極めた。

　そうした世情に不安と怒りを爆発させた民の非難を、教会側と国の為政者たちは「魔女」に向けさせるため、私たちを「悪者」と名指しして排除する政策に乗り出したのだ。

　はた迷惑な話である。

　私が死んだら絶対、「魔女狩り令」を出した連中を一人残らず呪ってやる！

　レイニーは心のうちで吐き捨てる。立ち上がり、シャツやベストについた落ち葉を払った。

「待て！　この化け物！」

「どっちが……っ！」

　レイニーは立ちふさがった騎士に向けて飛び膝蹴りをお見舞いする。

　たまらず昏倒した騎士を尻目に茂みを飛び越える。

「自分たちと違う。そんな理由だけで、人間を火あぶりにできるあんたたちの方がずっと化け物だっての！」

　レイニーは息を切らしながらも、叫ばずにはいられなかった。

　迂闊だった。まさか小屋で元の髪色に戻していたところを、近くの村の人に見られるなんて……。

　目くらましの魔法も、認知されてしまえば効果はない。身を隠そうにもこれだけ大勢の人間に追われていては惑わしの魔法も準備できない。

「後は奥の手――」

　目の前が開け、レイニーはつんのめるようにして足を止める。

　吹き抜ける風が唸り、険しい谷間を闇が覆っていた。

「よし、追い詰めたぞ！」

　騎士の声に振り向く。槍や縄を手に、徐々にこちらへ距離を縮めてきた。

　このまま騎士に捕まれば拷問の末に、火あぶり。

　進めば谷底に真っ逆さまで即死。

　レイニーは肩から下げた荷に腕を突っ込んだ。

　丸まった羊皮紙スクロールに手が触れる。それを掴み上げた。

　亡き母親から譲り受けた、転移魔法の魔法陣が描かれたものだ。

　――いいわね、レイニー。この転移魔法の羊皮紙はこれ以上生き残れる手段がないと思う時に使うのよ。

　魔女の娘として生きるために様々な術を学ぶ中、亡き母親から何度も念押しされた一品である。

　それもこれも、この羊皮紙と紐づけされた転移先がどこかわからないためだ。

　レイニーの母親も祖母から受け継いだというこの羊皮紙は、行き先のわからない未知の世界への片道通行書であった。

「ふざけないでよ」

　レイニーは掴んだ羊皮紙を強く握りしめる。

　退いても死、進むも死。この場所に留まる限り、レイニーに未来はない。

　レイニーの翡翠色の双眸が己を取り囲む騎士たちを睨み据えた。

「私は死なない」

　誰が為政者どもの都合で断罪される筋合いがある。こんな奴らになぶり殺されるくらいなら、どことも知れない場所へ放り出された方がまだマシだ。

　レイニーは手にした羊皮紙を広げた。






「私は生き抜いてみせる！」






　レイニーの手が、羊皮紙を真っ二つに破り捨てた。破り捨てられた羊皮紙から光が放たれ、無数の魔法陣がレイニーの身体を包み込む。

　全身を包む浮遊感とともに、レイニーの目の前で風景が大きく歪んだ。

　そうして、宙に浮いた足が地面についた瞬間、レイニーの目に血のように真っ赤な月が飛び込んできた。

「ここは……？」

　レイニーは真っ赤な月を見上げ、呆然と呟いた。

　大地を覆い尽くすほどの紫の花弁が風に吹かれて虚空に舞っている。

「誰だ」

　男性の低い声に、レイニーは弾かれたように振り返った。

　病的なほどに白い肌に、尖った耳、流れる銀色の髪の間から鋭く細められた紫暗しあん色の双眸が覗いている。眉目秀麗な人ほど、その怒りに満ちた形相とは恐ろしいものだ。

　男性は金糸で縁どられた裾の長いコートに、同系色のズボン、革製のブーツを履いている。首元の白いシャツに紅のスカーフをタイの形に結んでいた。胸ポケットには淡い水色のハンカチを丁寧に畳んで収めていた。

　華美ではないが、上品な装束から貴族の青年であることは察せられた。

　しかし、その姿は人間の貴族とはかけ離れていた。

　青年は側頭部に一対の角を生やしていたからだ。

「悪魔……？」

　レイニーは目を見張って青年を凝視する。

　青年もまた、立ち尽くすレイニーを警戒の眼差しで見つめていた。

　ここは異世界だ。

　レイニーは青年の異様な姿に、自分が今までいた世界とまったく別の場所に飛ばされたことを即座に理解した。

「無礼な……『守護の番犬』と名高き大公家べラス、その現当主たる『エゴラス（堅牢）』の名を聞いたことがないのか？」

　青年の双眸が鋭さを帯びる。彼が纏う殺気に驚いたのか、ザッと風が吹き抜けた。紫の花弁が視界を覆う。

　これが魔界七大陸の一つを治める悪魔大公エゴラスと、人間世界で「赤髪の魔女」と呼ばれて追われていたレイニー・アナベルの出会いだった。

















一、身を守る術は確保すべきよね












「答えろ、娘。どのようにして我が屋敷に忍び込んだ？」

　エゴラスの詰問に、レイニーはひゅっと喉を鳴らした。

　視線だけで人を殺しそうな青年は、額に青筋を浮かべている。

　これ、さっきよりもマズい状況じゃない？

　転移魔法の羊皮紙は先程の一枚きり。

　自力で転移魔法を発動させることなど到底できない。

「屋敷内へ無断に立ち入ったことは謝ります。ごめんなさい。追われていて、必死だったもので……すぐに出ていきますので」

　レイニーはひとまず事態を穏便に収めるべく、口を開いた。

「……奇妙な感覚だ」

　エゴラスはじっとレイニーを睨んだまま、ぽつりと呟いた。

「貴様の身体からは確かに『魔力』を感じる。しかし、ここまで希薄な魔力はこの魔界に住んでいて異常だ。よく今まで死なずにいられたものだな」

「まぁ、生まれながらに特異な体質でして……」

　レイニーはひとまずエゴラスの言葉に当たり障りのない調子で答える。

　ある意味、嘘は言ってない。魔女の力は血筋で継承されるため、この特異な体質のせいで教会に追われる羽目になったのだ。

　でも、どうしてわかったんだろう……？

　レイニーを含め、現代の魔女は傍から見ても人間と大差ない。強力な魔法を操っていた頃の魔女ならいざ知らず、レイニーの容姿も目立つ赤髪以外は平凡なものだ。

「その魔力の希薄さゆえに、我が屋敷の防衛網を突破したか。どちらにしろ、我が領域に侵入はいった存在を見逃すわけにはいかない」

　エゴラスが掲げた手のひらに青い炎が燃え上がる。

　殺意全開のエゴラスに、レイニーは全身から血の気が引いた。

「待った待った！　話し合いましょう！　何事も穏便に！」

　レイニーは大げさなほどエゴラスに右手を突き出して提案する。

　せっかく教会の騎士たちから命からがら逃げおおせたというのに、転移した先で殺されるなどあまりにも報われない。

「得体の知れないヤツを野放しにしたところでロクなことにはならない。何より、我が名の示す通り、『堅牢』を誇る我が屋敷に侵入者があったなどと……末代までの恥だ。我が一族の誇りと名誉にかけて、過ちは正さねばならない。私にはその責務がある」

「その信念はご立派ですが、貴族には慈悲を施すことも重要です！　私、口は堅い方です！　絶対言いふらしません！　そ、それに私、薬作りが得意なんです！　ご入り用なら私が調剤した薬を納品させていただきます！」

「そんな怪しげな薬、誰が使うか。何より、秘匿するには殺してしまった方が確実だ。安心しろ、骨も残さず燃やし尽くしてやる」

「極端過ぎるでしょう！　もっと気楽にいきましょう！」

「いかなる理由があろうと、大公たる者は己が責務を厳密に処する義務がある。貴様のような怪しい輩がよからぬことを企んでいることは想像に難くない。早々に私の前から消え失せろ」

「だから私がここにいるのはある意味事故ですってば！　少しは人の話を聞いてください！」

　駄目だ、この悪魔……かなり頑固で融通が利かないタイプだ。

　レイニーは左手で漁っていた荷の中から、底の方で丸まっていた羊皮紙を掴み上げる。

　こうなれば先手必勝！

　レイニーは掴み上げた羊皮紙を広げる。魔法陣の中心にある空白部に、攻撃の意思を示す記号を素早く書きつけた。

「させるか！」

　エゴラスが手のひらに生み出した炎を放つ。

　レイニーはパッと横へ跳び、地面の上を転がった。

「くらえ、火炎球！」

　羊皮紙を勢いよく裂く。エゴラスが警戒するように身構えた。

「……」

「……」

　レイニーは手の中で破った羊皮紙が細かな光の粒となっていく様を呆然と見つめる。

　エゴラスも眉間のしわを深め、じっとレイニーを睨んでいた。
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　なんとも言えない沈黙が、二人の間に流れる。

「……あれ？」

「……それで？」

　レイニーの間の抜けた声と、エゴラスの淡々と先の行動の意味を問う声が重なる。

「なんで!?」

　レイニーは自分の全身から血の気が引くのを感じた。

　通常であれば魔法陣に攻撃指示の記号を書き込めば、術者の思い描く現象が現れるはずである。それが起こらないということは、書き込んだ記号を間違えたのだろうか。

　慌てて荷の中を漁るが、羊皮紙はさっきのもので最後だったようだ。腕でかき回す荷の中で、持ってきた薬瓶が無意味に鳴った。

「……はぁ、あほらしい」

　エゴラスは再び手のひらに炎を生み出すと、慌てるレイニーへ歩み寄る。

「いやぁっ！　来ないで！　死にたくない！」

　こちらへ迫るエゴラスを見て、レイニーは彼に背を向けて脱兎のごとく逃げ出した。

「逃げるな。一瞬で済む」

　エゴラスが逃げるレイニーへ炎を放った。

　放たれた炎に気を取られた瞬間、レイニーのつま先が硬いものにぶつかった。そのまま、身体から力が抜けてしまったように、レイニーの身体が地面に引き寄せられる。額に強い痛みとぬるりと生温かいものが流れる感触があった。

「痛っ……」

　レイニーは打ち付けた額を手で押さえると、すぐに身を起こす。立ち上がろうともがくが、足から力が抜けてしまって立ち上がれなかった。

　殺される！

　レイニーがエゴラスの方へ目を向けると、何故か額を押さえて呻いているエゴラスの姿があった。

「き、貴様……っ！」

「はい!?」

　エゴラスが額を手で押さえながらこちらを射殺さんばかりの眼力で睨んでくる。

　レイニーはますます顔を青くして、その場に硬直した。






「一体、何をした！」






　エゴラスの鋭い詰問に、レイニーは彼の質問の意図がわからず呆ける。思わず首を傾げた。

「え？　転びました」

「そういう意味ではない！　いや、間違ってはいないが、そうではない！」

　とりあえず状況を説明したレイニーに、エゴラスは苛立たしげに呻いた。

　怒りからひどく興奮しているせいで、彼の唇から鋭い牙が覗いている。

「何故、貴様の負った傷が私にも現れる!?」

　エゴラスが額を押さえていた手を退ける。額の傷口から血が流れ、彼の形のよい鼻筋をそっとなぞった。

「うわぁ、痛そう……。あの、ちょっと出血がひどいようなので、布か何かで押さえた方がいいですよ？」

「貴様、鏡を見てから物を言わんか」

　思いっきり嫌そうに顔を顰めたレイニーに、エゴラスが理不尽だと言わんばかりに呆れている。それでもちゃんとレイニーの助言通りに、胸ポケットのハンカチで額を押さえるのだから律儀な悪魔である。

「貴様、先程何やら羊皮紙を破り捨てていたな。さては私に呪いか何かをかけたのか？」

　エゴラスの言葉に、レイニーもハッと息を呑む。それ以外に思い当たる節はない。そして、これは劣勢に立たされていたレイニーにとって願ってもない転機だった。

「これであなたと私は一心同体！」

　レイニーは両足に力を込めると、真っ直ぐ立ち上がる。

　目を見開くエゴラスを前に、レイニーはできるだけ堂々とした振る舞いで己の右手を自分の心臓に添えた。

「私を殺せばあなたも死ぬ！」

　レイニーの勝気な笑みを前に、エゴラスの眼光がさらに鋭さを増した。

　怯んではいけない。ここが勝負所である。

　レイニーは努めて余裕の笑みを浮かべ、エゴラスの目を真正面から見返した。

「自分が強いからって油断したわね！　この魔法は……そう、『同調魔法』よ！　自分と被術者のあらゆる現象を共有する魔法！　たぶん私が怪我をすればあなたも同じ場所を負傷し、病気を患えば同じ苦しみを味わい、気分が落ち込めば一日中憂鬱な気分で過ごさなければならないのよ！　まいったか、この頑固悪魔！」

「今、『たぶん』と言ったか？」

「と、とにかく！　これであなたは私に手出しはできないわ！」

「……いや、貴様はそれでいいのか？」

　勝ち誇った顔でつらつらと魔法の効果について適当なことを話すレイニーに、エゴラスの方が冷静にツッコミを入れている。

「互いの現象を共有するなら、貴様も私の感覚を共有するということなんだぞ？」

「あ……」

　エゴラスの指摘に、僅かな間を開けてレイニーは元気よく頷いた。

「まぁ、仕方ないでしょう！　生きていればそんなこともある！」

　命が助かるなら多少の面倒には目をつむろう。背に腹は代えられない。

「『仕方ない』の一言で片付けられてたまるか！　さっさとこのふざけた魔法を解け！」

　案の定、エゴラスが怒鳴った。とはいえ、レイニーとしても解いてあげたくともできない相談である。

　破り捨てた羊皮紙は跡形もなく消えてしまった。

　魔法の打ち消しには発動する際に書き込んだ「印」が必要となる。

　レイニーとしては「攻撃系魔法」を発動させたつもりでいたため、慌てた自分が何を書き間違えたのかさっぱりわからなかった。

　何より、レイニーとしてはこんなどことも知れない場所で殺される可能性が低くなったのだ。エゴラスには悪いが、レイニーにとってこの状況は不幸中の幸いなのである。

　レイニーはこの事態を前向きに捉え、かつ利用することにした。

「では、私と取引をしましょう」

「はぁっ!?　ふざけるな！」

　ニッと不敵な笑みを浮かべたレイニーを、エゴラスは恐ろしい形相で睨みつけてくる。

　よほど悔しいのだろう。

　わなわなと震わせている彼の両手の爪が鋭く光った。同調魔法がなければ、あの爪で八つ裂きにされていたかもしれない。

「私を攻撃しても構いませんけど、私が死んだらあなたも同じ運命をたどりますよ？」

「ぐっ……この私が、軟弱な小娘に……」

　あいにく、レイニーの方にも愉悦に浸っている心の余裕はなかった。

　エゴラスの全身から撒き散らされる殺気に当てられ、立っているのもやっとなのだ。

「……貴様の要求はなんだ？」

　しばらくして、地を這うような低い声がレイニーに問いかけてきた。

　ようやく、こちらの話を聞く気になったようだ。

「とりあえず、私が望むことは三つです！」

　レイニーが突き出した右手で指を三本立てた。

　エゴラスが険しい表情のまま身構えている。

「第一として私の身の安全の確保！　これは絶対です！　次に、衣食住！　贅沢はしません！　とりあえず最低限生活していけるだけの設備と日用品をください！　そして誰にも私の生活を侵されない権利！　ああ、あと可能なら魔界での仕事の斡旋もできたらお願いします！」

「おい、一つ多いぞ」

　エゴラスは緩く腕を組むと、右手を自分の顎に添えて黙り込む。

　レイニーの要求を受け入れるべきか悩んでいるのだろう。

「……このふざけた魔法――」

「『同調魔法』です」

「～っ、同調魔法が解けん限り、貴様を殺したくとも殺せん。貴様の要求はほぼ呑んでやる」

　ただし……、とエゴラスの鋭い目がレイニーを見据える。

「仕事の斡旋については現時点において却下だ。貴様の思惑がわからぬうちに、我が領内をうろつかれても困る。こちらとしても貴様の動向を監視させてもらう」

「それだと私の生活を侵されない権利が……っ！」

「これ以上の譲歩はできない。文句があるなら貴様を拘束した上で死ぬまで地下牢に閉じ込めることもできなくはないが？」

「……わかったわ」

　今度はレイニーが折れる番だった。

　こちらの条件をほぼ呑んでくれたのだ。これ以上欲を出しては逆に状況が悪くなるだろう。ここはいったん退いておこう。

「名乗るのが遅くなったけれど、私はレイニー・アナベル。よろしくね、悪魔大公さん」

　レイニーはにこやかな笑顔で右手を差し出す。

「変な呼び方をするな。我が名は『エゴラス（堅牢）』。『守護の番犬』と名高き魔界七大陸の第二位階、べラス大公家現当主だ」

　差し出されたレイニーの手を払いのけ、エゴラスが苛立った表情で吐き捨てる。

「とりあえず、お貴族さまってことはわかったけれど――」

　言葉の途中で、レイニーの視界が大きく揺らぐ。体から急速に力が抜けていく。

　ダメ、このまま気を失っては……。

　ぐらりと傾ぐ身体を、伸ばされた腕が咄嗟に支えた。

「……いっ！　気を……持てっ！　おい――」

　レイニーが霞む視界の中で最後に見たものは、焦った表情でこちらを覗き込むエゴラスの紫暗色の双眸だった。
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　目覚めたレイニーは見知らぬ部屋の天井を呆然と見つめた。

　柔らかな乳白色の天井に金の縁取りがされた豪奢な造りである。

　レイニーはシーツをそっと撫でた。滑らかな手触りは、今まで寝起きしていた森の中の小屋の寝具とは雲泥の差である。

　頭を巡らせれば、僅かに開けられた大きな窓がある。

　吹き込む風に、透明なカーテンが揺れていた。

「……ここは天国かしら？」

　レイニーは寝起きの頭で思わず独り言をもらす。

「そんなことをおっしゃったのはあなた様が初めてでいらっしゃいますね」

　呆れた声が、レイニーに答えた。

　レイニーは弾かれたように飛び起きる。

　まさか誰かに聞かれているとは思わなかったからだ。

　声のした方へ目を向ける。

　燕尾服を纏った羊が、銀盆に水の入った器と清潔なタオルを持って佇んでいた。

「おはようございます。お目覚めになられたようで安心しました」

　小さい羊が二足歩行をしている。

　レイニーは衝撃のあまり口と目を大きく開いた。

　同時に、気を失う前の記憶が嫌でも蘇ってくる。

　そうだ……私、教会の騎士から逃げるために転移魔法で「魔界」へ来たんだった。

　レイニーはサッと血の気の引いた顔を強張らせて固まる。

　そんなレイニーとは対照的に、執事風の羊はお構いなしだった。

「怪我の具合はいかがですか？　まだ痛みはございますか？」

　執事風の羊は銀盆をベッドサイドのテーブルに置くと、レイニーに向き直る。

　レイニーは額に触れる。何か布のようなものを当てられているようだ。

「額の傷には軟膏を塗り、ガーゼを当てておきました。幸い、見た目よりも傷は浅かったので、痕は残らないでしょう」

「ありがとう。ところで、あなたは……？」

　レイニーが執事風の羊にぎこちなく笑いかける。

「名乗るのが遅くなりました。初めまして、レイニー様。私は旦那様――エゴラス様の身の回りのお世話や屋敷の管理全般を任されております。ヒツジと申します。屋敷内で不明な点や困ったことがございましたら、私に仰せつけください」

　こちらに向けて丁寧に頭を下げるヒツジに、レイニーも相好を崩した。

　悪い悪魔ではなさそうだ。少なくとも、丁寧な物腰からはこちらに危害を加える意図がないことが伺える。

　それもこれも、エゴラスがレイニーの要求を守ってくれているためだろう。

「あ……ありがとうございます。執事さん」

「私の名前は『ヒツジ』です！『シツジ』ではありません！『ヒツジ』とお呼びください！」

　ヒツジがカッと目を見開き、怒声を上げた。

　その迫力に、レイニーの口から小さな悲鳴がもれる。

「ご、ごめんなさい！　そういうつもりじゃなかったのだけれど……」

「わかっていただけたのでしたら問題ございません。以後、お気をつけください。ああ、ちなみに私めに敬称は不要ですよ」

　ヒツジは今までの剣幕が嘘だったかのように、スンっと元の落ち着きを取り戻した。

　その後は平然とレイニーの身支度を整えていく。

「お召し物に関してはだいぶ汚れておりましたので、勝手ながらこちらで処分いたしました。代わりまして、以前のお召し物を参考の上、新しいものを仕立てました。今後はこちらをお召しください」

　ヒツジがそう言って前足で広げたのは、薄水色が基調のワンピースだった。首元や袖の白いフリルには細かな花の刺繍が施されている。しかも首元にこれまた高そうな宝石を埋め込んだブローチまでついていた。明らかに高価なものだ。

「た、たった一日で!?　それに、そんな高価そうなもの……もらっていいの!?」

「いえ、このような装いは高価なものとは言えませんね。生地やブローチは確かに上等のものですが、魔界における一般的な服装です」

　ヒツジはてきぱきとレイニーのために用意した服をベッドの上に広げながら、前足も口も忙しなく動かす。

「あいにく、この屋敷には女手がございませんので、湯浴みなどに関しましては小悪魔たちにお任せしようと思います。さ、急ぎ身支度を。旦那様があなた様とともに朝食を摂ると仰せです」

「え、悪……エゴラスさんが私を朝食の席に呼んだの？　何故？」

　驚くレイニーに、今度はヒツジの方が変な顔になった。

「なぜも何も……レイニー様は旦那様が当主の座について、初めて屋敷に招かれたお客様。相応のもてなしをするのはもちろん、旦那様もレイニー様には『最大限の配慮を』と仰せになりました」

「……そう、ですか」

　レイニーはそれだけ言うと、折り曲げた両膝を抱えるようにしてベッドの上で丸くなる。その間、ヒツジが持参した櫛で彼女の赤い髪を梳いていった。

　正直、ここまでしてくれるとは思わなかった。

　レイニーはヒツジの硬い蹄が当たる度に呻きつつ、世話を焼いてくれるこの悪魔の優しさに不覚にも泣きそうになった。

　思えば、人間世界ではいつも人目を気にして、息を殺して生きてきた。

　不可思議な力を使う魔女は「異端」であり、「排除」の対象であるからだ。

　町の広場に煙が上がらない日はなく、疑わしき人は容赦なく火にくべられた。

　レイニーも優しい手は母のそれしか知らず、常に「近づく人は疑いなさい」と教えられてきた。

　それでも、生活していくために必要な物を揃えるには町に出ていかなければならない時もある。そういう時は決まって、この赤い髪を茶色に染めて変装していた。

　騎士たちに追われた日も、必要な食料を調達するために町に降りていた。

　そこで妙にしつこく絡んでくる男がいたけれど、もしかするとあいつが教会に告げ口したに違いない。

　後をつけられたか、森に張っていた結界が緩んでいたせいもあって、小屋に戻った際にこの本来の髪色を見られた可能性は高かった。

　レイニーはヒツジから差し出された水盆に両手を沈める。人肌くらいまで冷まされたぬるま湯はひどく心地がよかった。

　思えば、エゴラスも不運な悪魔よね。

　レイニーが転移した先がエゴラスの屋敷の庭園でなかったら、きっとレイニーと関わらずに済んだことだろう。

「ヒツジ、服は自分で着るから、少し部屋を出ていてくれない？」

　顔をふかふかのタオルで拭き終わり、ヒツジがレイニーの新しい衣服を両前足でつまんで広げる。それを見たレイニーが着替えの手伝いを断った。

「承知いたしました。では、何かございましたらお呼びください」

　ヒツジはすぐに引き下がった。そのままレイニーに恭しく頭を下げると、部屋を出ていく。

　レイニーはネグリジェを脱ぐと、用意された衣服に袖を通す。サイズはぴったりだった。

「まぁ、どちらにせよ……今後どうしていくか考えるか」

　レイニーはシャツのボタンをとめながら小さく息をつく。

　過ぎたことを悔やんでも仕方がない。半ば事故で発動した「同調魔法」も、あの悪魔の様子なら必死に魔法の解き方を探ろうとするだろう。

　レイニーは一時的な拠り所を得たに過ぎず、エゴラスが同調魔法を解くことができてしまった「最悪の事態」に備えなければならない。

　相手よりも、二手、三手先の憂いに備えなさい。

　魔女である母から教わった言葉である。

「今後の身の立て方か……」

　レイニーの目が、窓から見える魔界の景色を見据える。

　空に浮かんだ太陽は黒く燃え上がっていた。空を横切る鳥も、肉体はなく骨だけである。いい出汁が取れそうとズレた思考を慌てて戻す。

　窓から見える木々も、人間世界では見たこともないものだった。幹がよじれた木々の色は赤みがかっていたり、中には顔料か何か塗りたくったのかと疑いたくなるような真っ青な木もあったりした。

　ちょっと不気味な光景だけれど、それはまだ魔界に来たばかりだからかしらね。

　この見知らぬ土地には、きっとレイニーが想像している以上の危険が潜んでいることだろう。

　それでも、レイニーに人間世界へ帰るという選択肢はなかった。

「そもそも、帰ったところで即処刑だし」

　となれば、レイニーは否が応でもこの魔界で生きていかなければならない。

「一番てっとり早いのはあの悪魔大公さんに受け入れてもらって、後見人でも何でもいいから一生面倒見てもらうことなんだけど……」

　すぐさま、レイニーを射殺さんばかりに睨んできたエゴラスの顔が思い出される。

「うん、ありゃ無理だわ」

　レイニーは即座に首を横に振った。初対面での印象が悪すぎる。

「……となると、この世界の情報を集めつつ、悪魔大公さんが所有する魔法書や魔法道具を失敬し、私の魔法の能力を向上させて逃げるのが一番堅実かな」

　レイニーは自分の手のひらを見つめる。

　エゴラスはレイニーの中に宿る「魔力」をあっさり見抜いてみせた。

　人間世界では、魔女の身体に宿る「魔力」を察知できるのは同じ「魔女」だけである。

「悪魔大公さんの物言いから、この世界では魔力が体に宿っていることは珍しくないみたい……」

　しかも、レイニーの身体に宿る魔力が「希薄」だとも話していた。裏を返せば、この魔界ではレイニーよりも強い魔力を宿した存在がわんさかいるということだ。

「……私、ここでも詰んでる？」

　思わず出た弱音に、レイニーは激しく首を横に振った。

「と、とにかく今は情報収集よ。しばらく一緒に暮らしていけば、悪魔大公さんもこちらに心を開くかもしれない」

　今、やれることをやろう。ダメならその次の手段を考えればいい。

　レイニーは拳を握りしめると、不敵な笑みを浮かべた顔を魔界に浮かぶ太陽へと向けた。

「教会の連中からも何とか逃げおおせたんだもの」

　大丈夫、私はどんな逆境にも負けない。

「見てなさい、相手が魔界だろうが、悪魔大公だろうが……必ず生き残ってみせるわ！」

　レイニーが太陽に向けて拳を突き出す。

　生き残りをかけた決意を固めていると、ヒツジがレイニーの部屋の扉を外から叩いた。

「あの～……お支度はお済みですか？　いい加減、旦那様のもとへおいでくださらないと……」

「ええ、今行くわ」

　まずはエゴラスともう一度話す必要がある。彼がレイニーの動向を逐次監視するのと同じように、レイニーもまた彼の言動には注意を払っておかなければならない。

　レイニーは先導するヒツジの後に続き、重厚な絨毯の上を進む。

　そうして現れた豪奢な扉を前に、表情を引き締めた。

　扉を抜けた先は食堂だった。

　真っ黒なテーブルクロスの上には金の燭台が並び、石造りの暖炉を背にエゴラスが一人座っていた。エゴラスの額には、レイニーと同じようにガーゼが当てられている。そのせいもあってか、エゴラスはひどく不機嫌だった。

「遅いぞ」

　紫暗色の双眸がレイニーに向けられ、地の底を這うような低い声が言った。

「申し訳ございません。支度に少々手間取りました」

「お、遅くなってすみません」

　ヒツジがエゴラスに一礼する横で、レイニーも軽く頭を下げた。ヒツジはレイニーに扉に近い席へつくよう促す。そこにはすでにカトラリーが並べられており、レイニーもおとなしく席についた。

　エゴラスとはずいぶん距離があるが、レイニーとしては会話ができれば問題ない。エゴラスにとってレイニーは招かれざる客であることに変わりはないのだ。ある程度の理不尽には目をつむるつもりだった。

　レイニーが席につくと、ヒツジが食堂を辞した。入れ替わるようにして、黒い球体の身体に一対の翼を生やした小悪魔たちが料理の載ったお皿を運んできた。

　運ばれてきたのはお皿の大きさの割に、一口で食べてしまえるような紫色の葉と黒い木の実らしきものを和えたもののようだった。

　これ、食べられるのかな……。

　レイニーは配膳された料理を前に、首を傾げる。

　僅かに顔を料理に近づけると、甘い香りがした。

　お酒か何かだろうか。

　レイニーの胃が空腹を訴えたので、レイニーはフォークを手に取る。

　この世界で生きていくためには、何が食べられる食材か確認しなくてはいけない。

　レイニーは甘い香りのする料理を口の中へと放り込む。

　咀嚼していると、酒の芳醇な香りと、それでいてシャキシャキと歯ごたえのある、臭みのない味わいが口内に広がった。

「おいしい……っ！」

　思わず表情を輝かせる。貴族の食卓など無縁なレイニーだが、これがかなり手間暇のかかった料理であることは察せられた。

「ふん……我が屋敷のシェフには七大陸一の腕の者を雇っている。当然だ」

　何故か、エゴラスの表情が和らいだ。

　料理を褒めただけで、機嫌が直った？

　レイニーは少し意外な気持ちで、エゴラスを見つめる。しかし、エゴラスはすぐさま表情を引き締めた。彼の指が、負傷した己の額へ向く。

「さて、貴様は昨日、己が特異な体質だと話していたな」

「ふぁい、そふれす」

　レイニーは次に運ばれてきたサラダを口に入れながら頷いた。

　酸味の利いた生魚らしきものが添えられており、なかなか癖になりそうな味だった。

「貴様の魔力量から治癒魔法は見送った。魔力酔いでも引き起こされては敵わんからな。比較的副作用の少ない薬草で治療を施したが……貴様はどれくらい薬草に耐性がある？」

「……もしかして、私のことを心配してくださっているんですか？」

　レイニーが意外そうにエゴラスを見つめる。途端、エゴラスが眦を吊り上げた。

「貴様がかけた『同調魔法』のせいで私にまで被害が及ぶのだぞ!?　考え得る懸念は早々に取り去らねばならん！」

　傷が痛んだのか、エゴラスは額を軽く押さえて呻くように吐き捨てた。

「もともと薬草を扱っている身ですので、効き目はよくないかもしれません」

　レイニーは人間世界において「薬売り」として生計を立てていた。それはレイニーが魔女としての能力を発揮するためにも都合がよかったためだ。

　さらには薬の調合をする上で、どうしてもその効能を試す場合は自分が真っ先に服用することが常である。毒薬への耐性がついたのは嬉しいが、同時に効能の弱い薬は効きづらい体質となってしまった。

「なるほど。ではもう少し薬効の強いものを試してみよう」

　傷が痛んで敵わんのだが……、とエゴラスは苦い顔でぼやく。

　そうしてパンを手で千切ってスープに浸した。レイニーもエゴラスの所作を真似て同じようにスープに浸したパンを口に運ぶ。まろやかな舌触りと香ばしさに思わず頬が緩んだ。

「さて……私は貴様の条件を聞き入れた」

　エゴラスの視線は料理に夢中なレイニーに注がれている。

「次は貴様が私のルールを呑むべきだ」

「ルールですか？　……あ、これすごくおいしいですね」

　おそらく卵だろう。紫がかった黄身、茸、チーズと刻んだ鶏肉を使ったリゾットらしきものに舌鼓を打つレイニーをエゴラスは呆れ顔で見つめていた。

　エゴラスがわざとらしい咳払いを一つする。

「貴様を我が屋敷へ招き入れた以上、貴様の身の安全、並びに生活の保障は確約しよう。だが、私からも貴様へいくつか条件を付ける」

「……そへはいっらいなんれしょう？」

　詰め込み過ぎたリゾットを必死に咀嚼しながら、レイニーがエゴラスを見つめる。

　無理難題を突きつける気だろうか。

　レイニーは口の中に詰め込んだリゾットを呑み込んで身構えた。

「決して屋敷から出ず、慎ましく、静かに過ごせ」

　そう言ってエゴラスはその紫暗色の双眸を鋭くした。

「我が屋敷内を出歩くことは特別に許可してやったのだ。私の生活の邪魔をせず、居らぬよう息を潜めて生きること。それが、貴様の私に対してすべき義務だ」

「……義務、ですか」

　なんとなく、気に入らない物言いである。

「別に大したことは要求しておらん。簡単に言えば――」

　エゴラスとレイニーの視線が真っ向からぶつかる。






「『互いの生活を脅かさないこと』、これを徹底すればいい」






　同調魔法による感覚共有をできるだけ避けるための要求だろう。

　これまでの人生、人目を避けて暮らしてきたレイニーである。

　エゴラスの要求など、大した足かせにはならない。

　レイニーはそう判断した。

「わかりました」

　レイニーはしっかりと頷いた。

「私は普段のような生活を送るだけですので、問題ありません」

　生き残るために必要な準備をするのに支障がない範囲で、レイニーはエゴラスの要求を呑むことにした。

「では、契約成立だ。決して背くなよ」

　エゴラスが席を立った。彼はレイニーが食べ終わるのを待たずに、早足で食堂を出ていってしまった。
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　やはり、警戒されて当然か。

　食事を終え、ヒツジの案内でレイニーは自室への道のりを辿っていた。その道中、レイニーは食堂でのエゴラスとのやり取りを思い返していた。

　――決して屋敷から出ず、慎ましく、静かに過ごせ。

　エゴラスの要求も理解できないわけではない。レイニーとて、自分の家に見知らぬ人間を招き入れることになれば警戒する。

　しかし、レイニーにも退けない事情があるのだ。

　まずはこの世界を知らないことには行動を起こせない。

　そして、情報を得るためにはじっとしてばかりいられない。

　まぁ、人間世界にいた頃から一つ所にとどまった試しはないけれどね。

「ねぇ、ヒツジ」

「はい、いかがなさいましたか？」

　レイニーが声をかければ、ヒツジは足を止めて体ごと律儀にこちらを振り返る。

「これからしばらく、この屋敷でお世話になるわけなんだけど……よかったら、屋敷内を案内してもらえる？」

　レイニーはヒツジ相手に、さっそく先手を打った。

「この屋敷は広いから、迷子になっちゃうといけないなって……」

　レイニーは今、客人としてこの屋敷に招き入れられている。ならばその立場を利用しない手はない。客人なら、屋敷内のことをまったく知らないゆえに、使用人に案内を求めるのは普通の行動だ。

　ヒツジもなんの疑いもなく頷いている。

「もちろんでございます。旦那様からも『生活する上で必要な範囲で屋敷内を案内する』よう仰せつかっております」

「……」

　ヒツジの言葉に、レイニーは思わず口の端が引きつるのを感じた。

　先手を取ったと思いきや、エゴラスはすでに使用人に指示を出していたようだ。

　レイニーが屋敷内を案内してほしいと申し出て何か仕出かすことを警戒してのことだろう。

「ヒツジに案内された場所以外は絶対に入ってくるな」

　エゴラスのそんな言葉が聞こえてきそうだ。

　もう！　屋敷内の見取り図をこっそりメモしようと思ったのに……っ！

　悔しいが、エゴラスの読みは当たっていた。しかし、レイニーとしても退くつもりはない。いつ何時、己の身に再び危険が迫るかもわからないのだ。

　そっちがその気なら……。

「じゃあ、今からでもお願いできる？」

　レイニーはにっこりと愛想笑いを浮かべた。

「かしこまりました。では、まずはここから近いドレスルームへご案内いたします」

　ヒツジの後に続き、別館への渡り廊下を進む。

「レイニー様がお過ごしになるお部屋があるのは別館でございます。別館はこの渡り廊下でのみ本館と繋がっております。本館は旦那様のお部屋と執務室などがございます。基本的には旦那様からの招待がない限り、無闇に立ち入られませぬようお願いいたします」

「つまり、私はこの別館で過ごせってこと？」

「左様でございます」

　レイニーの確認にも、ヒツジは面倒がらずに真面目に答えてくれる。

　このちょっとしたやり取りだけでも、レイニーにとっては貴重な情報源だ。

「こちらがドレスルームになります。レイニー様のお部屋の隣になりますので、何か必要なお召し物がございましたら、こちらからお選びください」

「わぁ……っ！　すごい」

　ヒツジがドレスルームの扉を開けると、レイニーは目を見開いて声を上げた。

　煌びやかなドレスと靴、宝飾品の数々を前にレイニーは目がチカチカしてきた。

「気になったお召し物がございましたらお声がけください。お裾直しなどをさせていただきます」

　レイニーの反応に、ヒツジもどこか機嫌よく言った。

「あ、いや……さすがに私が着るのはちょっと……」

　レイニーは慌てて両手を振ってヒツジの好意を断った。

「あれ、でもさっきこの屋敷には女の人がいないって話していなかったっけ……？」

「はい。これは先代の当主、その奥方様のものです」

　レイニーの指摘に、ヒツジの表情がやや曇った。

「旦那様は『ただ置いてあるばかりでは邪魔だから好きに扱え』とおっしゃられ、今は私が管理をしております」

　どこか焦ったような、取り繕うような調子である。

「エゴラスさんと先代の当主の奥さんとは血の繋がりがないの？」

　レイニーは少し踏み込んだ質問をしてみた。

　怒るかと思いきや、ヒツジは平然とした態度のまま首を横に振った。

「いいえ、正真正銘、旦那様のご母堂でございます」

「そう。でも、エゴラスさんの態度、何だか素っ気ないわね。お母様とは仲が悪かったの？」

「とんでもない。お二人とも、お互いをとても思いやり、非常に仲のよい親子関係にございました」

　次へ参りましょう、とヒツジはドレスルームの扉をそそくさと閉める。

　ヒツジの手によって閉ざされるドレスルームを、レイニーは訝しげに見つめていた。

「では、お次は調理場と食堂、応接間、浴場、温室の順にご案内いたします」

　やや早足で歩き出したヒツジに、レイニーは慌ててその背を追う。

　別館は本館ほどの広さはないにしても、しっかりと管理が行き届いていた。別館にも食堂があり、一家が団らんするには十分なテーブルと椅子が用意されている。応接間には見たこともない彫刻やら陶磁器、高価そうな硝子の杯が棚に飾られていた。

「そしてこちらが温室になります」

「すごい！　これ、何という名前の植物ですか!?」

　レイニーは目を輝かせた。

　人間世界では見たこともないような植物が、美しい花を咲かせている。

　レイニーにとって、数々の花が咲き乱れる温室はひどく興味をそそられる場所だった。

「そちらはアドラテラといって、『魔界の百合』とも呼ばれております。香水の原材料にも使われる、非常に香り高い品種の花でございます。高貴な位の方々は皆、好んでこの花を庭園に咲かせておられます」

「この薔薇みたいな花は？」

「この花はカクディエッタと申します。『鮮血の誓い』とも呼ばれておりまして、魔界を統べる魔王様への忠誠の証として捧げられる花です」

　温室内の植物の名前を一つひとつ尋ねるレイニーに、ヒツジも几帳面に答えてくれる。

「レイニー様は植物にご興味がおありですか？」

「ええ。もともと薬売りとして生計を立てていたから、どうしても気になって……」

「左様でございましたか。この温室も自由に出入りされてかまいません。今度、ここでゆっくりとティータイムをされるとよいかと存じます」

　やや興奮気味のレイニーを、ヒツジは温かい眼差しで見守っている。

　悔しいけれど……生活するには十分すぎる待遇ね。

　レイニーは部屋へと戻る道すがら、思わず拳を握りしめる。

　人間世界での暮らしは決して豊かとは言い難かったし、貴族の屋敷に近づこうものなら速攻で教会へ告発される恐れがあったため近づきもしなかった。

　世の中、理不尽過ぎるでしょう……。

　レイニーは小さく息をつく。それを目ざとくヒツジに見られてしまった。

「さすがにお疲れでしょう。本日はお部屋でお休みになりますか？」

「えっ、でも……まだそこまで疲れては――」

　言いかけたレイニーはふと口をつぐんだ。

「ううん。やっぱり、少し休ませてもらおうかな。変に無理しても、エゴラスさんに迷惑かかっちゃいそうだし」

「その方がよろしいかと存じます。では、何かご入り用の際はテーブルの上にございます呼び鈴を使ってお呼びくださいませ」

　レイニーが部屋へ入ると、ヒツジは恭しい一礼とともに戻っていった。レイニーはバッと閉まっている扉へ張り付く。

　耳を澄ませ、ヒツジの蹄が廊下をかつかつと鳴らし、遠ざかっていくのをじっと待った。

「よし」

　レイニーは扉を薄く開き、再度、廊下に誰もいないことを確認する。そうしてするりと自室を抜け出ると、さっそく本館へと続く渡り廊下へ急いだ。

「身の安全を確保するためには、行動あるのみよ！」

　じっとなんかしていられない。

　不敵な笑みとともにレイニーは渡り廊下を通り、あっさりと本館へと足を踏み入れたのだった。
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　魔界には七つの大陸が存在する。この世を統べる「魔王」は絶対的存在として魔界においてその全権を握っているが、その治世において直接の干渉をしてくることはない。

　それもこれも、魔王の力が強すぎるためだと伝わっている。

　そのため、魔王は己に代わり、七つの大陸それぞれを治める高位悪魔たちを選定した。

　それが魔界、七大公家の始まりである。

　中でも「べラス大公家」はその堅牢な守護の魔法に特化し、歴代魔王の身辺警護から魔界において魔王が介入せねばならない争乱の鎮圧に「魔王代理」として度々出陣していた。

　いつしか、魔界の悪魔たちがべラス大公家を「守護の番犬」と呼ぶようになった。その背景には、歴代魔王からの信任も厚い厳格な家柄として知られているべラス大公家を敵に回すことは、この魔界において「破滅」を意味することと同義となったためだ。

　現当主であるエゴラスについても、その守りの術に関して一切妥協せず、またその厳粛かつ公正な性格が領内の治安秩序を安定させていることで有名だった。

　その神話が、一夜にして崩れ去ることになるとは……。

　エゴラスに呼び出されたカルティスは、屋敷の窓から覗く、広い庭園を何とはなしに眺めながらため息をついた。

　短く刈り上げた髪に褐色の肌を持つ偉丈夫は、鱗に覆われた長い尾を憂鬱そうに揺らす。できることなら、今すぐ背中の翼袋から両翼を広げて空へと飛び立ってしまいたい気分だった。

　エゴラスの執務室は本館の三階、奥まった北寄りの部屋にある。

　本来、当主の執務室は南側のエントランスホールに近い二階にあるのだが、エゴラスは頑なにこの北寄りの部屋に閉じこもっている。

　当代は先代と違い、他の者との関わりをひどく嫌う。

　まぁ、無理もない。

　完璧な守護に固執するエゴラスにとって、他者の存在はある意味最も警戒すべき異分子である。そのことを責めるつもりは、カルティスとて毛頭なかった。

「旦那様がこの屋敷に客人を招き入れた。一体、何百年ぶりのことか……」

　何の前触れもなく飛び込んできた「客人」の報せと、エゴラスからの呼び出しである。

　記念すべき初めての客人が一体何者なのか。

　カルティスの好奇心は疼いていた。

「べラス三軍統括、カルティス。参りました」

「入れ」

　執務室の扉をノックすると、すぐさま室内から声がかかる。

　年代物の扉は軋んだ音を立てながら開いた。

　あぁ、かなり機嫌が悪い。

　執務机に向かったエゴラスの形相を見るなり、カルティスはこっそりため息をついた。

「カルティス、貴様に調べてほしいことがある」

　エゴラスの鋭い眼光が、鋭利な刃物のようにカルティスに突きつけられる。

「事はこの大公家の存続にかかわる重大事項ゆえ、貴様一人で内密に調査を進めよ」

「……いかなるご用命でしょうか」

　エゴラスの重々しい口調から、さすがのカルティスも眉をひそめた。

　盤石な守りを敷き、魔界において絶対に敵に回してはいけないとまで恐れられたべラス大公家がよもや存続の危機に瀕するなどただ事ではない。

「私が屋敷に招き入れた小娘に、妙な魔法をかけられた。術者が受けた損害を、被術者に対しても発現させる呪いにも似た魔法だ。奴は『同調魔法』とか呼んでいたな」

「……はい？」

　エゴラスの言葉に、カルティスはやや間の抜けた声を上げた。すぐさま、エゴラスの顔が不機嫌そうに歪む。カルティスは慌てて頭を垂れた。

「失礼いたしました。……旦那様がお屋敷に招いたお客人が、旦那様に呪いにも似た魔法をかけたと？　その、失礼ながら……俄かには信じられず……」

　カルティスは慎重に言葉を選びながら弁明した。

　エゴラスが深いため息とともに、椅子の背もたれに寄り掛かった。

「私としても信じたくはないが……事実だ」

　エゴラスは己の額を指差す。彼の額にはガーゼが当てられていた。

　カルティスが知る限り、エゴラスに傷を負わせることができた悪魔と言えば先代の当主くらいである。あとは、この魔界を統べる魔王様くらいの実力がないと難しいだろう。

「事の詳細を伺っても？」

「……昨夜のことだ。私は執務を終え、気晴らしも兼ねて庭園の見回りをしていた。すると、どこからともなくヤツが現れたのだ」

　エゴラスはできる限り詳細に、レイニーと出会った当時の様子をカルティスに話して聞かせた。

「面白い娘ですね」

　レイニーが転んで額を打ち付けたという話を聞くなり、カルティスの目がエゴラスの額に向いた。エゴラスが執務机に拳を打ち付ける。

「面白いものか！　こんなふざけた魔法、早々に術式を解読して無効化し、あの小娘を八つ裂きにしてくれる！」

　クワッと牙を剥き出して怒鳴るエゴラスに、カルティスは鱗に覆われた長い尾をゆったりと左右に揺らした。

「……しかし、かの娘、あながち侮れぬようですね」

　カルティスは口元にうっすらと浮かんだ笑みを引っ込める。

　荒い息を吐き出すエゴラスに向けて静かな声音で続けた。

「旦那様は常に防御系魔法を身に纏っておられます。攻撃系魔法だけでなく、精神支配系の魔法も無効化するものを……いかにしてすり抜けたのか。この魔界において考え得る候補としては、他の七大公家でしょうか」

「……それも含めて調査せねばならん。ゆえに、統括である貴様を呼んだのだ」

　べラス大公家が誇る軍には、三つの部隊がある。

　べラス大公家に害意を向ける者を捕縛し、裏で糸を引く存在を明らかにする「タシーラ（捕縛）」、べラス大公家に関わる内情が他大公家に渡ることを阻止する「グリエル（消滅）」、べラス大公家に仇なす存在を掃討する実戦部隊「ブイリュル（鉄槌）」――そして、この三つの部隊を統括、総指揮を任されているのがカルティスであった。

　べラス大公家が治める領土内のことならば「タシーラ」が、他大陸に関する調査であれば「グリエル」の管轄である。

　今回屋敷へ侵入した娘は明らかに外部の者。

　本来であれば「タシーラ」に任せるのが順当ではあるが、小娘はあの少ない魔力でこのべラス大公家の屋敷に易々と入り込んでみせたのだ。

　身内に密偵がいる可能性も考慮せねばならない。

　すると外部にべラス大公家の内情や機密情報を持ち出された可能性があるため、その奪還ないし処理を行う「グリエル」も動員せねばならない。

　加えて、今回の場合は「同調魔法」によってエゴラスの身命が小娘と共有されてしまっている。そのような事情からエゴラスだけでなく、小娘の身辺の守りと監視も固めなければならない。身辺警護は「ブイリュル」の管轄となる。

　エゴラスはこれらの懸案事項を三つの部隊にそれぞれ任せるよりも、軍の統括であるカルティスに直接この件の調査を一任した方が安全と判断したようだ。

　何より、エゴラスの身にかかった「同調魔法」が広く知れ渡れば、真っ先に小娘が狙われることは目に見えていた。

「ご用命、承りました」

　カルティスがエゴラスに向けて深々と頭を下げた時だった。

「旦那様！」

　廊下の方から慌ただしい蹄の足音がしたかと思うと、執務室の扉を開け放ってヒツジが飛び込んできた。普段のヒツジならばこのような無礼な行為は絶対にしない。この慌てぶりからも、事態がひっ迫している様子が伝わった。

「小娘が何か仕出かしたか!?」

　案の定、エゴラスが椅子を蹴倒して立ち上がった。ヒツジが何度も首を縦に振っている。

「お部屋のお掃除をしようとしたところ、レイニー様のお姿が見当たらず……別館内を皆で捜索しております！」

「探知魔法は？」

「いたしました！　けれど、魔力が薄すぎて居場所が掴めないのです！」

　カルティスの確認に、ヒツジが必死に訴えている。

「くっ……早くも本性を現しおったな！　探せ！　屋敷内をくまなく！」

　ヒツジとカルティスに命じながら、エゴラスも自ら執務室を出ていった。

　カルティスがエゴラスの背を呆然と見つめている。

「カルティス卿、急ぎますぞ！」

「……ん、あ、ああ……」

　ヒツジに脚衣を引っ張られ、カルティスは我に返った。すでに階段の辺りに差し掛かっているエゴラスの背を見つめ、カルティスは再び口元にうっすらと笑みを浮かべた。

「これはこれは……面白いことになりそうだ」

　カルティスの独り言は誰に届くわけでもなく、慌ただしく行き交う悪魔たちの間に溶けて消える。長らく静寂に包まれていたべラス大公家の屋敷内が、瞬時に活気づいた様を見たカルティスの口元から笑みが消えることはなかった。
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「思ったよりも広いなぁ……」

　レイニーは本館内の地図を脳裏に思い描きながら小さく息をつく。

　道を覚えるのは得意な方だ。しかし、こうも同じような部屋が続いたりするとさすがに不安になってくる。

　別館にある自室を出てだいぶ経つ。そろそろ戻らないと、ヒツジが騒ぎ始めそうだ。

　レイニーは本館の二階にある奥まった一室の扉を僅かに開く。

「本棚……ってことは！」

　レイニーは部屋の扉を開け放つと、目を輝かせた。

　壁一面を覆い尽くすほどの書架の群れ。古い紙やインク、埃のにおいで満たされた静かな空間が目の前に広がっている。さすがは金持ち、貴重そうな本が盛りだくさんだ。

「魔界の歴史とかわかるかな……あ、でも文字が読めるかな？」

　レイニーは手近の書架から一冊の本を取り出す。人間世界とは明らかに違う文字列が並んだ本の表紙を前に、レイニーは釘付けになった。

「これ……魔法を使う時の文字だ」

　レイニーは手にした本のタイトルを撫でる。

　人間世界において、魔女が異端であるとされる理由の一つに魔女たちの間で独自に引き継がれている文字があった。

　レイニーがエゴラスに向けて解き放った羊皮紙の魔法陣にもその言語が使用されている。羊皮紙になけなしの魔力を三年以上込め、同じだけの年数の魔力を込めたインクで魔法陣と記号を描くことで、術者の望む超常現象を引き起こすことができるのだ。

「魔女が扱う文字や記号って、魔界のものだったんだ……」

　これは異端扱いされるわけである。同時に、何故レイニーの母親が魔界へ転移する羊皮紙を所持していたのかも納得がいった。先祖代々、魔女たちは万が一の時は魔界へ逃れる術を残していたのだ。そのために、魔女は魔界との繋がりを持っていたのだろう。

「まぁ、少しは希望が見えたってことかな……」

　文字が読めるなら、そこに記載された知識を全部盗んでしまおう。

　レイニーは書架から幾冊かの書物を抱えて、部屋の奥で隠れるように本を広げた。

「おっ！　べラス大陸って載ってる！　エゴラスさん、この大陸一帯を支配してるんだ～」

　どれくらいの間、書物を読み漁っていただろう。

　気づけば自分の周囲に本の山が防壁のように積み上がっていた。

「――探せっ！　最悪、屋敷の……だ！」

「ん？　なんか騒がしい？」

　レイニーは慌ただしく駆け回る足音と、誰かが叫ぶ指示を聞き、本から顔を上げた。

　すると、レイニーのいる部屋の扉をエゴラスが勢いよく開けた。その目は吊り上がり、神経質そうな顔はより険しさを増している。

　あ、まずい。

　書架の隙間からエゴラスの形相を目撃したレイニーはサッと青ざめた。

　咄嗟に本の山へと身を隠す。

　部屋を抜け出したのがバレたみたい。

「さて、どう言い訳するか……」

「そうだな。弁明の一つくらい聞いてやろう」

　レイニーは弾かれたように顔を上げた。

　エゴラスの険しい顔が、レイニーを射抜く。腕を組んで仁王立ちで佇む彼は、まさに最後の審判を下す判事のようだった。

「退屈すぎて死にそうだったので本を読みに来ました！」

　レイニーは条件反射で背筋をぴんっと伸ばす。

「嘘つけ！　この馬鹿者がっ！」

　エゴラスがクワッと牙の生えた口を大きく開けて怒鳴った。

「だいたいなんだその適当すぎる理由はっ！　退屈なだけで死んでたまるか！　勝手に本館内をうろつくなと言っただろう！　貴様は自分の立場をわかっているのか!?」

「だって、ここに来たばかりで全然周りのことわからないんですもん。調べるくらい普通しますよ」

「必要な時こそ使用人を使うんだ！　貴様のせいで私の仕事に支障が出ているんだぞ!?　もう少し私に気を遣え！」

「十分気を遣っているじゃないですか！　このお屋敷の使用人だってそう数がいるわけではないでしょうし、彼らにも仕事があるでしょう!?　自分のことくらい自分でできます！　ただ荷物が少ないので、屋敷内のものをちょぉっとばかり拝借はしますが……」

「貴様は『遠慮』という言葉を知らんのか！　他人の家の物を勝手に物色するな！」

「物色だなんて、人聞きの悪い！　私のように毎日を生きることに必死な者はいただける物は迷わずいただき、ついでに使えそうなものを少し拝借しているだけです！　貴族さまのように毎回新しいものを買うわけにはいきませんので！　それくらい目をつぶってくださいよ！」

「厚かましいにもほどがあるだろ！」

「おかげさまで今まで生き残ってこられた実績があります」

「そんなものを誇るな、愚か者！　その自信満々な表情が無性に腹立つ！」

　胸を張るレイニーに、エゴラスは額の青筋を深めていく。

　そうして双方の言い合いが熱を帯びていった。エゴラスもレイニーもどちらも譲らない。足元でヒツジがあわあわと落ち着かない様子で二人の顔色を窺っていた。

「だいたいですね！　エゴラスさんだって私の生活に過干渉してるじゃないですか！」

「当然だろ！　ここは私の屋敷だぞ！」

「朝食の席でエゴラスさん、言っていましたよね？『貴様を我が屋敷へ招き入れた以上、貴様の身の安全、並びに生活の保障は確約しよう』って。私がエゴラスさんにお願いした条件の中には『誰にも私の生活を侵されない権利』も入っているはずです！」

「だから不自由なく過ごせるだけの環境を整えたであろう！　これ以上、何を望むのだ！」

「私はただ、自分が今まで過ごしてきたような生活を送りたいだけです！　これはそう、習慣？　本能？　……みたいなものです！　あと、どうせ読まないならここの本、いくつかください」

「それで『はい、どうぞ』とでも言うと思ったのか！　愚か者がっ！」

「え～、こんなにたくさん本があるんですから五十冊くらいいいじゃないですか、ケチ！」

「『化血けち』という言葉がどういう意味かはわからんが……この私への暴言であることはなんとなく理解した」

　エゴラスの口元がひくひくと引きつる。すると、レイニーが積み上げた本の山が崩れた。

　ううん、違う。屋敷全体が振動している？

　レイニーは弾かれたように周囲を振り返る。揺れる本棚から数多の書物がこちらに向けて落下してきた。

「ひぃっ！」

「旦那様！　どうか気をお鎮めくださ――」

　ヒツジの懇願も空しく、大量の本が降り注ぐ。

　あんな大量の本の下敷きになったら、死んじゃう。

　レイニーは咄嗟に両腕で頭を覆ってうずくまった。

　いつまで経っても衝撃がこないことに不審を抱き、レイニーはゆっくりと目を開く。

　すると、頭上から降りかかってきた書物は全て、虚空で制止していた。

「た、助かった……」

　レイニーの横で、同じように頭を抱えてうずくまっていたヒツジがホッと息をもらす。

「エゴラスさん？」

　レイニーは一人佇んでいるエゴラスに呼びかけた。

　目の前の彼は、何故か目を見開き、青白い顔をさらに青くして立ち尽くしていた。右手で胸の辺りを押さえ、浅い呼吸を繰り返している。

「エゴラスさん、どうしたんですか？　顔色が――」

　レイニーが手を伸ばすと、エゴラスが弾くように彼女の手を払った。

　小気味いい音が、書庫に響く。

　じんっとした痛みがレイニーの手のひらに広がった。そして、レイニーが感じた痛みはそのままエゴラスにも伝わったはずだ。彼の表情が強張ったのが、何よりの証拠だ。

　叩かれたのはレイニーなのに、何故か、エゴラスの方がひどく痛みを訴えるような表情をしている。

「エゴラ――」

「ヒツジ、この娘をさっさと部屋へと連れ戻せ！」

　ビリビリと全身を刺すような大音声に、文字通りヒツジは跳び上がった。

「しょ、承知いたしました！　ささ、レイニー様、お部屋へお戻りください」

　エゴラスの命令を受け、控えていたヒツジがレイニーの背を押す。

「で、でも……」

「ささ、これ以上旦那様のお手を煩わせてはなりません」

　ヒツジは不機嫌な主人を恐れるように早口でまくし立てる。彼がぱちんっと蹄を打ち鳴らすと、レイニーの身体がふわりと浮いた。

「えっ、身体が浮いた!?」

「単なる重力操作魔法でございます。ささ、お急ぎを」

　ヒツジは空中に浮かせた書籍ともども、レイニーを自室の方へと連行していった。

「ちょ、エゴラスさん！　まだ話は終わってないです！」

「本が読みたくなったらヒツジに言え！　貴様は部屋で大人しくしていろ！」

　連れていかれるレイニーがエゴラスの背に向けて腕を伸ばす。しかし、エゴラスはこちらを振り返ることなく、ただ怒気を滲ませた声で叫ぶだけだった。

　そうして、レイニーはヒツジによって本と一緒に部屋に放り込まれてしまった。

　しかもご丁寧に外から鍵まで掛けられる始末。

「ちょっと出歩いただけじゃない！　それに書庫に入っただけであそこまで怒ることある!?　そりゃあ、勝手に本を読んでいたのは悪かったかもしれないけど、私だって命かかってんだから！」

　レイニーは室内を歩き回りながら、どうにかここから抜け出してエゴラスのもとへ直談判しに行けないか考えていた。

　レイニーの部屋は別館の二階。窓から飛び降りるには高すぎる上、万が一着地に失敗して怪我でもしようものなら、エゴラスがすぐさますっ飛んでくるだろう。

　そんなことをしようものならエゴラスによる制約がさらに厳しくなることは目に見えていた。

「エゴラスさんが私を閉じ込めておけないと理解し、かつ私が出歩いても無害であることを証明しなきゃダメよね。いや、同調魔法のせいでエゴラスさんは私が怪我をすることを恐れているわけだから、むしろ部屋に軟禁している方がエゴラスさんとしては都合がいいか……なら、いっそ自傷行為する？　いやいや、そんなことしようもんならそれこそ全身拘束されたうえでお世話されそう……」

　まさかここにきてレイニーの最大の切り札が、己を不自由な状況に陥れるとは思わなかった。

「そもそも、エゴラスさんが堅物すぎんのよ！　なんであそこまで融通が利かないわけ!?」

　保護するとは、必要な物や安全な環境だけを与えれば済むと考えているのだろうか。

「保護はあくまで自立を促すための手段の一つであって、軟禁とは違うっての！」

　レイニーは枕を掴むと、それをベッドに叩きつける。

「そっちがその気なら……私だって諦めるもんですか！」

　レイニーは唇を尖らせ、鍵のかかった自室の扉を睨んだ。

　再びこの部屋を抜け出し、エゴラスに文句の五つや六つは言わなければ気が済まなかった。

「見てなさい。魔力が少なくたって、私だって『魔女』なんだから……」

　サイドテーブルに置かれた呼び鈴を手にとると、レイニーは自室にヒツジを呼ぶ。

「……いかなるご用件でございましょう？」

　しばらくして、どこか警戒した様子でヒツジがレイニーの部屋に顔を覗かせた。

　レイニーはとびきりの笑顔でヒツジに話しかける。

「気持ちを落ち着ける香水を作りたいと思って。環境が変わって、私としても落ち着かないのよ。それで香水を作るための道具や材料を持ってきてほしいのよ」

「はぁ……それで、どういったものをお求めでございましょうか？」

　レイニーの思惑が読めないヒツジは、首を傾げる。

「まず純度の高いお酒と抽出に必要な焜炉、それからガラス製のスポイトやガラスの瓶、保存可能な薬瓶を幾本か。ああ、香草は温室で見せてくれたアドラテラを数本、お願いできる？」

「かしこまりました。お待ちください」

　ヒツジがレイニーの要求を聞くなり、どこか安心した様子で頷いた。少なくとも、脱走するために必要なものを要求されているわけではないということは伝わったようだ。

「お願いね～」

　レイニーは部屋を辞したヒツジに手を振る。彼女の口元に浮かんだ笑みが深まった。レイニーの視線が手元の書籍に移る。先程の書庫で見つけた魔界の植生が記された図鑑である。

「ふふふ、見てなさい」

　しばらくして、遠慮がちに部屋の扉がノックされた。

「レイニー様、ご希望のものをお持ちいたしました」

「ありがとう。早いわね」

　レイニーはヒツジが差し出すアドラテラの花の香を深く吸い込む。甘い香りの中につんっとミントを思わせる爽やかさが漂う。レイニーの双眸が僅かに細められた。

「レイニー様、僭越ながら私もお手伝いをさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「本当に？　それは助かるわ」

　ヒツジの申し出を、レイニーは笑顔で快諾した。

　おおかた、エゴラスの指示だろう。しかし、レイニーとしては好都合だった。

「じゃあ、まずは抽出ね。器材をセッティングしてもらえる？」

「かしこまりました」

　ヒツジがレイニーに背を向けた瞬間、レイニーは手にしたアドラテラに噛みついた。花弁、茎、葉、僅かに残った根……軽く歯を立ててかじったそれらから、レイニーの中に無数の「知識」が流れ込んでくる。

「理解完了」

　アドラテラの茎から唇を離し、レイニーは何食わぬ顔でアドラテラを解体していく。

「あ、あの、レイニー様？　アドラテラは花弁のみを香料として使用しておりますので、茎や葉、根の部分は不要かと……」

「もう！　これだから素人は困るのよ！」

　レイニーは戸惑うヒツジに向き直ると、自分の胸に手を添えて自信満々に言い切った。

「言ったでしょ？　私はもともと薬売りとして生計を立てていたって。相手が薬になるものなら、私の知識以上に信じられるものはないわよ」

「はぁ……左様でございますか」

　ヒツジがなんとも言えない顔で相槌を打つ。とはいえ、見栄を張ったレイニーとしても魔界の常識はわからない。ここは自分の経験則と魔女の力に頼るほかなかった。

「まぁ、見てなさいな」

　レイニーは綺麗に解体したアドラテラをそれぞれガラス瓶に入れ、酒で煮詰めて抽出作業を行う。花弁は萎れて無色の酒に花色が移るまで煮詰めていく。茎や葉は萎れてドロドロに溶けるまで、根は熱で赤みを帯びたらすぐさま取り出す。

　レイニーは口と鼻を布で覆い、てきぱきと作業していく。その手際に無駄はない。

「なんだか……鼻につくにおいですね」

　ヒツジも口や鼻を布で覆っているものの、人間よりも鼻が利くせいかひどく辛そうに顔をしかめていた。

「精油は成分が濃いからね。辛いようなら部屋の外で待っていてくれてもいいわよ？」

「いえ、私にお構いなく……」

　レイニーが気遣えば、ヒツジは頭が取れるのではと思うほど首を横に振る。命令に忠実なのはいいことだが、ここまで融通が利かないのは主譲りだろうか。難儀なものである。

「さて、精油もできたし、ここからが肝心よ！」

　純度の高い酒に、精油を配合していく。アドラテラの花、葉と茎、根の三つが持つ香こうから、どれをどの程度の量で配合するかで効能はがらりと変わる。

　レイニーは慎重な手つきで精油をガラス瓶へ垂らしていく。ヒツジも興味が勝ったのか、いつの間にかレイニーの傍に来て作業の手をじっと眺めていた。

　どれくらいの時が過ぎたのか。

　レイニーが最後に根の精油を一滴垂らす。ガラス瓶の中の液体が桃色から薄い紫色へと変じたのを確認し、レイニーは大きく息をついた。

「……ふぅ。完成」

「ほぉ……これは今までに嗅いだことのないような香りですね！　アドラテラといえばひどく甘ったるい香りが特徴なのですが、私めはこちらの方が好みでございます」

「ふふっ、それはよかった」

　口元を覆っていた布をずらし、ヒツジがくんくんっと鼻を動かす。レイニーの作った香水からは甘やかながらも、後に残らない爽やかな香りがする。

　レイニーは自作した香水の瓶に噴射器具を取り付ける。その際、手元に忍ばせていた粉を出来上がった香水に落とし込んだ。

　香水を試しに自分の手首へ噴射する。鼻を近づけ、香りの強さを確認した。

「うんうん、我ながらいい出来……ヒツジもどう？　つけてみる？」

「よろしいのですか？」

　パッと表情を輝かせたヒツジに、レイニーは「もちろん」と笑いかけた。差し出された蹄を避け、毛におおわれた腕にもみ込むようにして香水をつける。

　ヒツジは再び、香水のにおいをかいでいる。爽やかな甘い香りにどこかうっとりとしている様子だ。

「ね、いい香りでしょ？」

「はい！　私はとても気に入りましてございます」

　そうして満足そうに頷いたヒツジが突然、レイニーに深々と頭を下げてきた。

「レイニー様、ご無礼をお許しくださいませ」

「えっ？　いきなり何？」

　さすがのレイニーも驚き、思わず聞き返していた。

「正直、レイニー様のことを侮っておりました。この魔界において、そもそも薬売りはあまり需要のない職種。魔力の少ない低位悪魔が、なけなしの魔力を練って生成する回復アイテムや香水のような嗜好品を生み出すことしかできぬことと認識しておりました」

「まぁ、そうよね……」

　書庫で大量の書物を宙に浮かしたエゴラスや、レイニー一人を軽々と持ち上げてみせたヒツジの魔法を思えば、この魔界では魔法を使うことが一般的だ。

　そんな便利なものが身近にあるのに、魔法を使わず、わざわざ手間暇かけて作業をする悪魔はいないだろう。

「しかし……レイニー様はまるで、当家のシェフが一流の料理を作るような見事な手際でございました」

　ヒツジはレイニーの手元を覗き込む。

　散乱した器具や精油を作る上で使った道具類を見つめ、どこか神妙な表情で続ける。

「私めが知らずにいたアドラテラの性質をすべて理解した上で、これほど香りに変化を与えるなど……並々ならぬ努力の賜物と存じます。私、大変感服いたしました」

「えっと……なんかいきなりそんな風に褒められると照れるなぁ。ありがとう」

　レイニーはヒツジの純粋な賛辞を照れ臭い思いで聞いていた。同時に、罪悪感も覚える。

「実は、私も……ヒツジには謝らないといけないの」

「ああ、部屋を抜け出したことにございますか？」

「ううん、違うの。実はね……」

　首を傾げるヒツジの身体がぐらりと傾く。床に倒れたヒツジを、レイニーはひどく思い詰めた表情で覗き込んだ。

「あえ、こえは……？」

「麻痺薬。でも、一時間もすればすぐ抜けるから大丈夫。命を落とすほどのものではないわ」

　レイニーは手にした香水をヒツジに見せながら、空いている方の手を顔の前に立てる。

「ごめん、ヒツジ。でも私、もう一度エゴラスさんと話したいの。お世話になっているのはわかってる。でも、私だっていつまでもこのままってわけにはいかないから」

「おまひくだ……えいにーさま！」

　レイニーは痺れて動けないヒツジをソファに寝かせる。そうしてヒツジの制止の声を聞かずに、自室を飛び出したのだった。







＊＊＊








「なかなか、お転婆な娘のようですね」

　ヒツジにレイニーを部屋へ送り届けるよう命じた後、カルティスが入れ違いに書庫へ入ってきた。

「あんな小娘に振り回されている旦那様とは、なかなか面白いものを見ることができました」

「まったく、あの小娘がいると片時も気が休まらん……」

「そうでしょう。だからこそ私は腑に落ちませんね。何故、途中でやめたのです？」

「私の話を聞いていなかったのか？　あの娘と私は同調魔法で感覚を共有している。ゆえに、私から受けた傷はそのまま私に返ってくる」

「『守護』のべラスたる旦那様の守護魔法で、小娘の身を守ることなど容易いことです」

　カルティスはずばりと指摘する。不機嫌な顔で振り向いたエゴラスの鋭い眼光を前にしても、カルティスは涼しい表情を崩さなかった。

　誰もが恐れ、慄くエゴラスの睨みも、彼よりもはるかに年上であるカルティスからすれば駄々をこねた子どもが睨んでくるようなものだ。

　迫力も、威厳も、今のエゴラスからはまったく感じ取れない。

「相手を傷つけることさえしなければいいのです。多少の牽制はすべきでした。でなければ相手はどこまでもつけ上がります」

「私の魔力を受け続ければ、死んでしまうかもしれん。当然の判断だ」

　エゴラスの凄みを帯びた眼光を前にしても、カルティスは僅かに眉根を寄せただけだった。

「あの小娘はいわば侵入者。しかも、魔力が希薄な小娘です。本を落下させるだけなど、生ぬるいのでは？」

「加減しきれん。抑えれば抑えるほど、ふとした弾みで潰してしまうかもしれない」

「まぁ……そういうことにしておきましょう」

　カルティスはそっと息を吐き出すように、か細い声で囁いたのみだった。

　エゴラスの拳に力が入る。

　カルティスの物言いにも腹が立ったが、一番もどかしかったのはカルティスに対して言い訳を並べ立てる己に対してだった。

「とはいえ、先程のやり取りだけでも収穫はございました」

　カルティスが話題を変えた。

　レイニーが部屋を抜け出した騒動の直前のやり取りを思い出す。

　エゴラスは渋々、拳に込めた力を緩めていった。

「旦那様がおっしゃるように、あの娘の魔力の希薄さは異常です。本来であればまず、この魔界では生きていけないでしょう」

　カルティスの言葉に、エゴラスの紫暗色の双眸が鋭さを帯びた。

「今回得た『違和感』の正体を突き止めることが、貴様の仕事だ」

　それ以上は不用意な発言を許さない。

　そう言外に込めたエゴラスの意図を、カルティスはすぐさま察する。

「失礼いたします」

「……」

　エゴラスは鬱々とした心地で、遠ざかるカルティスの背を見送り、そそくさと執務室に戻った。

　机の上に置かれた宝玉にそっと触れる。すると、虚空にベラス大陸に居住する民衆の名前と家族関係が表示され、そのまま勢いよく流れていった。

「やはり、ない……」

　何度も見返した記録に、エゴラスは苛立った様子で舌打ちをする。

　レイニーが屋敷に侵入したあの日、倒れた彼女をヒツジに任せ、エゴラスは急いでレイニーの身元を洗った。他家の事情は詳しくないが、少なくともこのべラス大陸では、そこに住まう全ての悪魔の名前と家族構成、階級や役職等の記録の提出を義務付けている。

　べラス大陸の記録の中には「レイニー・アナベル」の名前はおろか、家族らしき一族の記載も見当たらなかった。

「偽名か、他大陸の者ならまだいい。問題は……」

　エゴラスは痛む額を押さえ、苦い表情を浮かべる。

　カルティスも、その可能性に思い至っていたようだった。

　書庫でレイニーが積み上げていた本の山。それらの書物は全て、魔界の歴史や地理に関する文献が多かった。書かれた文字列も簡単な表現が多い。あれらの書物は魔界の中でも基礎的な内容、それこそ悪魔の子どもたちが読むものだ。そして、彼女の行動そのものがエゴラスやカルティスから見ると突飛であり、とても魔界の常識には当てはめられない。

「……もし、私の仮説が事実であったなら……おおごとだ」

　それこそ、この魔界全土がひっくり返るだろう。

　エゴラスは執務机を指先で小突くと、小さく唸った。

　正直、そんなことは大げさな、馬鹿げた憶測だと笑い飛ばしてしまいたいとすら思う。

「しかし、あそこまでの魔力の希薄さや脆い身体……とてもではないが、魔界では生き残っていけまい」

　エゴラスの指先が無意識に己の額に負った傷をガーゼ越しに撫でた。傷口が引きつる痛みに、表情が険しさを増す。

「あの娘は、魔界の外からやってきた者なのか？」

　エゴラスが呟いた瞬間だった。己の左手首に痛みが走る。

　咄嗟に手首を押さえ、恐る恐る袖をめくった。すると、皮膚が赤く腫れあがり、ぶつぶつと小さな発疹が浮かび上がってきた。痛みと痒みが交互に来て、思わず傷口に爪を突き立てたくなる。

「あの娘！　またっ！」

　エゴラスは椅子を蹴倒して立ち上がる。

　すぐさま執務室を飛び出すと、レイニーの寝泊まりする客室へ急いだ。

　別館へ近づく度に、嫌な予感が膨れ上がっていく。

　レイニーの部屋の前にたどり着くなり、ノックもせずに扉を開け放った。

「え、えふぉらすさまぁ～……」

　客室では、ヒツジがソファの上に横たわっていた。

　口が回らないようで、ぐったりしている。

「あの小娘ぇっ！」

　嫌な予感の的中に、エゴラスの眦がすぐさま吊り上がった。

「おい、ヒツジ！　あの娘はどこだ！」

　エゴラスがヒツジを抱き上げると、その小さな体を揺さぶった。するとヒツジの前足から、爽やかな甘い香りが漂ってくる。

「この香りは……」

　エゴラスの目が机に向く。

　そこに散らかる道具や室内の残り香から、香水を作っていたことだけはわかった。

「おい、ヒツジ！　一体何をされたのだ！　答えろ！」

　エゴラスが抱え上げたヒツジを前後に振る。

「はひぃ～……ひゃわくしが……ようとしまひたが……」

　ヒツジが弱々しい声で悲鳴を上げた。何かを伝えようとはしているようだが、もごもごと動く口から出た言葉はただのうめき声に成り果てた。

　何か薬でも盛られたのか。

　ヒツジの舌足らずな報告に、エゴラスは舌打ちをした。

「くそっ、私から逃げ切れると思うな！」

　エゴラスはヒツジを放り出すと、拳で床を叩いた。

　エゴラスは魔力を自分の拳の下にある床に注ぎ込む。レイニーの身体に宿る魔力は弱いため、彼女の魔力が周囲の魔気に溶け込んでしまうせいで上手く追跡できない。必然、レイニーを探すためには魔力以外の手段で追跡することになる。

　翼を持たない彼女は必ず陸上を移動しているはずだ。

　エゴラスは建物に己の魔力を注ぎ込み、その建物内で動き回る者たちの「音」をくまなく拾い上げていく。別館内で、女性が歩き回る足音はない。

「外か？　屋敷内にはいるはず……」

　エゴラスは地面に注ぎ込む己の魔力の範囲を広げていった。

　すると、茂みを踏みしめる足音がエゴラスの耳に届いた。

　エゴラスは意識をその足音に集中させる。

　大地から生えた草が上から押し倒される。そうして、地面から根を引き抜く際に細かな根毛がちぎれる音がした。そうして断続的に野草が地面から引き抜かれる音が響いた。この屋敷内にいる使用人で、一つひとつ丁寧に手作業で除草する者はいない。

「っ！　裏手か！」

　エゴラスが閉じていた目を開く。そうして背の翼を広げると、レイニーの部屋の窓を開け放って空へと飛び出した。正面に広がる大庭園を背に、屋根を飛び越える。

　手入れがおろそかになった裏庭を見下ろす。

　鮮やかな赤い髪がエゴラスの視界に飛び込んできた。伸び放題の草むらに座り込み、野草を地面から引っこ抜いているレイニーの後ろ姿があった。

「貴様ぁっ！」

　エゴラスはレイニーの前に着地すると、その背の翼を威嚇するように大きく広げた。風圧で辺りの草花が花弁を散らし、木々の枝葉が激しく揺れる。

　全身を土まみれにしたレイニーが我に返ったようにエゴラスを仰いだ。

「あ……」

　エゴラスの顔を見るなり、レイニーの表情がぱっと輝いた。

「エゴラスさん、見てください！　ここ、ものすごく貴重な薬草がたくさん生えているんです！」

　レイニーは引っこ抜いた薬草をずいっとエゴラスの鼻先に突きつけてくる。

　説教をしようとしていたエゴラスは気勢を削がれ、思わずたじろいだ。

「はぁっ!?　そんな雑草ごとき――」

「雑草だなんて失礼ですよ！　これなんか傷薬に必要なもので、私の故郷じゃ稀少なんですから！　それにこっちは――」

　それはもう嬉しそうに、レイニーは自分が摘み採った薬草について講釈を垂れている。

　エゴラスはもう怒りを通り越して呆れるばかりだった。

「貴様は……たかだかそんな野草のために、ヒツジに薬を盛って部屋を抜け出したのか？」

　エゴラスが軽い眩暈を覚えて目元を指先で押さえる。

「ち、違いますよ！　私はエゴラスさんに抗議するために部屋を抜け出したんです！」

「ならば何故、他人の家の庭の草を引っこ抜いているのだ？」

　エゴラスの指摘に、レイニーがハッと我に返った。慌てて野草をサッと背中へ隠す。

「あげませんよ！」

「いるか！　そんなもの！　というより、他に言うことがあるだろう！」

　レイニーの的外れな発言に、エゴラスは苛立たしげに叫んだ。

「またしても貴様は部屋を抜け出して、怪しげな香水まで……少しはじっとしていられないのか？」

「そ、そもそも部屋でじっとして過ごすなんて絶対に無理です！」

　レイニーも負けじと言い返す。

「何より魔力の少ない私にとって、薬は命綱なんです！」

　魔力が少ないから魔法もロクに使えない。怪我はもちろん、病気になったら当然薬が必要になる。加えて、魔界の獣たちに対する自衛手段としても必要だとレイニーはエゴラスに熱弁する。

「だったらなおのこと、部屋の中に閉じこもっていればいい。わざわざ危険を冒してまで自ら外の世界へ出ていこうとしなければ、無用な傷を作らなくて済む」

　エゴラスが腕を組み、先程よりは落ち着いた声音でレイニーを諭した。

「屋敷内が安全だって、どうして言い切れるんですか？」

「っ!?」

　レイニーの真っ直ぐな視線が、息を呑んだエゴラスを見据える。レイニーの態度には、幾度も命のやり取りをした者特有の落ち着きがあった。

「どれだけ隠れ住んでも、生活をし続ける限り……必ず何らかの形で外部との繋がりは生まれます。もしも、自分の身を害そうとする連中がいたら……部屋に閉じこもるばかりで何もせずにいた私は、その連中に抗う術がありますか？」

「ここはべラス大公家の屋敷だ。我らに仇なす存在は踏み込むことなど……」

「悪意というものは夜霧のように静かに、そして僅かな隙間からもひっそりと迫りくるものなんです。そりゃあ、エゴラスさんはご身分が高いですからそれでいいかもしれません。けれど、私のような弱者は、吹けば散る命なんですよ」

　顔を顰めたレイニーの切実な言葉は、エゴラスの胸を大きく切り裂いた。

　今、目の前の彼女が浮かべる表情を、エゴラスはよく知っている。

　二百年以上も前の、己の中に封じ込めていた過去が鎌首をもたげてきた。

「ならば、どうすればいいのだ？」

　それまでの勢いはどこへいってしまったのか。

　エゴラスは自分でも驚くほどか細い声で、レイニーに問いかけていた。

「命を守るために、尊厳を守るために砦を築き、そこに籠る以外方法はないのではないか？　他者と関わるからこそ、悪意あるモノが我が領域内を侵すのだ。ならば壁を築き、誰も立ち入らせぬことが『絶対的な守護』を実現できる確実な方法だ」

「そんなもの、いずれ内側から腐って瓦解するのがオチですよ」

　レイニーがぴしゃりと言い放つ。

　こちらの顔色を窺うことのない真っ直ぐな否定は、いっそ清々しい心地にさせる。

「薬草を育ててみればわかります。適度な水と肥料、そして必要な分だけの陽光がなければ、薬草はその芽を伸ばすことなく枯れてしまいます。囲いで覆うことが必ずしも正しいとはかぎりません」

「っ……だが、獣や虫に食われることはなくなる！」

　エゴラスは必死な表情で、レイニーの言葉を否定する。

　自分でも、何故ここまで小娘のたわごとに心が乱れるのかわからなかった。

　普段であれば「やかましい」の一言で一蹴し、聞く耳持たなかったことだろう。しかし、レイニーの言葉は、自分の心の奥で燻っていたものを無遠慮にかき乱していった。






「自ら再生し、立ち上がる力を奪うことは『守る』ことにはなりません」






　レイニーの言葉に、エゴラスは今度こそ沈黙した。何も言い返せなかった。

「そりゃ、エゴラスさんにはすごく感謝しているんですよ……」

　レイニーは黙り込んだエゴラスを前にどこか気まずそうに笑った。

　土だらけの指先をいじりながら、彼女は言葉を続ける。

「突然屋敷に転がり込んできた私を殺したいほど憎いはずなのに、こうして生活の面倒をちゃんと見てくれています。エゴラスさんが保護してくれているから、私は今日もこうして生きていられます」

「……それなら、何故そうまでして外へ出ようとする」

「私は別に、エゴラスさんに一から十までお世話してほしいわけではありません。せめて、私がこの魔界で生きていけるよう力をつけるまで、保護してもらえればいいと思っています」

　魔法はいずれ解ける。

　言外に、レイニーはエゴラスにそう告げているようだった。そして、レイニーはその未来をこの上なく恐れている。

　そうだ。絶対にこの忌々しい魔法を解いてやる。

　同調魔法からの解放は、エゴラスが心から願っていることである。それは同時に、レイニーとの煩わしい関係の終わりを意味していた。

　せいせいする……はずだ。

　エゴラスは無意識に己の胸を手で押さえた。

　そのはずなのに、何故私は今、胸が痛んだ？

　エゴラスは自分の気持ちにひどく戸惑った。そのせいで、レイニーの呼びかけに反応するのが僅かに遅れた。

「だ、だからちゃんと自分のことは自分でするんで！　なるべ～く、迷惑はかけないようがんばりますから！　自由に出歩けるようにしてください！　せめてこの裏庭には通えるようにしてください！　こんなに素晴らしい薬草が生えている場所、本当にもう天国です！　色々試してみたいじゃないですか！　薬は部屋でどうにか作るので！」

「……それが、貴様の望みか？」

　エゴラスの低い声が、重苦しい沈黙を破った。

「貴様のその望みを叶えてやれば、貴様は大人しくなるのだな？」

「そ……そのつもりです？」

「何故疑問形なのだ？」

　じろりと睨みつけてくるエゴラスから、レイニーはサッと目をそらした。

　土まみれの顔で目を泳がせるレイニーに、エゴラスは大きなため息をついた。

「薬を作るならちょうどいい」

　エゴラスは腫れあがって赤くなった左手首をレイニーへ突き出す。エゴラスの腫れた手首を見たレイニーは「あ……え？」と呟くと、自分の左手首を見下ろす。試しに香水を吹き付けた場所だが、レイニーの腕はとくに腫れた様子はない。魔女としての体質か、あるいはエゴラスたち悪魔にだからこそ反応するのか。ともかく何故エゴラスがレイニーの動きにいち早く気づいたのか理解できた。

「貴様が香水に含ませた薬のせいでヒツジが倒れたのだ。すぐに解毒薬を処方してやれ」

「は、はい！　すぐに解毒薬、作りますね！　もちろん、エゴラスさんの分も！」

「いや、私のものは不要だ」

　エゴラスは左手首を袖の下へと戻す。

「赤く腫れてはいるが、先程よりは痒みもない。放っておいても問題ないだろう」

「でも、無意識に掻いてしまったりしたら……」

「貴様の腕はなんともなかった。これには体質の違いも出てくるのだろう。何より今回はこれのおかげで貴様の行動に気づけた。悪いことばかりではない」

　今度からは自分の身体で効果を確かめる時は注意しよう。

　エゴラスの指摘に、レイニーは心の中で固く決意する。

　レイニーは頷いて裏庭に生えていた薬草をいくつか摘んでいく。解毒剤に必要な薬草を摘み終えると、レイニーの手がエゴラスの右手を掴んだ。

「ひとまず、必要な薬草は採れたので私の部屋まで一緒に来てください」

「あ、ああ……」

　土まみれのざらざらとした感触に、エゴラスは眉間にしわを寄せた。普段のエゴラスならば不快に感じていただろうに、何故かレイニーの手を振りほどくことができなかった。

　当主の座を受け継いでからこの方、誰かと手をつなぐことがあっただろうか。

　レイニーの部屋に戻った後、エゴラスは解毒薬ができるまでソファに座って彼女の作業を静かに見守っていた。
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　翌日、レイニーはヒツジに連れられ、別館の裏手へと回った。

「あちらにございます」

「わぁっ！　すごい！　まさかこれ、作業小屋!?」

　連れて来られた場所は別館と裏庭のちょうど中間地点で、そこに簡素な小屋が建てられていた。

「レイニー様にとって身を守る手段である薬の調剤に、客室は不向きだろうと……そこで、今後はこちらの作業小屋で調剤できるよう道具や器材も徐々に増やしていくと旦那様がおっしゃっておられました」

　レイニーが薬剤を調合する際に他悪魔を巻き込まないための処置でもあるだろう。

　どちらにしろ、レイニーとしては薬が作れる場所を確保できただけで大きな収穫である。

　小屋の中を覗き見れば、簡素とはいえ以前レイニーが住んでいた森の小屋などよりずっと過ごしやすい空間である。もしも作業の区切りが悪ければこの小屋で寝泊まりもできそうだ。

「旦那様がここまでお心をくだいた方はレイニー様が初めてです。くれぐれも、大事に使ってくださいね」

「ええ、そうするわ。ところで……ヒツジ、その恰好、苦しくない？」

　レイニーは作業小屋まで案内してくれたヒツジを振り返る。

　ヒツジは素肌をさらさないよう、全身を分厚い革製の防護服に包んでいた。頭にかぶっているのは視界を確保するための小さな窓の開いたヘルメットである。

「私めの装いに関してはお気遣いなく」

　表情まではわからないが、口調が素っ気ない。

「そんなに警戒しなくても。もう屋敷内なら自由に出歩いていいって許可もらったから、痺れ薬入りの香水を吹っ掛けることなんてないから」

　レイニーはポケットから薬瓶を取り出すと、それをヒツジに差し出す。重装備にもかかわらず、ヒツジの姿が遥か後方へ退いた。

「何ですか!?」

「え、痒み止め。まだ全身が痒かったりするんでしょ？」

　レイニーはヒツジに向けて頭を下げた。

「その……今回ばかりは私もやり過ぎたかなって反省しているの。私、自分の身がどうなるかすごく不安だったし、自由に外へ出られないことで『このまま閉じ込められちゃうんじゃないか』って怖くて仕方なかったから……」

　レイニーは手のひらに載せた痒み止めを見つめる。

　紛れもない、レイニーの今の心情である。

　元の世界では、自分が寝起きする小屋ですら、裏木戸を少し開けて就寝していた。いつ何時、自分の身に断罪の刃が降りかかるかわからない状況だったためだ。

　レイニーにとって逃げ道のない場所とは、それだけで不安で落ち着かない心地になる。

「でも、いくら怖かったからって、ヒツジにまで嫌な思いさせちゃったことは悪いと思ったの。ヒツジはこの屋敷に来てからずっと、私をちゃんとお世話してくれたもの」

「……」

「薬の成分が気になるなら調べてもらって大丈夫。ただ、これは私からヒツジへのお詫びの気持ちであることはわかってほしい」

　レイニーは反応のないヒツジにそう告げると、そのまま地面に薬瓶を置こうとした。本当は手渡ししたいが、昨日の今日ではレイニーへの警戒心は解けないだろう。

　レイニーが薬瓶を置こうとすると、それを下から掬い上げる蹄があった。

　顔を上げると、ヘルメットを脱いだヒツジの顔がある。

「ヒツジ……」

「旦那様から伺っております。レイニー様が部屋を抜け出した後、別館の裏庭にて必要な薬草を採取して私めへの薬を作ろうとなさっていた……と」

「あ……いや、見たことのない薬草や野草にちょっと我を忘れちゃっただけです」

　本当はエゴラスの部屋へ怒鳴り込みに行こうとしていたのだが、回廊を渡る直前に窓から裏庭を見つけてしまったのがいけなかった。

「まぁ、それもあるでしょうね」

　気まずそうに目をそらしたレイニーに、ヒツジも小さく笑いながらさらっと流した。

「しかし、その中で真っ先に作ったのが私めの薬。先程のレイニー様のお言葉は信じてもよいかと思いました」

　微笑むレイニーから薬瓶を受け取ったヒツジは、その場でもぞもぞと防護服を脱ぎ出す。

　普段の燕尾服姿に戻ると、ヒツジは一息ついた様子で薬瓶を抱え直す。

「やはり防護服は窮屈ですね」

「そりゃそうでしょう」

　額の汗をハンカチで拭うヒツジに、レイニーも笑みをこぼした。

「ありがとう、ヒツジ」

「礼には及びません。このヒツジ、旦那様から今後ともレイニー様のお世話を仰せつかっております。誠心誠意、レイニー様にお仕えいたします」

　そして……、とヒツジの両目がギラリと光った。レイニーの背筋に悪寒が駆け抜ける。

「レイニー様が暴走する際は、全力でお止めいたします！　べラス大公家のお世話係として、旦那様からのご期待に添うためにも、不肖ながらヒツジ……身命を賭して務めさせていただきます！」

「えっ!?　いやいや、私そんな危険なことしてないから！」

「ヒツジは学びましてございます。レイニー様は興味関心が向くと周りが見えなくなり、突っ走る方でございます。そんなレイニー様を止められるのは、日々のお世話を担う私めしかおりません！　旦那様からも『くれぐれもよろしく頼む』と仰せつかった以上、このヒツジ、レイニー様のお傍を決して離れません！」

「ちょっと！　それじゃあ窮屈なのは変わらないじゃない！」

　意気込むヒツジを前に、レイニーは頭を抱えて蹲った。

　屋敷を抜け出すための準備に、ヒツジの監視の目を掻い潜らなければならないとなると、下手なことはできない。

　それを織り込み済みで、エゴラスはレイニーが屋敷内を出歩くことを許したのだろうか。

「あの堅物悪魔め。今に見てなさい！」

　レイニーは意気込むヒツジに背を向け、エゴラスのいる本館を睨みつけた。

「ささ、本日はどのような作業をなさいますか？　お手伝いさせていただきます」

「い、いいから！　私一人でやるから！　もうついてこないでよ！」

　いつの間に着替えたのだろう。

　野良着姿のヒツジを前に、レイニーは思わずその場から逃げ出した。

「おや？　必要な薬草を採りに行かれますか？　ヒツジもお供いたします！」

「いや、違うから！」

　その場から逃げ出すレイニーの後をヒツジが追いかけてくる。

「だからいつも一緒にいなくていいから！」

　レイニーの叫びが屋敷中にこだました。

「……一体、何をやっているんだ？　あいつらは……」

　資料を求めて書庫へ向かっていたエゴラスが、はたっと窓の前で足を止める。

　屋敷の広い庭園で追いかけっこを繰り広げているレイニーとヒツジを見て、思わず呆れた。

「ふんっ、たかだか自由に屋敷内を出歩けるというだけでとんだはしゃぎようだな」

　窓から二人の様子を見下ろしているエゴラスの口元が、自然と緩む。

　人知れず笑うエゴラスは、レイニーの体力が尽きて地面に座り込むまで、ヒツジとの追いかけっこを飽きることなく眺めていたのだった。

















二、実地調査も欠かせないわ












「うん、いい感じ」

　レイニーは試験管に沈めた薬草の葉をピンセットで取り出す。

　抽出した緑色の液体を、他のガラス瓶へと注ぎ入れた。

　レイニーがエゴラスの屋敷へ転がり込んでから、およそ一週間が経った。

　あれから温室や裏庭に生えた野草を手に、レイニーは与えられた作業小屋で薬の調剤に勤しんでいた。

「カルデリーア（賢者の悔い）はあと一晩寝かせて……どれくらい薬効が変わるか観察しないと。カクディエッタは造血効果を高める効能があるのね。これは外傷を負った後の丸薬にいいかも……もう！　もっと早くこの植物たちに出会っていればいい商売できたのに！」

　レイニーはノートに魔界の植物の効能を書き込みながら、悔しげに歯を食いしばった。

　この頃の人間世界では瀉血が盛んに行われており、その術後、急激に体調が悪化して最悪の場合死に至ることもあった。そのため、造血剤は貴族の間でひどく重宝されていた。

「アドラテラは基本的には麻酔と同じ効果があるのね。皮膚に触れるだけでも十分効果があるから手軽よね」

　それこそ、襲ってきた悪魔に吹き付ければ足止めくらいはできるだろう。

　その効果は先日、ヒツジですでに立証済みである。

「温室や裏庭にある植物は全部薬になるものみたいだし、徹底的に研究して護身につなげるわよ！」

　レイニーは目を輝かせ、今朝裏庭から採取した名前もない野草をノートに記録していく。

「できることなら、そろそろ他の薬材も試したいな……」

　ノートに記録を書き進めながら、レイニーはふともらす。

　薬の調合には何も薬草だけを煎じるわけではない。動物の爪や牙、内臓など「薬」になり得るものは自然界に数多く存在する。それらをどういった症状、用途に使うかによって調合する内訳が変わってくる。

「特に切り傷を負った時の血止め薬と解毒薬はほしいのよね。でも、この魔界だとどんな生物から採れるのかしら？」

　レイニーはガラス瓶の中から新しく調合した薬を一滴、己の手首に落としながら首をひねった。手首にぴりっとした痛みが走った後は、すぐにその痛みも退く。

「屋敷の中だけだと、これが限界か」

　レイニーは出来上がった薬瓶に封をすると背後の薬棚へ置いた。かれこれ一週間、ずっと小屋に籠って薬作りに励んでいたせいか、すかすかだった薬棚はもう半分以上薬瓶で埋まっている。

　そろそろ、この屋敷内にある野草や香草の類では作れる薬に限界が出てきた。

「……やっぱり、一度屋敷の外へ出てみる必要があるわね」

　いずれはこの屋敷を出ていくつもりなのだ。

　外の世界を知ることはこの魔界での自立において必要不可欠だった。

「まぁ、まず全力で阻止してくるだろうな」

　レイニーの脳裏に浮かんだのは、言うまでもなくこの屋敷の主――エゴラスの顔である。

「貴様の一日の行動を細かく把握する。異論は認めん」

　作業小屋を獲得して浮かれていたレイニーに、エゴラスはこの屋敷で過ごす上での追加条件を突きつけてきた。

　一つ、毎食、食堂でエゴラスと食事を共にすること。

　一つ、作業に支障がない範囲で常にヒツジを傍に置くこと。

　一つ、与えた首飾りを常に肌身離さず身に着けること。

　レイニーは青い宝石の埋め込まれた首飾りを指でつまんで掲げる。

　三日ほど前、完成した薬の効果を試そうとしたところ、封を切った薬瓶が破裂する事故があった。怪我がなかったのでレイニーとしては「あーあ、また失敗か」で済ましていたが、その事故をきっかけにエゴラスの過保護に拍車がかかってしまった。

「結界魔法を込めた魔力石だ。屋敷一つ吹っ飛ばすほどの衝撃でも一度だけなら耐えられる」

　その日の夕食時、エゴラスはレイニーにこの防御系魔法のかかった首飾りを渡してきたのである。

「貴様は身の危険に関して鈍感すぎる。もう少し慎重に行動しろ」

　その後は小言が続いたので聞き流してしまったが、母親以外でここまでレイニーの身を案じてくれた他者は初めてだった。

「こういうことには慣れてないから、ちょっと気後れしちゃうけど……」

　レイニーは首飾りを見つめながら小さく笑った。

「まぁ、身を守る術が増えるのはいいことよね！」

　いっそ、今後も無茶をして首飾り以外の魔法道具を貢がせようか。

　そんな狡い考えが脳裏を過ったが、それはさすがに良心が痛んだ。

「たまたま巻き込まれて、殺されかけたとはいえ面倒を見てくれている相手にそこまで要求するのはさすがに罰当たりよね」

　レイニーが目指すのは魔界において自力で生きていくことだ。手段は多いに越したことはないが、ある程度は自分の力で対処できなくてはいざという時に生き延びることができない。

　それは「魔女」として生まれ、人間世界を生き抜いてきた経験から学んだことだった。

「レイニー様、ヒツジでございます」

「あ、どうぞ～」

　レイニーが返事をすると、ヒツジが丁寧な所作で扉を開けて小屋へと入ってくる。

「本日の作業進捗はいかがでございますか？」

「ふふ、順調よ。また用意してもらいたい材料があるんだけれど……」

「はい、どのような材料がご入り用ですか？」

「ガトリアークっていう植物って手に入る？」

　レイニーは作業小屋の本棚に収められた魔界の植物図鑑を手に取る。

　該当のページを開くとヒツジに見せた。

「ガトリアーク」とは悪魔すらも捕食する肉食植物である。捕食した獲物を消化する巨大な房に、その巨大な房を覆い隠すほどの桃色の花を咲かせる。花から発せられるかぐわしい香りで獲物を誘い込む性質があった。加えて無数の蔦を周囲に張り巡らせて、広いときは数十キロの範囲で獲物が通りかかったところを捕獲するらしい。

「永久の沈黙」と呼ばれるだけあって、なかなかえげつない肉食植物である。

「ああ、種がほしいのですね」

　ヒツジはページの下部に記された備考欄を見つめている。

　ガトリアークは一般的に傷薬の材料として種を使うことが記されていた。

「それでしたら、ちょうど今の時期が収穫期に当たります。市場にも出回ることでしょうし、旦那様が軍を動員してガトリアークの駆除に当たっています。種くらいでしたら持ち帰ることも可能でしょう」

「あ、あのさ……できれば丸ごと、新鮮な状態で持ち帰ってくることってできない？」

　レイニーが目を丸くしたヒツジに向けて両手を合わせて頭を下げる。

「お願い！　本に書かれていないような効能があるかもしれないの！　それを調べてみたいの！」

「む、むむむ無理ですよ！」

　レイニーの懇願に、ヒツジは首が取れるのではないかと心配になるほど横にぶんぶん回している。

「子種を抱えたガトリアークは非常に凶暴で、自分たちに近づいてきた存在を悉く襲い、捕食するんです！　しかも、ガトリアークは自分の身体の部位が僅かにでも残れば特有の香りを放ち、仲間たちを呼び寄せるんですよ!?　奴らは仲間意識が強いせいもあり、自分たちを襲った悪魔に復讐することだってあるんです！　ですから、この時期のべラスではガトリアークによってもたらされる被害は甚大で、旦那様も領内に軍を派遣して警戒に当たっているんです！」

「わぁー、植物の癖になんて逞しいのかしら。ますます欲しくなるじゃない」

「他人事のように感心しないでください！」

　ヒツジが必死になるのもわかる。

　ガトリアークの凶暴性はこの魔界でも上位に位置付けられている。だからこそ、稀少な薬剤、珍味として重宝されているのだろう。

　レイニーは宙を仰いだ。

「ちなみに、ガトリアークはなんでそこまで凶暴で、知恵も回るのかしら？　もしかして喋ったりできるの？」

「……過去に、人語を介するまでに成長したガトリアークが一つの大陸を滅ぼしたとまで言われたことがございます」

「え、悪魔を全部滅ぼしちゃったの!?　その大陸、今はどうなってるの？」

「幸い、ガトリアークにも『天敵』と呼ばれる一族がおります。その一族がガトリアークの蔓延る大陸を一掃し、その功績を魔王様から認められ、現在はその子孫が大陸を治めておられますよ」

　ヒツジは両前足を振ると、その全身を震わせた。

「と、とにかく！　ガトリアークについては種のみをご用意させていただきます！　そのほかに必要な材料はございませんか!?」

　これ以上この話題を続けるとまずいと思ったのか、ヒツジが早口で話題を変えた。

　ひとまずは種だけで我慢するか。

　レイニーは悩んだ末、卓上に置いておいた材料メモをヒツジに差し出す。

「じゃあひとまず、カクディエッタとルカポネフェス（悲しみの貴婦人）お願い。その二種類を使った軟膏を作ろうと思っているの」

「かしこまりました」

　レイニーからメモを受け取ると、ヒツジは心なしかホッとした様子だった。

「では、私めは小屋の外で材料を採ってまいります。ご用の際はお呼びください」

「わかったわ」

　ヒツジが作業小屋を飛び出していく。

　その小さな背を見送ると、レイニーは卓上に広げた植物図鑑を見下ろした。

「書庫にあった本で、魔界の植物が凶暴化するのは魔界に満ちる『魔気』の影響が強いって書いてあったわね……」

　魔界では人間世界と異なり、「魔気」と呼ばれるものが大気中に含まれている。その魔気を体内に取り込み、己の生命力と練り合わせることで「魔力」を生み出し、人間世界では成し得ない摩訶不思議な術を発現させる。それを「魔法」と呼んだ。

「魔界の水、土、空気には人間世界以上に高濃度の魔気が充満している。これらが魔界の動植物の攻撃性を高めているのは確かだろうけど……本当にそれだけかしら？」

　植物は子孫を残すために厳しい環境でも耐え抜く工夫をする。それは時に外敵から身を守るための進化を促すことだってあった。

　レイニーはガトリアークの生態が記されたページを食い入るように見つめる。ヒツジは必死に止めていたが、レイニーとしては未知の素材の存在を知ればどうしたって収穫し、薬として調合してみたい。特にガトリアークは魔気を自身の中にため込みやすい性質を持つ。そうとなれば、魔力増強剤などを作ることもできるのではないかとレイニーは考えたのだ。

「私の中の魔力量が増えれば、魔界で自由自在に魔法を使うこともできるようになるかもしれない」

　そうすれば同調魔法が解けた時、エゴラスから殺されそうになっても、どうにか不意を突くことは可能だろう。

　何より、大昔の魔女は羊皮紙に魔力をため込まなくとも、自分の意思だけで魔法が使えたという。レイニーもそれが可能なのであればぜひとも習得したいところだ。

「そのためにも、まずは……」

　レイニーは植物図鑑にしおりを挟んで閉じる。そうして積み重ねられた書物の山から引っ張り出したのは『はじめての魔法実践集』と書かれた子ども向けの冊子だった。

「初めて会った時にも感じたが、貴様は『魔法』の基礎すらなってない。まずはこれを読んで、自分の身を守ることを学べ」

　レイニーが作業小屋を与えられて数日経った頃、ふらりと小屋に立ち寄ったエゴラスから受け取ったものだ。レイニーにとってはこの上なくありがたい施しである。

　素直にお礼を言ったレイニーだったが、エゴラスはやはりエゴラスだった。

「まぁ、どうせ読んでも貴様の魔力量ではロクに魔法も使えないだろうから、せめて魔法の性質だけでも理解しておくんだな」

　そう言って鼻で笑ったあの顔をどれほど憎らしく感じたことか。

「見てなさいよ、あの堅物大公！　魔法を一つでも使えるようになって、ぎゃふんっと言わせてやるんだから！」

　レイニーは固めた拳を震わせ、エゴラスが仕事をしているであろう本館を睨んだ。
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　レイニーは自室にあてがわれた部屋で、机に向き合っていた。机上には花瓶に活けられたカクディエッタがその美しい赤い花弁を広げて芳しい香りを漂わせている。

　左手で『はじめての魔法実践集』を広げ、右手をカクディエッタに翳す。

「えーと……『大気中の魔気を自分の中に取り込んで、生命力と練り合わせる』？」

　羊皮紙に魔力を込めるときの要領でいいのかな？

　レイニーは本とカクディエッタを交互に見つめながら、自分の中にある魔力に意識を向けた。まず己の身に周囲の魔気をため込む。そうしてため込んだ魔気を手のひらに集めた。

「あ……少し温まってきた？」

　ちりちりと皮膚が引きつるような痛みを感じ、レイニーはより気合いを入れる。

　そうして手のひらに集めた魔力を目の前のカクディエッタへ注いで――

「おや、レイニー様。まだ起きていらっしゃいましたか」

　ノックをした後、ガチャリと部屋の扉を開けてヒツジが入ってきた。両手には洗い立てのレイニーの衣服が綺麗に畳んで重ねられている。

「あ、ヒツジか。びっくりした……」

　レイニーは冊子を取り落としそうになった。

　バクバクと脈打つ心臓を薄い冊子ごと抱き込むようにして、ヒツジを振り返る。

「おやおや、カクディエッタが枯れてしまっておりますね。つい先程活けたばかりなのですが……」

「え？」

　ヒツジに指摘されて目を向ける。花瓶に活けられた花は茶褐色に変色し、瑞々しさの失われた茎や葉が机上に散らばっていた。

「なんで？」

　レイニーは左手に持った冊子を確認する。レイニーが行おうとしたのは、花の色を変える魔法であって、花を枯らす魔法ではない。

「ああ、なるほど。レイニー様、色変えの魔法は失敗のようです」

　レイニーが手にする冊子を見るなり、ヒツジが納得したように頷いた。

「失敗!?　もしかして、魔力が練り込めていなかった!?」

「いえいえ、手順は間違っておりません。ただ、レイニー様の魔力が少なすぎたため、周囲の魔気を吸収してしまっただけのことです。足りないものを補うには、やはり周囲の魔気を取り込んだ方が早いですから」

「……私、初歩以下じゃない」

　ここに来てようやくエゴラスの言わんとしていることを理解したレイニーであった。

「初歩の初歩向けの本はないの？　魔力が少ない人向けの入門書みたいな」

　レイニーは諦めきれず、ヒツジに尋ねた。

「そうですねぇ……例えば、花の色変え魔法のように対象物の魔気に干渉する魔法は、レイニー様にはまだ早いのだと思います。ならば、レイニー様が魔気を取り込んでも問題ないもの。例えば形状が変化せず、被術物の状況のみが変わる魔法を試した方がいいのかもしれません」

「つまり、簡単に言うと？」

「生活魔法と呼ばれる類……例えば重力を軽減する魔法などは魔気が満ちる大地に干渉する魔法ですので、レイニー様でも扱える可能性があると思われます」

　それだ。

　ヒツジの助言に、レイニーはすぐさま食いついた。

「ヒツジ、明日は午前中に裏庭の手入れと小屋で簡単な作業を終えたら書庫に籠るわよ！」

「承知いたしました。では、こちらでも幾冊か関連書籍を見繕っておきましょう」

　翌日、ヒツジは言を違えることなく、数冊の書物を書庫の閲覧台に積み上げてレイニーを出迎えた。

「……少なくない？」

「レイニー様の魔力の少なさでも扱える可能性のある魔法となると、色々と条件が厳しいのです。これでも条件をだいぶ広げて集めたんですよ？」

　不服を述べるレイニーに、ヒツジは平然と返した。

「まぁ、文句を言っても仕方ないわね。片端から見てみるわ」

　レイニーは閲覧台の前にある椅子に腰を下ろすと、手近な本から開いていく。

　ヒツジは本棚の整理をしながら、レイニーの傍で待機していた。

「ずっと私について回るのはさすがに疲れるでしょ？　本を読んでいる時くらい、楽にしてくれていいわよ？」

「お気遣い、痛み入ります」

　レイニーが声をかけると、ヒツジはふるふると頭を横に振った。

「ですが、どうぞ私のことはお気になさらず。レイニー様は何を仕出かすかわかりませんので、私めが即座にお止めできるようにせねばなりません」

「しれっと私を皮肉るの、やめてもらっていい？」

　使命感に満ちた顔で言い切るヒツジに、レイニーはムッと顔を顰めた。

　エゴラスの神経質な心配とは少し違うが、ヒツジもまたレイニーの行動に関してまったく信用していないのだろう。

　しかし、ここまでぴったりくっついていられると、屋敷から逃げるための準備をするのに不都合なことこの上ない。

「子どもじゃあるまいし。今日だって本を読んでいるだけなんだから、そこまで心配しなくても大丈夫よ」

「レイニー様の場合は、常に我々の斜め上の発想で動かれますので」

　レイニーが冗談めかして笑うと、ヒツジは大真面目に正論で殴ってきた。

「はぁ……これじゃあ、いつまで経っても屋敷を抜け出すことができないじゃない」

　レイニーは書物に顔を埋め、もごもごと呟いた。

　幸い、ヒツジにはレイニーの呟きが聞こえなかったようだ。

「お疲れになりましたか？　もしよろしければお茶のご用意をいたします」

「……大丈夫」

　レイニーは盛大なため息とともに読んでいた本を閉じ、次の本へと手を伸ばした。最初の書物を脇に置き、新しい書物のページを繰る。

　魔法というのは、ひどく分類が困難とされている。

　たとえば、エゴラスが常に身にまとっているという「守護魔法」、あれは身を守るという点だけに注目するのであれば「防御系魔法」に分類される。しかし、エゴラスの場合は外敵からの攻撃を跳ね返す効果があるため「攻撃系魔法」に分類されているらしい。

　これは生活魔法を覚えたいとレイニーがヒツジに相談した際に教えてくれたことだった。

「一口に『生活魔法』と呼ばれるものにも、攻撃に転用が可能なものもございます。例えば物を浮かせる魔法を習得なさりたいのであれば、生活魔法の書物だけでなく攻撃系魔法での効果も確認しておくことをおすすめいたします」

　生活魔法か攻撃系魔法かで書物の方も記されている内容が異なっていることが多い。双方の内容を確認して初めて、その魔法そのものの特性が理解できるのだとヒツジは言葉を締めた。

　そのため、レイニーに扱える魔法そのものについての書籍は少ないものの、関連する書籍まで手を伸ばすとそこそこの量になる。

　魔力が少なくてよかったと思うべきか、悲しむべきか。

「ん……？　これって……」

　レイニーはページを繰っていた手を止めた。

「穴掘りの魔法……」

　レイニーが目を留めたページには、子どもの悪魔が地面に穴をあけて花を植える微笑ましい様子が描かれた挿絵が載っていた。体内で練り込める魔力量によって穴の深さや大きさが左右されるという、ごくごく一般的な生活魔法らしい。

　レイニーが食い入るようにページを読み進める。

　これなら私にもできそう。

　薬草の植え替えにも便利な上、万が一屋敷を抜け出す際に、抜け穴などがなかった場合は自分でこっそり掘り進めることができる。練習を重ねれば、落とし穴も生み出せるのではないか？

　生活魔法とはいえ、なかなか有用そうな魔法だった。

　レイニーは軽く腕を組むと、脳裏にこの屋敷の見取り図を思い起こした。

　掘る場所は……やっぱり裏庭かな。

　レイニーが普段からよく通う場所だ。薬草を採取するために地面にもしゃがみ込む。ヒツジに不審がられることもない。

　ひとまず、この魔法から習得を目指そう。

　物は試しだ。明日からさっそく実践しようと決意する。

　必要な魔法陣を頭に叩き込むと、レイニーは書物を閉じた。

「ご希望の魔法は見つかりましたか？」

　ヒツジがすかさず声をかけてくる。レイニーは苦笑した。

「うーん……とりあえず、試してみたいなって思ったのは見つかったよ」

　レイニーは右腕を回す。凝った肩がばきばきと嫌な音を立てた。

　書庫の窓に目を向ければ、すでに地平線の端から真っ赤な月が登り始めていた。なんだかんだ、本を読み込むのに随分と長居してしまったようだ。

「……さすがに、少し疲れたわ。もう集中力が持たないから今日はここまでにするね」

「それがようございます」

「あ、この本は部屋に持っていってもいい？」

「問題ございません。では、さっそく湯浴みの準備をいたします」

　レイニーがヒツジを振り返ると、ヒツジは重力操作魔法で不要な書籍を元の棚へと戻した。いつ見ても圧巻な眺めである。

　二人は連れ立って書庫を出る。ヒツジが部屋で湯浴みの準備を進める間、レイニーは書庫から借りてきた生活魔法の入門書をひたすら読み込んでいったのだった。
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　翌日の早朝。レイニーは愛用する作業着である灰色のシャツに茶色の長ズボン、革製のブーツという動きやすい服装に身を包んでいた。

　やる気に満ち溢れた顔で裏庭を見回す。

「よし、今日はこの辺の花壇へ香草の植え替えをするわよ！」

　ガッツポーズとともに気合い十分なレイニーの後ろで、渋い顔をしているのはヒツジである。

「そういった作業は私めにお任せいただければよいものを……」

「私がやりたいって言い出したんだもの。当然じゃない」

　それに……、とレイニーは胸を張る。

「私も生活魔法を使えるか試してみたいし！」

「本音はそれですよね？」

　まだまだ小言が飛び出るかと思いきや、ヒツジは諦めた様子で首を横に振った。

「はぁ……もうお好きになさってください」

　面倒事さえ引き起こさなければ好きにさせておこう。

　レイニーの世話をしてきて、ヒツジがレイニーの扱いに対して至った境地だった。

「じゃあ、始めましょう。えっとまずは土を盛って……」

　レイニーは手製のシャベルを使って土をひっくり返す。

　魔法が一般的な魔界では、人間世界で馴染みのある農業器具などは存在しない。井戸の水を汲み上げるのだって、管のようなものに埋め込まれた宝石に触れて魔力を注ぐだけだ。便利な反面、魔力の少ないレイニーにとっては水を汲み上げるだけで疲れてしまう。

　魔力は筋肉のようなもの。使い続ければその分周囲の魔気を多く取り込むことができるようになる。レイニーが昨日書庫から借りた生活魔法の入門書にはそう記されていた。

「レイニー様、土はこのような形でよろしいでしょうか？」

　レイニーがぼんやりしている間に、ヒツジは魔法で土を浮かせ、整然とした苗床を作り上げていた。

「さすがヒツジ、仕事が早いわね」

「……他にやることはございませんか？」

　レイニーが素直に褒めると、ヒツジはどこかそわそわした様子で体を揺する。褒められることに慣れていないのか、照れ臭そうにしているヒツジはちょっと可愛い。

「苗床に穴を掘るから、この鉢植えを持っていてくれる？」

「かしこまりました。レイニー様、集中力が肝要ですよ」

「うん、がんばる」

　レイニーは鉢植えをヒツジに持たせ、苗床の中心に指先を添えた。

　まずは魔法を発動させる前段階、羊皮紙に魔力を込める要領で周囲の魔気を取り込んで……そこから術式を発動させるために魔力とともに記号を――。

　レイニーは頭の中で何度も魔法を発動させる工程を呟く。

　幸い、魔界は人間世界と違って魔法を発動するために必要な魔気を外気から自由に取り込むことができる。たとえ魔法の発動に失敗しても、すぐにやり直しが利くのは嬉しい限りだった。

　人間世界じゃ、一度失敗したら再チャレンジが三年後だものね。

　レイニーは思わず涙ぐむ。先祖代々の魔女が人間世界でも魔法を使うためにどれだけ苦心してきたことか。人間世界はそれだけ魔気が乏しいのだ。

　レイニーは意識を指先に向ける。徐々にピリピリとした痛みが走った。熱を帯びる指先を意識し、レイニーはその力の反動を触れた苗床の土へと向けた。

　ボッと小さく爆ぜるような音がした後、苗床に人の拳二個分ほどの深さの穴が開く。

「できた！」

「お見事でございます」

　パッとヒツジを振り向いたレイニーが嬉しそうにはしゃぐ。

　そんなレイニーを、ヒツジが穏やかな表情で労った。

「魔力が少なくても、ちゃんと生活魔法が使えたわ！　すごい！　羊皮紙なしで、自分の魔力だけで魔法が使えるっていいわね！」

　調子づいたレイニーはどんどん苗床に穴を開けていき、その穴へヒツジが香草の苗を植えていく。

「いやぁ、いい仕事した――」

　額の汗を拭いながら立ち上がると、レイニーの視界がぐにゃりと歪む。

「あれ？」

「レイニー様！」

　傾く身体を、逞しい腕が支えた。

　レイニーが視線を向ければ、眉間にしわを寄せたエゴラスの顔がすぐ近くにある。

「あ……エゴラスさん？」

「貴様は、自分の体調管理もまともにできんのか」

「え？　私、元気ですよ？」

　こう見えて風邪はあまり引かない質だ。

「そういう意味ではない。急に眩暈を起こすから何事かと来てみれば……魔力不足を引き起こしおって」

　どうやらエゴラスは、穴掘りに夢中になるレイニーの魔力不足をいち早く察知して執務室から出てきたようだ。一週間前と変わらず、神経質そうな細い眉の間に深い溝が刻まれている。あまり眠れていないのか、目の下にうっすらと隈ができていた。

「この魔力不足って自然と治りますか？」

「しっかり休めば問題ない。そんなことよりも、なぜ貴様は初歩の訓練をすっ飛ばして早々に実践を積もうとする。魔法が失敗すれば、その反動が術者へ返ってくることを知らないわけではあるまい？」

　エゴラスの紫暗色の双眸がレイニーを見据える。

「貴様の場合、まずは魔気と己の生命力を練り込み、魔力を適当な器に封じ込めることから始めるべきだ」

　つまり、羊皮紙などのような媒介物を使って魔法を使え、ということだろう。

　エゴラスの助言に、レイニーは頬を膨らませた。

「それじゃあ今までと何も変わらないじゃないですか。私は羊皮紙とか使わないで、自分の力だけで魔法を使ってみたいんです！　その方がかっこいいじゃないですか」

「見栄を張ってどうする。貴様の優先順位は見栄えを取り繕うことよりも魔法を正しく、正確に発動させることではないのか？」

「う……」

　あまりの正論にぐぅの音も出ない。エゴラスのため息がより一層レイニーを責めた。

「貴様の身に何かあれば私にも被害が及ぶ。貴様としても半端な知識で大惨事を引き起こして身の危険に晒されるよりも、しっかりと基礎を叩き込んで使いこなせるようにしたいのではないか？」

　その後も小言を並び立てるエゴラスを、レイニーは瞬きすることなく凝視した。あまりに見つめていたせいだろう。さすがのエゴラスも居心地悪そうに顔を顰める。

「……おい、ちゃんと聞いているのか？」

「エゴラスさんって、結構親切なんですね」

「は？」

　だしぬけにレイニーが思ったことを口にする。

　案の定、意味がわからないと言わんばかりにエゴラスが戸惑っていた。

「いただいた魔法の基礎について書かれた冊子もそうですけど……今もこうして私に扱える魔法について『こうしたらいい』ってアドバイスしてくれているじゃないですか」

　正直、エゴラスがここまで親身になってレイニーに魔法を教えてくれるとは思わなかった。

　人と関わることが嫌いな悪魔なんだろうな、というのが、レイニーが今まで抱いてきたエゴラスの印象だった。

　しかし思い返せば、突然どこからか転がり込んできたレイニーをしっかりと保護し、こうして不自由なく毎日を送らせてくれている。監視のため、やたらとこちらの生活に干渉してくることは難点だが、それも今まであまり他者と関りを持ってこなかった彼なりの気遣いなのではないか。

「エゴラスさんって、優しいんですね」

　レイニーはくすくすと笑った。

　すると、目の前のエゴラスの顔がみるみるうちに赤らんでいく。

「勘違いするな！　貴様がこの屋敷に転がり込んできてからというもの、毎日何かしらの騒動を引き起こしているからだ！」

　エゴラスは「あくまでも自分のためだ」と強調する。あまりにも強く念押ししてくるために、かえってレイニーの言葉を肯定しているようだ。本人を前には決して言えないが、その様子が何だか可愛い。レイニーは思わず小さく噴き出す。

「わかってますよ。そんなに必死に念押ししなくても、エゴラスさんはこれ以上屋敷内で騒ぎを起こしてほしくないんですよね？」

　小首をかしげて微笑みかけると、エゴラスはふいっとレイニーから目をそらした。

「ごほんっ……わかればいい」

　赤らめた顔でそっぽを向くエゴラスが、か細い声で呟いた。

「自分の体調を理解したならば、今日は早々に部屋に戻って休――」

「ヒツジ、少し休憩したらあっちの花壇も植え替え作業しちゃおうか！」

　レイニーはエゴラスの腕から抜け出ると、シャベルを手に次の作業へ移ろうとする。

　次の瞬間、エゴラスの額に青筋が浮いたのを、ヒツジは見逃さなかった。

「貴様は話を聞いていたのか！」

　案の定、エゴラスが歩き出したレイニーの首根っこを掴むとその場に引き留める。

「えー……だって、一休みすれば魔力不足は治るんですよね？　だったら休憩を挟みながらやればいけるでしょうに」

「貴様は……魔法を発動させる過程を言ってみろ！」

　エゴラスが額に手をやるなり、顔を顰めた。エゴラスの意図を察せず首をかしげているレイニーの足元で、ヒツジが不安げに二人を交互に見上げている。

「大気中の魔気を自分の中に取り込んで、生命力と練り合わせるんですよね？　確かに私は体にため込める魔力量は多くないですけど、それも魔法を使い続ければ増やすことができるってあなたから借りた本に書いてありましたよ？」

　レイニーは両手を腰に当て、エゴラスの問いに堂々と答える。

「それだ！　生命力！」

　エゴラスが人差し指を立て、教鞭のようにレイニーの顔の前で振った。

「『生命力』とは『命』と言っても差し支えない。魔界の魔気を体に取り込むことで、生命力を高めることができるのは確かだが、急激な魔力の捻出は身体へ多大な負荷がかかる」

　つまり、魔法の習得を急ぐあまり魔力を練り続ければ死んでしまうというのだ。

「なるほど。それは困ります」

「ようやく理解したか」

　腕を組んで真剣に頷いたレイニーに、エゴラスはようやく安堵のため息をついた。

「では、無理のない範囲で休み休み魔力を練ることにします」

「まったくわかってないではないか！　貴様は死にたいのか！」

　エゴラスが呆れ返った表情で叫ぶ。

「貴様は何故そうも忙しない!?　今日明日にでも身の危険が迫るわけでもあるまいに……まるで常に身の安全のために備えねばならないと言わんばかりではないか！　それではかえって寿命が縮むぞ!?」

「エゴラスさんにはわかりませんよ」

　それは自分でも驚くほど、相手を突き放すような冷たい言い方だった。

　エゴラスが弾かれたようにこちらへ顔を向ける。

　その驚いたような顔に、レイニーは寂しそうに微笑んだ。

「弱い立場の者は、いつだって生き残るのに必死なんです。エゴラスさんみたいに常に明日が保障されている立場じゃないんですよ、私は……」

　言葉を失ったエゴラスと気まずそうに視線をそらしたレイニー。

　互いに向かい合いながら、重い沈黙が双方の間に流れた。

　あー……やってしまった。

　レイニーは苦い思いで顔をしかめる。ついムキになって言い返してしまった。

　今の発言は完全にこちら側の八つ当たりである。

　エゴラスはレイニーの抱える事情を知らない。その上でレイニーの身を保護してくれている。そんな相手にロクに事情も説明せず、ひたすら自立するための方法を探すレイニーに対して、エゴラスの認識との齟齬が生じるのは当然のことだった。

　何か言って、場を和ませよう。

「あ、えっと……さっきのは――」

「お待たせいたしました。お茶の準備が整いました」

　おずおずと切り出したレイニーの言葉に被せてきたのは、それまで静かだったヒツジの穏やかな声だった。

「は？」

　レイニーとエゴラスが同時に振り向く。

　いつの間に用意したのか。裏庭の一角にパラソルとテーブル、椅子が並べられている。テーブルには色とりどりの焼き菓子と新鮮なフルーツ、湯気を上らせるティーポットが整然と並べられていた。

「おい、ヒツジ。いつ私が茶会をすると言った？」

「何故このタイミングで？　まだ苗の植え替え作業も終わってないよ？」

　エゴラスが不審げにヒツジに問う。彼が命じたわけではないらしい。

　レイニーも作業途中の苗床を気にして、困惑した表情でヒツジを見る。

「お二方とも、なんだかカリカリしたご様子でしたので。気持ちを落ち着かせる必要があると判断いたしました。香り高い『ミュレーリアノン（抗いがたい誘惑）』の茶葉はリラックス効果をもたらし、甘い焼き菓子と瑞々しいフルーツは心身の疲れを癒します」

　ヒツジは穏やかな笑みを浮かべたまま、エゴラスとレイニーをテーブルの方へ促していく。

「お二人とも、立ちっぱなしで議論されるのもなんですから。せっかくならお茶を飲みながら腰を据えて議論なさる方がよろしいかと」

「ヒツジ、私にはそんな暇はない。今日中にも確認すべき報告書が山のようにあるんだ」

「存じております。しかし、その報告書をはかどらせるためには、旦那様が気になっておられるレイニー様と過ごす時間を作ってみてはいかがでしょう？」

「おい、その言い方は誤解を招くからやめろ。寒気がする」

　エゴラスの目が据わる。心底嫌そうに顔を顰めていた。

「何よ、失礼しちゃう！」

　レイニーも思わず言い返した。ヒツジに促されるまでもなく、レイニーはパラソルの下へとやってくるなりどかりと椅子に腰を下ろした。エゴラスも諦めた様子で席につく。

　すかさず、ヒツジが優雅な仕草でカップにお茶を注いだ。

「旦那様も薄々察しがついていらっしゃるでしょう？　このままお仕事に戻られましても、レイニー様は我らの目を盗んで魔力を練る行動に出るでしょう。それを止めるためと思えば、たまにはこうしてのんびりお茶を喫することも悪うございませんよ？」

　なんかヒツジの私への扱いが日に日にひどくなっていないか？

　レイニーは不満げにヒツジを睨みつける。

　ヒツジは涼しい顔で焼き菓子を小皿に取り分けていた。

「それは……そうだが……」

　ヒツジの提案に、エゴラスが言葉に詰まる。

　臣下に言い負かされるエゴラスというのも貴重だ。

　レイニーはヒツジの言葉に落ち込むことも忘れ、目を泳がせるエゴラスをじっと見つめた。

「まったく……貴様が来てからというもの、物事が思うように進まん！」

　ヒツジがカップに注いだ茶を喫し、エゴラスが盛大なため息をこぼした。

　どうやら観念した様子だ。

「刺激的で退屈しないでしょ？」

　レイニーもこの場の雰囲気に便乗する。

「そんな刺激など求めておらんわ！」

　レイニーが茶々を入れれば、打てば響くエゴラスの怒声がすかさず飛んだ。いつものやり取りに、レイニーは思わず頬が緩む。両者の間に先程の気まずさはなく、レイニーは内心ほっとした。

「第一、何が不満なのだ。豪華な食事に寝る場所、加えて貴様が希求する薬作りも認めているではないか。それなのにあくせくと毎日裏庭で野良仕事……これではべラス大公家が客人を働かせるほど困窮していると周囲から思われるではないか！」

　エゴラスはカップをソーサーへ乱暴に戻す。

　苛立ちで手つきは荒いが、それでも一連の所作には優雅ささえ感じさせる。

「いや、怒るところおかしいでしょう」

「まぁ、人手が足りないというのは間違っておりません。使用人だけでも、ここ二百年まったく新しい者を受け入れておりませんからね」

　レイニーとヒツジが口々に言う。すると、エゴラスが何故か傷ついた様子で固まった。

　レイニーは何かを悟った顔をする。

「なるほど、旦那様が怖くてみんな逃げ出した？」

「あ、はい。その通りです」

「おい、人聞きが悪いぞ！　私は働きに応じた者への褒賞はしっかり与えている！」

　レイニーがこそこそとヒツジに囁き、ヒツジが頷く。

　そこにエゴラスが全身を震わせて怒鳴った。

「だいたい、べラス大公家の権力を目当てに集まってきた者など、我が屋敷に必要ない。己の無能さを自覚せずにやってきた痴れ者に『教育』を施したまでだ」

「それって追い出したのと変わらないですよ？」

「私は一度も『出ていけ』と命じたことはない。自らの無力さを自覚したがゆえに、皆出ていったのだ」

　呆れ顔で指摘するレイニーに、エゴラスは平然と返す。

　この悪魔はどこまで傲慢なのか。

「だからこのお屋敷では、普段から人の出入りがないんですね」

　それは一週間近くこの屋敷で過ごしていて、レイニーが抱いた違和感だった。

　貴族の屋敷のことはよく知らないが、これだけの広い土地を管理・維持し続けるためには多くの使用人を雇わねばならない。

　しかし、レイニーが目にした使用人と言えば、ヒツジと寡黙で大柄なシェフ、そしてそんなシェフを手助けする小悪魔たちくらいだ。後は全身を鎧で包んだ男性悪魔がエゴラスの執務室に出入りしているくらいで、それ以外の使用人や来訪者を見かけたことはない。

　それでも屋敷内は掃除が行き届いているし、不自由もしていないから生活する分には問題ない。しかし、この屋敷全体を覆うもの悲しさについてはどうしても拭えずにいた。

「レイニー様、こちらをお召し上がりください。シェフ自慢のスイーツでございます」

　ヒツジが話題を変えるように皿に載せた焼き菓子をすすめてくる。桃色のクリームに真っ赤な果実を載せた見目愛らしいタルトのようだった。

　レイニーはヒツジにすすめられるまま、タルトに手を伸ばした。一口食べて、目を見開く。

「甘い！　おいしい！」

　人間世界では、砂糖などの嗜好品は貴重だ。レイニーも野山をかき分けた際に採取できる木の実を煮詰め、やや酸っぱさの残るジャムを作るのがせいぜいだった。

　レイニーは次々と焼き菓子を手にとっては、口の中へ放り込んでいく。

「ねぇ、ヒツジ」

「お断り申し上げます」

　目を輝かせて振り向いたレイニーに、ヒツジが断固とした口調で言い放った。

「今度、厨房や食糧庫を見学させてほしいとおっしゃりたいのでしょう？　断固、お断りいたします」

「いいじゃない。見るだけなら減るもんじゃないでしょ？」

「ここ一週間、レイニー様の行動を見ての判断です」

　頬を膨らませてむくれるレイニーを、ヒツジが胡乱な目で見つめた。

「所かまわず野草をかじっている姿を見れば、貴女様がたいそう食いしん坊であることは想像できます。厨房や食糧庫に入ったら最後、確実に『味見』なさいますよね？」

「ぶっ！　あの！　人を鼠かなんかと同じにしないでくれます!?」

「『根住ねずみ』？　なんですか、それは？」

「貴様、普段からそんなことをしていたのか？」

　首を傾げるヒツジを余所に、エゴラスが疑いの目をレイニーに向ける。完全な誤解である。

「違いますって！　珍しい食材が並んでいたから、どんな味がするかなとか、薬の材料になるかなって味見していただけです！　断じて飢えているわけではありません！」

　レイニーは半ば本音をそのまま告げた。ただ、魔女としての能力については伏せている。

　魔女としてのレイニーの能力は、自身が口にしたものに関してあらゆる情報を得ること。それは同時に、毒に対して耐性を持つことも含まれる。この能力こそ、レイニーにとって今まで生き残るために隠し通してきた切り札である。

「ほ、ほら！　ここのシェフも料理を作る時、味を見ますよね？　それと同じです！　薬作りを生業としている身としてはなんらおかしなことではありません！」

　レイニーの弁明にエゴラスは真顔で頷いた。

「そうか。どちらにせよ、今度から貴様の食事は量を多めにするよう伝えよう」

　全然伝わっていなかった。

「だからひもじいわけじゃないですって！」

「ならば、その辺に生えている野草を無闇にかじることはやめろ。我がべラス大公家の庇護を受けた者が、庭の野草をかじっているなど、傍から見れば飢えを耐え忍んでいるようにしか見えん。そのような外聞が広がってみろ、我が一族の誇りと品位に関わる」

「いやいや、こうも人の出入りがない屋敷で外聞も何もないでしょうに」

　レイニーが呆れ顔でツッコむが、エゴラスは無視した。

「ヒツジ、今後はレイニーの健康管理も徹底しろ。我がべラス大公家の威信にかけ、客人を飢えさせるようなことはあってはならない」

「心得ましてございます」

　エゴラスがヒツジにすぐさま指示し、カップをソーサーに戻した。

「だから違うって！」

「この際だ、他にも不満があるなら洗いざらい話せ」

　エゴラスが卓上で緩く手を組む。その目つきがもはや尋問のそれだ。

「あの、十分よくしてもらっているので。そこまで気張らないでください。というか、顔が怖いです」

「私はもともとこんな顔だ」

　顔を引きつらせたレイニーに、エゴラスは不機嫌顔のまま淡々と告げる。

「私との食事の際にはすべての料理を残さず食べていたが……嫌いなものや苦手なものは本当にないのか？」

「ありませんよ。そんな贅沢な」

　本心からだった。食卓に並ぶ料理はそれまでのレイニーでは決して手が届かないほどの高級品であるし、食材の下処理もしっかりされているためか苦みやえぐみも少ない。食べやすいせいで、普段よりもがっついてしまうくらいだ。

「よし。では次は……貴様の着るものもヒツジに任せているが、何故いつも似たような服装なのだ？」

「普段から着慣れている服や動きやすい服の方がいいからに決まっているじゃないですか」

　レイニーはカップを手にとると、香りのいいお茶で喉を潤す。

「こう見えて私、今まで人目のつかない森の奥深くでひっそりと慎ましく暮らしていたんですよ？　むしろ今の待遇は贅沢の一言に尽きます。だからどうも慣れなくて……」

「『ひっそり』と『慎ましく』？」

「『ひっそり』『慎ましく』暮らしている貴様の姿が想像できんのだが？」

　驚いた顔でレイニーの言葉を繰り返すヒツジに、エゴラスが正直な感想をもらした。

「何でそこだけ拾い上げて驚くんですか！　失礼しちゃいます！」

　レイニーとしては魔界の知識が乏しいことを、エゴラスとヒツジには「世間知らずの小娘」ということで受け入れてもらいたい思惑もあった。

　ただ、この認識のされ方はちょっと納得いかない。

「だから野草をかじるのもある種、癖みたいなものなんですよ。幼い頃に母を亡くしてからは、食べられるものかどうかは実際に口に入れて確かめるようにしているんです。毒などで食べられないものは自分の身体が教えてくれましたから」

　決して食い意地が張っているわけではない、とレイニーは改めて主張した。

「……そうか」

　何故か、エゴラスの表情が曇った。レイニーは再び居心地の悪い気分になる。なんとなく、こうしおらしくされてしまうとレイニーとしてはやりづらい。

「まぁ、生活していくのに大変ではありましたが、家族がいなければいないで気楽なものです」

　レイニーが暗い表情のエゴラスに冗談めかして笑う。しかし、この真面目で融通が利かない悪魔大公は憐憫を湛えた双眸をレイニーから外すことはなかった。しかも、それはエゴラスだけではなかったらしい。

「大変苦労されたのですね」

　突然ガシッと両手を掴まれたかと思えば、ヒツジが目を潤ませてこちらを見上げてくる。

「今後、レイニー様にはお食事の他にお茶の時間を三回設けさせていただきます」

「いや、それはいいです。というか多い」

　そんなに食べたら太って動けなくなるわ。

　レイニーは首を激しく横に振って、本気でやりかねないヒツジに念押しした。

「まぁ、貴様の主張とこれまでの行動の意味がなんとなく理解できたな……」

　エゴラスはお茶で喉を潤すと、ふと目を細めた。

「しかし、ここまで世間知らずな小娘にしてやられたとは……もう、怒りを通り越して笑えてくるな」

　エゴラスは何故か、穏やかな表情でくつくつと喉の奥で笑っている。

　人前でこれほど笑うエゴラスを、レイニーはこの時初めて目にした。

　なんだ、普通に笑えるんじゃない。

　いつも何をそんなに怒っているのだろうかと思うほど眉間にしわを寄せ、周囲の悪魔たちを寄せ付けないエゴラスが、今だけはそのとげとげしい雰囲気が和らいだ気がする。

「なんだ？」

「いや、笑うと思いのほか若々しいなぁっと……」

「喧嘩を売っているのか？」

　すぐに不機嫌顔に戻るエゴラスに、今度はレイニーが呆れた顔で笑った。

「もう、せっかくいい顔なんだからもっと笑えばいいのに。もったいない」

「必要性を感じないな。何より、周囲にこびへつらう様は好かん」

　それよりも……、とエゴラスの手がおもむろに伸び、レイニーの右手を覆う。

　びくりと肩を跳ねさせたレイニーが動くよりも速く、エゴラスはレイニーが握っていた薬瓶を回収した。

「疲労回復、体力増強剤といったところか。まったく、貴様は抜け目ない」

「いつの間に……」

「返してくださいよ！　このお茶会が終わったらまた裏庭の植え替えをするんですから！」

「まだ懲りんか、貴様は」

　エゴラスはレイニーから没収した薬瓶をヒツジに手渡し、レイニーのお茶を入れ替えるよう命じる。

「今日はもう部屋で大人しく過ごすんだな」

「そんなぁ～……」

　落胆のあまり項垂れるレイニーの茶器を下げ、ヒツジが新しいカップにお茶を注ぐ。

「ふん、たまにはこういう惰性的な時間を作るのも悪くない」

　エゴラスが淡々と告げる。テーブルに突っ伏したレイニーは気づかなかったが、彼女を眺めるエゴラスの表情がどこか楽しげだったのを、ヒツジは意外そうに見つめていた。







＊＊＊








「まずい。このままじゃ本当にまずい……」

　作業小屋にて、レイニーは焦燥を滲ませた表情で室内を何度も往復していた。

　エゴラスと初めて裏庭で行ったお茶会からというもの、エゴラスの行動に変化が現れた。

　それも、レイニーにとって非常に不都合な形で、である。

　今までも食事を毎回一緒にとっていたが、それ以外の時間は比較的レイニーの自由な時間だった。それがどうだろう。あれから三日と開けずに、エゴラスはレイニーの部屋や裏庭を訪れては「おい、少し付き合え」と作業中のレイニーを強引にお茶へ誘うようになった。

　ヒツジもヒツジで嬉しそうにお茶会の場を整えるものだから、レイニーに対する新手の嫌がらせかと勘ぐってしまったほどだ。

「まぁ、最初は私が無断で魔力を練ろうとしていないか、監視と牽制のつもりだったとは思うけどね……」

　しかし、お茶会の間、エゴラスからとりとめのない話題を投げられ、それに答えていくうちにエゴラス自身が誰かと会話をしたいだけなのではないかと思い始めてきた。

　今日も今日とて、エゴラスがレイニーの部屋を訪ねてきて「付き合え」と言うのを、「どうしても仕上げたい薬があるんです！」と半ば飛び出すようにしてこの作業小屋に逃げ込んできたのである。

「まさか、私がこっそり屋敷を抜け出そうとしていることがバレた？」

　それ以外に思い当たる節がなかった。

　それまで野草にしか興味を向けなかったレイニーが突然、裏庭で魔法を使った土いじりを始めたのだ。エゴラスとしても何か企んでいると察した可能性は高い。

　レイニー自身すら気づかずにいた魔力不足にいち早く反応し、駆け付けてきたほどである。

　そこにヒツジを使ってお茶会を催し、レイニーの思惑に探りを入れてきたのではないか。

「まずい……このままじゃ実地調査ができる可能性そのものが潰えてしまうかも……」

　エゴラスが講じてきた対策に、レイニーとしても早急に手を打たねばならない。

　結局、レイニーの穴掘り魔法では抜け道を作ることなど不可能だった。せいぜい、裏庭の苗床にちょうどいい穴を開けられるくらいだ。

「魔力不足を起こしたらまた動けなくなる上に、エゴラスさんに知られて今以上に一人になる時間を確保することが難しくなる。やっぱり、日程を早めるべきよね」

　レイニーはちらりと小屋の隅に置かれた荷物へ目を向ける。

　魔獣にも効く麻痺薬が入った小瓶と、他にも身を守る上で必要なナイフなども収納している。

　レイニーにとって、この屋敷の外はまさに未開の地である。

　大げさと思えるほど備えをしておくことに越したことはなかった。

「まだちょっと心許ないけど……抜け出すなら明日の夜明け前よね」

　魔界では夜行性の魔獣がもっとも凶暴だという。これはエゴラスの蔵書から得た知識である。そのため、夜行性の魔獣たちが眠りにつく夜明け前が絶好の調査時間である。

　そして、新鮮なガトリアークを余すことなく持ち帰ることができれば、レイニーの魔力量の問題に解決の糸口を見ることができるかもしれない。

「結局、ヒツジが調達してくれた種も燻されていて増やすことができないのよね」

　レイニーは昨日、ヒツジから受け取ったガトリアークの種を目の前に翳してため息をついた。

　ガトリアークの種は無断栽培されないよう、火で炙って市場に出回る。

　悪魔を捕食する上に、侮れない再生能力を持つ肉食植物だからこその処置だった。

「これじゃあ何もわからないのと同じじゃない……」

　レイニーはガトリアークの燻し種にかりっと歯を立てる。レイニーの頭に流れ込んできたのは、燻したガトリアークの種の情報のみだった。

　これでは図鑑に書かれている内容とあまり大差ない。

「自分の身を守るためにも、私は絶対に生のガトリアークを見つけ出さないと！」

　レイニーは拳を固め、気合いを入れる。

「ヒツジが起こしに来てくれるのが、陽が山の上に昇り切ってからだから……だいたい私が行動できるのは太陽が山の端から覗くまでの間かな？」

　どちらにせよ、あまり時間に猶予はない。

　ヒツジとエゴラスが就寝し、レイニーへの注意が向かない時間こそ、この屋敷を抜け出す絶好の機会なのだ。

　レイニーはそれから作業小屋の荷物を自室のクローゼットに移し、何食わぬ顔で日課をこなした。幸い、ヒツジに気取られた様子はない。

　あとはエゴラスとの食事を乗り越えて計画を実行すればいい。

「おい、体調でも悪いのか？」

　レイニーが細かく切った鶏肉を口へ運ぼうとしたところ、エゴラスが唐突に質問してきた。

「え？　急に何ですか？」

　レイニーは驚いた顔でエゴラスをまじまじと見つめる。

「見ての通り、元気ですけど……あれから魔力不足にもなってないでしょ？」

「ああ」

「食事もちゃんと毎食とっています。夜もちゃんと寝ていますし……」

「そうだな」

「むしろ至って健康ですよ？」

「うむ」

　レイニーの指摘にエゴラスも頷く。しかし、彼は何故か煮え切らない表情で黙っていた。

「それとも、エゴラスさんには何か不快な感覚があるんですか？」

　レイニーはエゴラスの真意を探るべく、少し踏み込んでみた。

　同調魔法はエゴラスとレイニーの感覚すらも共有しているのかもしれない。そうなると、レイニーの焦りや不安の類も、エゴラスに伝わってしまっている可能性だってあった。

「いや……妙に、落ち着かないだけだ。気にするな」

　エゴラスはそう言って止まっていた食事を再開した。

　相変わらず鋭いことで……。

　レイニーは動揺を悟られまいと鶏肉を口の中へ放り込む。

　エゴラスは自身の変化に非常に敏感だ。同時に、エゴラスを通して自分の心理状態を把握したレイニーは複雑な気分である。

　やっぱり私、落ち着かないんだなぁ。

　不安と期待。レイニーの中で外の世界に対する気持ちが入り乱れてしまっている。

　事情を知らないエゴラスからすれば、何故自分の気持ちがこうも落ち着かないのかわけがわからないだろう。

「エゴラスさんこそ、私の体調をやたら気にされますけれど……ちゃんと夜眠れているんですか？」

　レイニーはエゴラスの意識を己に向けさせるように仕向けることにした。

　ちらちらとエゴラスの顔色を窺う。目元の隈は相変わらずひどい。それに、ヒツジの話では夜遅くまで執務室に籠っていることなど日常茶飯事だとも聞いた。

　他人の心配をする前にまずは自分の健康に気を配りなさいよ。

　レイニーはムスッと唇を尖らせた。

「私はそこまで柔ではない」

　エゴラスは予想通りの答えを返してきた。

「そういう過剰な自信が身を滅ぼすんですよー」

「普段から厄介事を引き起こす貴様にだけは言われたくなどない」

　顔をしかめて呆れるレイニーに、今度はエゴラスが面白くないと言わんばかりの表情をする。

「エゴラスさんが過剰に反応しているだけですよ。最近の私、とても慎ましいと思いません？」

「一昨日、裏庭に植え替えたキライザ（弾丸草）の種を弾けさせたと聞いたが？」

「あ、あれは房に触った途端いきなり破裂したんです！　わざとじゃないですし！」

「それがキライザだろうが」

「でもでも、私が収穫したキライザの種、美味しかったでしょう？」

「ああ。やはり薬草に精通しているだけに世話に関しては申し分なかったようだな。ヒツジが珍しく褒めていたぞ」

「……普段、どんな報告を受けているんです？」

「気になるのか？」

　意地悪く笑うエゴラスに、レイニーは不貞腐れたように唇を尖らせた。

　最近、エゴラスはレイニーに対して妙に意地の悪い言葉や態度を取ることがある。彼の変わりように最初は戸惑ったが、エゴラスとしてもレイニーの人柄をだんだん掴めてきたことで遠慮がなくなったのかもしれない。

　……いや、そもそも最初から遠慮なんてしてなかったような気もするけど。

「なんだ貴様、そのしまりのない顔は……」

「エゴラスさん、女性の顔をとやかく言うのは失礼ですよー。そんなんじゃモテませんよ？」

　レイニーは緩む口元を取り繕うことなく、エゴラスに笑いかけた。

　エゴラスとのやり取りで、何となく気持ちが落ち着いたような気がした。

　もしもこのままこの関係が続けられるなら、それもいいのにな。

　そう思うほどには、レイニーはエゴラスの悪魔らしからぬ几帳面ぶりと頑固さ、融通の利かない不器用な優しさを好ましく思っていた。

　同時に、もやもやとした気持ちがレイニーの胸の中で燻る。

　今こうして言葉を交わしていられるのも「同調魔法」によって一心同体の関係にあるからだ。魔法が解けてしまえば、目の前のエゴラスは間違いなく、レイニーをこの世から消し去ることだろう。

　レイニーは吐き気のする暗い気持ちをどうにか笑顔で塗りつぶす。

　そうしてエゴラスとの和やかで苦しい夕食は終わった。

　食堂から戻ったレイニーは入浴を済ませると、ヒツジが整えたベッドに潜り込む。

「今日は早めにお休みになられますか？」

「うん。久しぶりにたくさん薬作ったら疲れちゃった」

「左様でございますか。では、ゆっくりとおやすみなさいませ」

　ヒツジが明かりを消して部屋を辞したのを確認すると、レイニーはすぐさま起き上がってシャツと長ズボンに着替える。昔からの習慣とは恐ろしいもので、今でも普段着を着てベッドに潜り込むと、どんな時間にも即座に目覚めることができた。

「これは、私の鎧みたいなものなのかもね……」

　レイニーは脱いだネグリジェを丸めて枕の下に隠す。

　そこでふとエゴラスから押し付けられた首飾りが目についた。

「……もしかしたらこれで追跡されるかもしれないわね」

　レイニーは首飾りも枕の下に押し込む。そうして身を丸めて布団に包まった。

　浅い眠りの世界をレイニーの意識は漂った。

　久しぶりに人間世界で暮らしていた頃と同じような寝方をしたせいか、夢には自分が最後に暮らしていた小屋が出てきた。

　懐かしいと郷愁に駆られる間もなく、周囲が真っ赤に染め上げられる。

　教会の連中が放った火矢が、小屋の屋根を焼いたのだ。

　レイニーは数少ない自分の荷物を掴むと、窓から外へと飛び出す。そうしてまた、あの時と同じように暗い森の中を直走ひたはしった。背後から迫る罵声に、レイニーは振り返ることなく足を前へと出し続ける。目の前に崖が現れ、背負った荷の中へ腕を突っ込む。転移魔法の羊皮紙が入っていなかった。

「いたぞ！」

　焦るレイニーに教会の騎士たちが追い付いてきた。

　彼らが手にする槍や縄を前にした瞬間、レイニーは決意する。

「あんたたちに捕まるくらいなら、死んだ方がマシよ！」

　叫ぶと同時に、崖から身を投げた。

　暗い谷底へと体が落ち、レイニーの背中に衝撃が走る。

「――っ！　かはっ、あっ……」

　レイニーは目を見開き、豪奢な照明飾りのついた部屋の天井を見上げていた。

　まるで全力疾走した後のような疲労感と汗による不快感が同時に襲ってくる。

「ゆ、め……？」

　レイニーは体を起こして絨毯の上に座り込む。

　窓の外を見れば、星空の紺が藍へと色合いを変えていた。

　まさか、夢にうなされて起きることになるとは思わなかった。

　心なしか、身体がだるい。

「うん。目覚めは最悪だけど、いい時間帯に目が覚めてくれたかな」

　レイニーは袖で額の汗を拭うと、自分の両頬を手のひらで叩いて喝を入れた。

「よし！」

　レイニーはクローゼットに隠していた荷物を背負うと、ゆっくりと部屋の扉を開く。

　扉の隙間から廊下を覗き見ると、屋敷内はしんっと静まり返っていた。

　レイニーは極力音を立てないよう扉を閉め、廊下を素早く駆け抜ける。

　そうして別館の裏口から裏庭へ出ると、高い鉄柵を横目に走った。

　しばらくして、幹の曲がった一本の木が見えてきた。

　レイニーは走ってきた勢いのまま枝に飛びつき、反動を利用して枝の上に登る。すると、自分の身長を優に超えて立ちふさがっていた鉄柵が、レイニーの目線までの高さになる。

「さぁ、行くわよ。レイニー・アナベル」

　レイニーは鉄柵を両手で掴むと、自分に言い聞かせるように呟いた。

「怖がるくらいなら、飛び込むの。そうすればいつだって可能性が広がるわ」

　レイニーは鉄柵に足をかけ、乗っていた木の枝を蹴る。彼女の赤髪が翼のように広がった。

　軽い足音とともに鉄柵の向こう側へ着地したレイニーは屋敷を振り返ることなく、まだ暗い森の中を直走った。

　屋敷からだいぶ離れたところで、レイニーはいったん足を止める。

　まだまだ森の中は暗闇に包まれているが、夜目の利くレイニーとしては十分な明るさだった。

「……私、本当に外に出たんだ」

　思わず感慨にふけってしまったが、エゴラスが気づくのも時間の問題だ。

　急いでガトリアークを見つけ、一か所でも多くその素材の情報を仕入れなければならない。

　レイニーは足先を森の奥へと向け、一歩踏み出す。

　何か柔らかいものを踏んだ。

　レイニーの足首に何かが絡みつき、視界が反転する。

「きゃっ!?　何!?」

　足首に絡まった蔓が、レイニーを宙づりにする。じたばたともがくレイニーの目が捉えたのは、茂みを押し倒し、地面から巨大な体を引きずり出すガトリアークの親株の姿だった。
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　真っ赤に染まった己の両手を呆然と見下ろす。

　かつて自分を世話してくれた使用人たちは、皆、床の上に転がってぴくりとも動かない。

　近づいてくる足音に顔を上げた。

　白と青のドレスに身を包んだ女がこちらに歩み寄ってくる。普段であればその美しい宝石が散りばめられたドレスと相まって美しい容姿に人々の目は釘付けになっていただろう。しかし、女には頭がなく、ドレスも凄惨な血の赤で穢れてしまっている。

　女がこちらに腕を伸ばすが、頭がなくてはこちらの表情を認識することもできないだろう。その足取りもおぼつかなかった。

　女の手には短剣が握られている。べラス大公家の紋章である、盾と三ツ頭の番犬が刻まれた青い宝石が埋め込まれていた。女がその短剣を振り上げる。

　殺される。

　その恐怖から、小さな己の身体を抱きしめた。振り下ろされた短剣が自分の身体を包む見えない壁に弾かれた。その瞬間、目の前が真っ白に塗りつぶされる。






「――っ！」






　エゴラスは己の叫び声に驚いて目を覚ました。激しい喉の痛みに、バクバクと脈打つ己の心臓の音が耳元でうるさい。執務机が揺れたことで、机上に置かれたランプの明かりが大きく揺れる。山と積まれた書類の束が、床へとなだれ落ちた。

「……いつの間に、眠ってしまったのか」

　エゴラスは目元を片手で覆うとゆっくりと身を起こす。机に上半身を伏せた形で寝入ってしまったせいで、起き上がると肩や背中が嫌な音を立てた。

　暗い室内で、床に散らばった書類を見てため息が出る。

　今までランプの明かりを頼りに、提出された報告書にサインをしていた。

　ズキリと痛む目元を押さえ、指先で軽く揉む。

　山積みの書類を一瞥し、エゴラスは息をついた。

「まったく、何一つ進展しない……」

　当主の座についてからは、反乱分子の掃討、土地の再分配、税の取り立て、商業の推進、軍の再編や破壊され老朽化が進んだ建築物の大規模再建事業など、領土内のことだけでも考えねばならない問題はごまんとあった。

　しかし、二百年前に起きた事件の調査に関しては、一向に進展がないままいたずらに時間ばかりが過ぎていく。

　エゴラスの焦燥は、領内の秩序が安定するほど強まっていった。

　軍の再編も滞りなく進み、対外政策や魔獣処理は、エゴラスが出張らなくともカルティスが采配を振るって穏便に処理してくれている。屋敷内のことはヒツジに任せていればまず問題はない。

　今までの苦労を思えば喜ぶべきなのだろうが、エゴラスにとっては地獄のようだった。

　エゴラスは寝室へと続く扉に視線を向け、ため息とともに目をそらした。

　夜、悪夢にうなされて眠ることができなくなって早二百年。

　先程のようにうたた寝をしようものなら、エゴラスの意識は二百年前に引き戻されてしまう。そこから目をそらすように、エゴラスはこうして皆が寝静まった後も仕事に打ち込んでいた。

　だんだんやることがなくなってきてしまい、無意味に立てた都市計画書や領内の環境問題についての研究資料を机の端に高く積み上げるばかりになっている。

「……さすがに夜は大人しいな」

　エゴラスの視線が執務室の窓に向く。その先にあるのは明かりの消えた別館だった。

　最近になって、仕事以外の「暇つぶし」を見つけた。

　エゴラスの防御系魔法が機能している屋敷の中に、どこからか迷い込んだ少女は、エゴラスの構築した変化のない「毎日」をあっさり打ち砕いて見せた。

　その予測できないレイニーの行動に、エゴラスは当初怒りすらも覚えた。

　それが最近はどうだ。

　次は何をやらかすだろう。

　そう考えることを、少なからず楽しんでいる自分に気づいたのだ。

　レイニーと関わるにつれてだんだんと鬱屈した気持ちが軽くなっていく。同調魔法のせいでレイニーの身を案じる気持ちは依然としてあるが、それ以上に好奇心から彼女の挙動に目が離せなかった。

「ふん……情けないな。これも同調魔法とやらの効果か……」

　エゴラスは思わず額に手を当てて呻いた。

　自分の中に生じた心の変化に、エゴラス自身も戸惑っていた。

　それでも、気付けばレイニーのもとへ足が向いている。

　今ではレイニーと過ごす時間の方が一日の大半を占めているのではないか。

「……」

　顔を顰めたエゴラスが、無言で執務机に拳を落とした。

　何枚かの書類が床に落ちたが、気にしている余裕はない。

「断じて認めん！」

　魔界における高位悪魔であり、べラス大公家の当主たる己が、魔力の薄い小娘一人に翻弄されているなど、エゴラスの誇りと意地が許さなかった。

　こちらがどれだけ命じても、臆面なくその真逆の行動をする。自分の身を保護しろと言っておきながら、薬の開発だのなんだの言って薬剤を爆発させたのはもう両手の指では足りないほどだ。大人しく過ごしていろとこちらが命じても、目を離した瞬間には何かしらの騒動を引き起こす。

　レイニーが眠りにつく夜くらいしか、心休まる時間がないとはエゴラスにとってなんという皮肉だろう。こうして疲労のせいで寝落ちしたことが、さらにエゴラスの怒りを増長させた。

「まったく。この落ち着かん心地も、きっとヤツがまた何か企んでいるに違いな――っ！」

　不意に、エゴラスの動きが止まった。

　その紫暗の双眸が、弾かれたように窓を振り返る。

「……結界を、何かが通った」

　微かな違和感だったが、エゴラスは立ち上がる。

　自分の心臓が早鐘のように脈打った。嫌な予感がした。

　エゴラスの足が扉へと向き、そのまま廊下を突き進む。彼の足は迷うことなく別館――レイニーの寝室に向かっていた。

「旦那様、いかがなさいましたか？」

　途中、エゴラスの荒い足音を聞きつけたヒツジが声をかけてくる。屋敷内を見回っていたのだろう。燭台に灯した炎が揺らめき、強張った表情のエゴラスを映し出す。

「この屋敷の結界を通過した存在がいる」

　エゴラスの低い声が端的に告げた。ヒツジの表情から戸惑いが消える。

「お供いたします」

　足を踏み出したエゴラスの後に、ヒツジもまた付き従う。

　二人はレイニーの部屋の前に立った。エゴラスがすぐさまドアノブを掴む。

　扉を開ければ、無人のベッドがまず目についた。

　次いで、僅かに開いたクローゼットと、部屋の薬棚に予備として置いてあった薬瓶が数本、なくなっている。エゴラスはベッドに歩み寄ると、僅かに浮いた枕の下に腕を突っ込んだ。

　引っ張り出したネグリジェの間から、青い宝石の埋め込まれた首飾りが転がり落ちる。

　エゴラスは怒りからカッと全身が燃え上がる衝動に駆られた。

「あの愚か者がっ！」

　エゴラスが背の翼を広げる。青白い光を帯びたエゴラスの双眸に睨まれ、レイニーの寝室の窓が一斉に開いた。ヒツジが止める間もなく、エゴラスの姿が窓の外へと飛び出す。

　広げた翼で風を切り、屋敷を囲う鉄柵を難なく越えた。

「あの小娘め！　今度こそただでは済まさんぞ！」

　屋敷を飛び出した後、エゴラスは一旦虚空で静止する。

　レイニーの身体に宿る魔力はひどく希薄で、追跡対象の魔力を追う魔法は使えない。魔界に満ちる魔気そのものに埋もれてしまうからだ。目印代わりに持たせた首飾りも部屋に置いていかれては意味を成さない。

　では以前のように足音を頼りに追跡するか。それも今回の場合は難しい。

「くそっ……ガトリアークの収穫期でなければ……」

　この時期のべラス大陸では、ガトリアークが身に宿した種を飛ばす。そのため、子種を抱えたガトリアークが非常に凶暴化し、自分たちを収穫に来た悪魔たちを頻繁に襲ってくる。

　危険性の高いガトリアークだが、その種は傷薬や魔獣避けになるほか、その高い栄養価からべラスに住む悪魔たちの貴重な食料ともなっていた。

　エゴラスの命令を受け、カルティスが訓練の一環でブイリュル（実戦部隊）に見回りとガトリアークを発見次第すぐさま収穫するよう指示を出しているはずだ。

　そのため、この時期は夜でも屋敷の外は騒がしいのだ。

　前回のように屋敷内でのことならいざ知らず、数多の雑踏の中からレイニーの足音だけを聞き分けることは不可能に近かった。

「……」

　エゴラスはゆっくりと周辺の景色を眺め、薄暗い森の方へと顔を向けた。

　すると、エゴラスの気分が一層悪くなった。

「こっちか！」

　翼の羽ばたきを速める。

　エゴラスはなんとなく己が不快に思う感覚を抱く方角を目指した。これも同調魔法によるものなのだろう。どこまで信ぴょう性があるかはわからなかったが、その直感が正しかったことはすぐに証明された。

「っ！」

　突然、右足首に激しい痛みが走る。ズボンの裾をめくってみれば、細い蔦に絡みつかれたような痣がくっきりと浮かんでいた。エゴラスの全身から、サッと血の気が引いた。

　まずい……っ！

　翼を羽ばたかせ、急降下する。まるで頭から冷水でもかけられたかのようだ。足首に感じた圧迫感が、次第に全身へと伝わる。特に首元を圧迫する感覚を抱いた時は、生きた心地がしなかった。

　ガトリアークが獲物の首を絞め、即座に殺そうとしているようだ。

　あの小娘が、死ぬのか？

　エゴラスは木々の間をすり抜け、暗闇の中を突き進む。酸欠から意識が遠のきそうになる。

「くそっ！」

　意識を必死につなぎ止めていると、エゴラスの目が蔦に全身を絡めとられているレイニーの姿を捉えた。

「絶対防壁アディエイター」

　即座に、エゴラスがレイニーに向けて右腕を伸ばす。

　すると、エゴラスの全身に感じていた圧迫感が一瞬のうちに消え失せた。

　エゴラスは息つく間もなく、右手に青い炎を宿す。

「凍炎デア・コルト」

　レイニーの身体に巻き付いた蔦を青い炎が伝っていく。そうして、青い炎に焼かれた箇所が白く凍りついていった。

　ガトリアークはたまらずレイニーの身体を放り出す。エゴラスはすり抜け様、ガトリアークが放り出したレイニーを抱きとめて虚空に退避した。

「おい！　しっかりしろ！　おい！」

　エゴラスが青白い顔でぐったりしているレイニーに叫ぶ。

　下方から、耳を覆いたくなるような絶叫が響いた。

　目を向けると、ガトリアークがエゴラスの青い炎から必死に逃れようとしている。苦し気な唸り声とともに、ガトリアークの本体が地中から残りの身体を抜き出した。そうしてしばらく地面の上を転がり回っていた。植物のくせに、火消し行動をとるとはなかなか知能が高い個体のようだ。

　エゴラスは冷めきった眼でのたうち回るガトリアークを見下ろしていた。

「無駄なことを……この炎は相手の魔力を吸い取って燃え広がる。私のものに手を出した瞬間、貴様の命運は尽きたと思え」

　エゴラスは低い声で、ガトリアークに対して呪詛のように告げる。やがて、全身が真っ白に凍り付くとガトリアークは絶命した。

　沈黙したガトリアークを眺めていると、腕に抱えたレイニーが小さく呻いた。

「え、エゴラスさん……」

　エゴラスの腕の中で、レイニーが何度か咳き込む。レイニーの全身は小刻みに震えていて、先程まで死の淵に立たされていたという現実を実感したようだった。

　エゴラスはゆっくりと地面に降り立つ。しかし、レイニーを下ろすことはしなかった。

「何故、屋敷の外へ出た」

　それは問いかけというより、相手を責めるような口調だった。

「く、薬の材料がほしくて……」

「ろくに身も守れない貴様がこの時期に一人、森の中に入ってみろ！　先程のようにガトリアークの餌食になるだけだ！」

　ガトリアークだけではない。

　べラス大陸は他大陸に比べて温暖で過ごしやすい気候だ。そこに住む魔獣や魔植物たちも比較的温和とはいえ、食本能まで失ったわけではない。

　魔植物の中にはガトリアークのような肉食植物もいる。下位悪魔なら奴らでも十分狩ることができてしまうのが常だ。それを魔力の希薄な、薬以外の防衛手段を持たないレイニーが近くをふらついていればすぐさまターゲットとして捕らえられるのがオチだ。

「……ごめんなさい」

　レイニーはエゴラスの腕の中で身を縮ませ、か細い声で謝罪する。

「どうしても……新鮮なガトリアークがほしかったので」

「それで貴様が死んだらどうする！　そこまでして私を道連れにしたいのか！」

「違います！」

　レイニーは顔を上げ、エゴラスの目を真っ直ぐ見つめる。

「ガトリアークには本に載っている効能以外にも薬として利用できる価値があったんです！　ガトリアークをもっとうまく利用すれば、きっとエゴラスさんにとっても利益にっ！」

「黙れ」

　レイニーの言葉はそれ以上続かなかった。エゴラスの地を這うような声音とは裏腹に、彼はレイニーの顔を己の胸に押し付ける形で抱きしめる。その仕草がひどく温かく、レイニーは驚いた様子で身を硬くした。

　それも束の間で、身動きの取れないレイニーは顔を赤らめて必死にこちらから離れようと抵抗してくる。レイニーのその態度が、エゴラスはどうも気に入らなかった。彼女を逃がさないよう、ますます腕に力を込める。

　己の両腕にも強い圧迫感を覚えた。きっとしばらく痕が残るかもしれない。しかし、いっそそうなればいいと思う自分がいた。

「目先の利益に飛びついた結果、貴様も私も死にかけたのだぞ？」

　エゴラスの言葉に、暴れていたレイニーが大人しくなった。顔を伏せて黙り込む。

「私は……ただ……」

　か細い声で反論しようとするも、レイニーはそれきり二の句を継げずにいる。普段とは違ったその弱々しい姿にエゴラスは無性に苛立った。

　ガトリアークの蔦が巻き付いたことで鬱血したレイニーの首筋や手首、足首を見るだけで言い知れぬ怒りがこみ上げてくる。この激しい感情のまま、ここら辺一体を吹き飛ばせたらどれほど気が楽だろうか。

　これだからこの娘と関わるのは嫌なのだ。怒りでどうにかなってしまいそうになる。

「戻るぞ」

　ただ一言呟き、エゴラスは背の翼を広げる。

　エゴラスの足が大地から離れ、再び空へと飛び上がった。咄嗟にレイニーがエゴラスの服にしがみついてくる。その仕草を目の当たりにした途端、自分の中で荒ぶっていた感情の波が何故か静まった。先程までの不快感が嘘のように、気分がいい。

「一体、何なのだ……」

　エゴラスは不機嫌に吐き捨てると、得体のしれないこの感情を置き去りにするように飛行速度を上げた。

「お帰りなさいませ」

　エゴラスとレイニーが屋敷に戻ると、待機していたヒツジが二人を出迎えた。

　レイニーの部屋に戻るなり、彼女は小悪魔たちに引き渡される。そのまま全身を洗い清められ、レイニーは部屋を出ていく前のネグリジェ姿へと早変わりした。

　エゴラスはヒツジが差し出した傷薬を手にレイニーへ歩み寄る。

「薬を塗る。服を脱げ」

「じ、自分でできますから！」

　レイニーは自分の身体を抱きしめて縮こまる。エゴラスは不機嫌な顔でため息をついた。

「背中は自分では塗れんだろう。怪我の具合の確認も兼ねている。大人しくしろ」

　エゴラスがヒツジに目配せすると、意図を察したヒツジが小悪魔たちと一緒に部屋を後にする。

「掛け布団で前や腰回りを隠せ。それでこちらに背を向ければ見えん」

「うぅ……お願い、します」

　顔を真っ赤にしてネグリジェを脱ぐ。そそくさと掛け布団を腰の周りに巻き付け、前を隠した。恥ずかしそうに背を丸めるレイニーに、エゴラスは何故か落ち着かない心地になった。顔に熱が集まるのを自覚する。

「傷の手当てをするだけだ」

　そう口に出した言葉は、果たしてレイニーへ告げるためだけのものだったのか。

　自分でも戸惑う中、エゴラスは傷薬を指先にとるとレイニーの背に浮かんだ痣に沿って塗り込んでいく。

　その肌のあまりの柔らかさに、エゴラスは驚いた。

　柔らかすぎないか……？

　このまま爪を立てただけでも、皮膚が裂けて内臓まで引き裂いてしまいそうだ。

　エゴラスは慎重な手つきで、余すところなく薬を塗りこんでいく。

「あ、あの！」

　しばらくして、小刻みに震えていたレイニーがこちらを振り返ってきた。顔を真っ赤に染め、潤んだ目を見た瞬間、エゴラスの中で激しい衝動が沸き起こる。怒りの感情とは違うその衝動に、エゴラスもまた目を見開いて固まった。

「も、もう大丈夫です！　後は自分でやります！」

「……そうか」

　エゴラスは名残惜しい気持ちで最後にレイニーの肌を指先でそっと撫でた。そして傷薬の蓋を締めると、レイニーに差し出す。

「貴様はしばらく部屋の中で安静にしていろ。裏庭の手入れも禁止だ。食事も部屋に運ばせる」

　エゴラスはレイニーから逃げるように早口でまくし立てた。腰かけていたベッドから立ち上がると、さっさと部屋を出ていこうとする。

「あ、待って！」

　背後でごそごそと衣擦れの音がしたかと思うと、裸足で絨毯の上を走る音がした。

　エゴラスはレイニーが傍にきたところで振り返る。

「これを……」

　レイニーが差し出してきたのは、いつも彼女が作業小屋で作った薬を入れるための小瓶だった。

「エゴラスさんも傷の手当てを……私のせいで、怪我してしまったから……」

　エゴラスは己の手首に浮かんだ痣を冷めた目で見下ろす。

「必要ない」

「で、でも……っ！」

「そんなものより、正直に答えろ」

　低い声で淡々と問いかけるエゴラスを、レイニーは硬い表情で見つめる。不安に揺れる瞳を前に、エゴラスは己の中で荒れ狂う衝動を抑えることに必死だった。咄嗟に、彼女から目をそらす。

「何故、屋敷を抜け出した？」

「それは、新鮮なガトリアークの……」

「貴様は薬作りを生業としていたと話していた。素材への並々ならぬ執念、新たな薬剤の開発と発見に心血を注ぐ姿勢も、薬作りの職人としては立派なものだ。その心意気と野心は称賛に値する」

　エゴラスはそっと息をつくと、ゆるく腕を組んだ。

「何よりもアドラテラの件では、それまで見向きもされなかった効能を引き出し、我々の前で実践してみせた。貴様が示した実績から、その腕前は目を見張るものがある。その点は私も貴様を評価しているつもりだ」

　そうエゴラスが断言すると、レイニーは何故か呆然とした顔で黙り込んでしまった。

「何をそう呆けている？」

「いや……まさか褒められるとは思わなかったもので」

「能力の高い者、実力ある者はいかなる身分の者でもその功績を称えられるべきだ。私は能力のある者には厳粛な評価と褒賞をもって、その能力のさらなる向上とそれを引き出す環境を提供する。そこに私情は挟まん」

　だからこそ、エゴラスはレイニーに作業小屋を提供した。

　薬作りをしたいがために部屋を抜け出すレイニーを押し込めておく目的もあったが、それと同時に彼女の才能をしっかりと見極めるためでもあった。

　そして、レイニーはエゴラスの期待以上の成果を見せつけた。

「ヒツジからも毎日報告を受けている。貴様は我々が知らない薬草の効能を熟知し、あまつさえそれを薬という形に変えてみせている。魔力が少ない分、貴様に薬作りに対する才能が開花したのだろう」

　だが……、とエゴラスの双眸が鋭さを帯びた。

「その薬草への執着が今回、貴様の身を危険に晒した。薬とは本来、日々の暮らしや生きていく中で病や傷を癒す補助をしてくれるものだ。命のやり取りを直接行う場においてはなんら役に立たん。そんなものを、命を投げ打ってまで欲するものではない」

　エゴラスの手が伸び、レイニーの首にその指先がかかる。

「何より、貴様は独りで生きてきたわりに警戒心がなさすぎる。これでは生き残るどころか、死期を早めかねんぞ」

　全身を強張らせるレイニーに、エゴラスは指先で痣をなぞった。

「これしか、ないんです……」

　レイニーの震える声に、エゴラスは首筋を撫でる指の動きを止めた。

　震えているが、レイニーの目はいつもの負けん気を湛えている。生気を取り戻したレイニーの瞳に、エゴラスは自然と魅入られていた。

「素材がどういう状況で自生しているのか、本に載っている情報以外で活用方法がないかなど、自分の目で見て確かめなくては……品質のいい薬は作れません」

　レイニーは薬瓶をこちらに差し出したまま、必死にエゴラスを睨みつけた。

「生まれてこの方、私は魔法も満足に扱えず、何度もひどい目に遭ってきました。薬を作る知識や技術がなければ、今この場に立っていることもできなかったでしょう。薬作りは私にとって……生き残る唯一の方法なんです！」

　レイニーの叫びに、エゴラスは無言で彼女の首から手を離した。

　そのまま、彼女が差し出す傷薬を掴み取る。

「私の許可があるまで、部屋から出るな」

　そうレイニーに命じ、エゴラスはそのまま彼女の部屋を後にした。

　扉が閉まる直前、こちらに腕を伸ばす彼女の不安そうな顔が目に焼き付いて離れなかった。

　本館にある執務室に向かう途中、エゴラスはエントランスの辺りでいったん足を止めた。

　レイニーから受け取った傷薬の小瓶を見下ろす。

「……傷薬を差し出されたのは、いつ以来だろうか」

　幼い時、薬瓶を握る己の手に、白くほっそりとした手が添えられた。






　――エゴラス。どうか、あなたが傷つくことのないように。






　記憶の中にある慈愛に満ちた声が耳元で囁いたような気がした。

　悪寒が、背筋を駆け抜ける。無意識に握りしめた薬瓶がきしんだ音を立てた。

「我が名は『エゴラス（堅牢）』。『守護の番犬』と名高き魔界七大陸の第二位階、べラス大公家現当主……」

　エゴラスの双眸が暗い炎を宿す。己の立場を、何度も言い聞かせるように続けた。

「我が護りは鉄壁であらねばならない。一寸の隙も許してはならない」

　エゴラスは薬瓶を懐へ仕舞うと、歩みを進める。

　一歩踏み出すごとに、エゴラスの脳裏に怯えた様子でこちらを窺うレイニーの顔が浮かんだ。

「……これで少しは、魔界の恐ろしさを実感してくれただろう」

　エゴラスはやや重い足取りで執務室の扉の奥へと戻っていた。
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　前髪を撫でる風に、そっと目を開ける。

　いつの間に眠っていたのだろう。

　ベッドに横たわった状態のまま、窓の方へ目を向ける。すでに日は沈み、山の端から美しい円を描いた紅の月が昇ってくるところだった。

　屋敷を抜け出したことがエゴラスにバレてしまい、部屋から出るなと厳命されて早三日。

　レイニーはエゴラスやヒツジが注意するまでもなく、ベッドの上で大人しく過ごしていた。全身が熱っぽく、気だるさから体を起こすのも億劫だった。ガトリアークの蔦に毒性はなかったはずだから、単純に襲われた時のダメージが身体に残っているのだろう。

　あれから、エゴラスがレイニーの部屋を訪れることはない。

　今のレイニーの状態は、そっくりそのままエゴラスにも伝わっているはずである。

「どうせ動けないだろうって、安心しているのかもね……」

　レイニーは自嘲気味にから笑いした。体が弱っていると、嫌でも心も沈む。

「こういう時は、エゴラスさんを揶揄って盛大に怒られると気が紛れるんだけどなぁ……」

「貴様にそんな変わった性癖があるとは知らなかったな」

　レイニーは弾かれたように窓から扉へ顔を向けた。

　部屋に入ってきたのは、エゴラスだった。普段はきっちり身だしなみを整えている彼が、今日はシャツにベスト、ズボンという動きやすい服装をしている。

　一瞬、本人かどうか怪しんでしまった。

「い、いつの間に……」

「つい先程だ。貴様がこうして大人しくしているうちに、滞った業務を終わらせなくてはならんからな」

　エゴラスの物言いに、レイニーは唇を尖らせる。

「嫌味ですか」

「自覚があるようで何より」

　くっと喉の奥で低く笑うと、エゴラスはおもむろにレイニーの背中と膝裏に腕を差し込んできた。そのまま軽々と持ち上げられる。

「うわっ！　な、何ですか!?　いきなり……」

「何、悪いようにはせん」

　何かを企んでいるような笑顔でそう言われても、レイニーにとっては処刑宣告を受けたような気分だった。試しにエゴラスの腕から逃れようともがく。残念ながらまったくびくともしなかった。

「暴れるな。落とすぞ」

「うぅ……どうせ殺やるならひと思いに～っ！」

「馬鹿か？　貴様を殺したら私まで死ぬだろうが」

　呆れるエゴラスに、三日前のような怒りは感じられない。

　とりあえず、酷い目に遭うことはなさそうだ。

「じゃあ、どこに連れていく気ですか？」

　まさか地下牢送りになるのか？

　そうなればレイニーが命の危機にさらされた時、この屋敷から逃げ出すことができなくなる。

「少なくとも貴様に損のない場所だ」

　エゴラスはこちらの反応を楽しんでいるようだ。ニヤニヤとした笑みを浮かべて、青ざめているレイニーの顔を見つめている。

　エゴラスは本館のエントランスから庭へ出ると、少し離れた場所にある東屋へと足を向けた。東屋を通り過ぎ、黒石で作られた板が立てられた場所にたどり着く。

　人間世界で見る、高貴な人のお墓か慰霊碑のようだ。

　レイニーが身を縮めるのを余所に、エゴラスが何事かを呟いた。すると軽い眩暈と浮遊感の後に、レイニーとエゴラスは見知らぬ通路に佇んでいた。どこかの地下だろうか。周囲の土壁が近く、何だか圧迫感を覚える。

「もしかして、転移魔法ですか……？」

「ああ。さすがに、生きたままの『アレ』を屋敷に持ち込むと面倒だからな。万が一、逃げ出されては敵わん」

　エゴラスの呟きが不穏すぎる。

　戦々恐々とするレイニーのことなど気にすることなく、エゴラスは通路の先の広い空間へと足を踏み入れた。明かりのない空間は暗く、奥を見通すことができない。

　ただ、何かがいることはわかった。

　地面で重い何かを引きずる音。壁を叩き割ろうとする激しい衝突音。そして背筋に悪寒を感じるのは、この奥にいる存在がこちらに向ける敵意だろうか。

　エゴラスがレイニーを地面に下ろすと、土壁に手を触れた。壁に埋め込まれた宝玉が一瞬だけ明滅し、天井に取り付けられた照明が輝く。

　あまりの眩しさに、レイニーは腕で目元を覆った。しばらくして目が慣れてくると腕を外し、声にならない叫びを上げた。

　レイニーたちの目の前には、床に幾重にも設けられた魔法陣の中央でこちらを威嚇する生きたガトリアークの姿があった。レイニーは咄嗟にエゴラスの腕にしがみつく。

「我が結界内に封じ込めた。まず『アレ』が出てくることはできん」

　悠然と構えているエゴラスの物言いに、レイニーも少しばかり肩の力を抜く。

「あの、どうして生きたガトリアークを？」

　ガトリアークは見かけたら即討伐。ガトリアークの部位を何らかの用途で使用するにしても、種を燻して使用するものだとレイニーに教えたのはエゴラス本人である。

　ましてやエゴラスはこの土地を治める領主のような存在だ。そんな彼が、生きたガトリアークをどこぞの地下室に監禁しているなどと誰かに知られたら大問題になるだろう。

「三日前、貴様は私に言ったな？『ガトリアークには本に載っている効能以外にも薬として利用できる価値がある』『うまく利用すれば我が家の利益にもなる』と」

「い、言いましたけど……」

　戸惑うレイニーに、エゴラスは顎でガトリアークを示した。

「ならば、貴様の言い分を証明してみせろ。ガトリアークを含め、肉食植物の問題は魔界において統治者の頭を常に悩ませてきた問題だ。こやつらの生態を研究し、処分以外の方法で利益を生み出す方法を私に提示してみせろ」

　エゴラスが僅かに身を屈め、レイニーの顔を覗き込む。その真剣な眼差しに、レイニーは何故か胸が高鳴った。無意識に一歩、エゴラスから離れようとする。すかさずエゴラスが壁に手をつき、レイニーの逃げ場を奪った。

「逃げようなどとは思うな。私の監督のもと、己の能力を証明してみせろ。レイニー・アナベル」

　二人の視線が正面からぶつかり、互いを離さぬよう絡まる。

「屋敷を抜け出し、貴様が命をかけるだけの価値が……貴様の作り出す薬にあるのかどうか。この私が直々に見極めてやろう」

　エゴラスの言葉に、レイニーはごくりと喉を鳴らす。

　これは、試練だ。もしもここで「できない」などと口にすれば、レイニーは二度と自由に出歩くことができなくなるかもしれない。何より、己の薬作りの腕前を試されているのだと思うと、ふつふつとエゴラスへの対抗心が沸き上がる。

　レイニーの表情を見たエゴラスが、満足そうな笑みを浮かべた。

「いい心がけだ」

　エゴラスは空いている方の手でレイニーの顎を掴み、そっと顔を上向ける。

「ガトリアークは凶暴な植物。ゆえに貴様が作業する際は私が手伝ってやろう。あれだけの大口を叩いたのだ。私を失望させるなよ？」

「わかりました。エゴラスさんこそ、私がちゃんと実力を証明したら、今度から無闇やたらと私のやることに口出ししないでくださいね！」

「ふっ、やってみろ」

　互いに挑発的な笑みを浮かべ、レイニーはガトリアークを指差した。

「ではエゴラスさん。さっそくあのガトリアークの部位を私にください。種、種房、花弁、雄蕊おしべや雌蕊など、欠片で結構です」

「わかった。貴様はそこで待っていろ」

　エゴラスは袖をまくると、何の武器も持たずに結界の方へ歩を進める。

「え、あの!?　丸腰で行くんですか!?」

「何人も、私の身体に傷をつけることはできん」

　慌てるレイニーをどこかおかしそうに見つめ、エゴラスが断言した。ここまで自信満々に言い切られると、せっかく心配しているこちらの方が馬鹿らしくなってくる。

　エゴラスの足が床に描かれた魔法陣の外円を越えた。

　その瞬間、ガトリアークの蔦が一斉にエゴラスを襲う。

　レイニーは息を呑んだ。エゴラスは腕を組んだ状態でその場に佇んでいる。

　返り討ちにあったのはガトリアークの方だった。

　数多の蔦が細切れにされ、地面に散乱する。そうして怯んだガトリアークに、エゴラスはつかつかと歩み寄ると、おもむろに花弁を引きちぎった。ガトリアークの絶叫に、レイニーは思わず両手で耳を塞ぐ。鼓膜が破れるかと思った。

「うるさい。静かにしろ」

　その間もエゴラスはレイニーが欲しいといった箇所を引きちぎる作業を淡々とこなす。

「うわー……容赦ない」

　レイニーは少しだけ、ガトリアークを憐れに思った。

　必要な部位の欠片を手に入れると、エゴラスはレイニーのもとに戻ってきた。

「採って来たぞ。次は貴様の番だ」

　花弁を皿代わりにガトリアークの素材を差し出される。レイニーは気を引き締めた。

　正直、エゴラスの前で魔女の力を使うことはためらわれた。しかし今、目の前でこちらの反応を窺っているエゴラスを前に、下手な隠し事は悪手となるだろう。

　腹を決めろ、レイニー・アナベル。

　レイニーは差し出されたガトリアークの種を手に取った。レイニーの手のひらに収まるほどの大きさの種は、磨き上げられた翡翠玉のように滑らかな手触りである。

　レイニーはエゴラスが見守る前で、新鮮な種に歯を立てた。種房、花弁、雄蕊と雌蕊、レイニーは一つひとつにしっかりと噛みつく。

「エゴラスさん、私を作業小屋まで連れて行ってください」

　全ての素材を口にした後、レイニーはエゴラスに微笑みかけた。

「さっそく薬作りに入ります」

「わかった」

　エゴラスはレイニーが差し出した手に材料を押し付ける。

「あ、ちょっ!?」

　転移の際は手を繋げば十分と思っていたレイニーは、再びエゴラスに抱きかかえられて慌てた。

「貴様は怪我人だからな。黙って抱えられていろ」

　エゴラスに抱えられたまま作業小屋へ飛んだレイニーは、すぐさま薬作りに取り掛かった。

　椅子に腰かけたエゴラスが和やかな表情で眺めていたことをレイニーは知る由もなかった。

















三、身を守る武器がいるわ












　カルティスは一か月ぶりに大公家の屋敷の門をくぐった。

　エゴラスからの密命の他、通常の業務も並行して行っているため、なかなか屋敷へ直接報告に赴く暇がなかった。

　加えてガトリアークの収穫期である現在、べラス大公家の所有する三軍は目の回る忙しさだった。それでも例年より収穫がはかどったのは、大公家から差し入れられた新薬のおかげだった。

「一体、どこで手に入れたのだろう……？」

　エゴラス直筆の手紙とともにカルティスのもとへ送られてきた新薬は三つ。

　一つは魔獣除けの薬。試しににおいを嗅いでみると無味無臭で、当初は本当に効果があるのか疑問に思ったほどである。

　二つ目は魔力増強剤。三つ目は睡眠薬だった。こちらはガトリアークとの実戦に使うものであることはすぐにわかった。

　さらにカルティスを驚かせたのは、エゴラスの手紙の最後の一文だった。






　――これらは「ガトリアーク」を素材として生まれた新薬ゆえ、今後できる限りガトリアークを生け捕りにするように。






「正気か!?」

　カルティスが思わず叫び、近くに控えていた部下たちが仰天したのも無理はなかった。

「睡眠薬が思いのほか強力だったおかげで生け捕りには成功したが……旦那様は一体、何を考えているのか」

　もしやあの小娘のせいで怒りに我を忘れてしまったのではあるまいな……。

　カルティスの脳裏に浮かぶのは、一か月前にレイニーが部屋を抜け出して怒り狂うエゴラスの姿である。あれだけ感情を露わにしたエゴラスを見たのも、何百年ぶりだろうか。

「ご当主としての箔がついた途端、面白味のない方になってしまったから……ある意味、いい兆候ではある」

　しかし、そのとばっちりが三軍にまで及ぶことは看過できなかった。

　カルティスはふと賑やかな声を聞きつけ、足を止める。どうやら、別館側の裏庭の方だ。

　怪訝そうにそちらへ足を向けると、カルティスは目の前の光景に唖然とした。

「随分と腑抜けた面になったものだな」

「えー、可愛いじゃないですか！　ほら、特にこのもちもちボディ！　抱きしめるのが癖になります」

「レイニー様、苗がかなり嫌がっておりますよ」

　裏庭の一角、ふかふかに耕された土に身体を埋めた見慣れない植物がいた。

　桃色の花弁や伸びた蔓はガトリアークの特徴だ。しかし、攻撃的な表情はなく、つぶらな瞳でエゴラスに抱っこをねだる様はカルティスの知るガトリアークの苗とは似ても似つかない。

「あの……それは何です？」

　カルティスは和気あいあいとしている三人に声をかけた。

「む、来たか」

「あ、こんにちは」

「これはこれはカルティス卿。お久しぶりでございます」

　エゴラスは己の腕に引っ付く苗を引き剥がそうとしている。レイニーが苗の胴体にしがみついて頬ずりをしており、ヒツジがそんな二人を横目にカルティスへ丁寧な一礼を寄越した。まさに、三者三様の反応だ。

「報告が遅くなり、申し訳ありません。ただいま、帰還いたしました」

　カルティスは気を引き締めてエゴラスに一礼する。

　そこに何かが飛びついてきた。頭を下げたまま目だけを動かすと、先程までエゴラスに引っ付いていた苗がカルティスの頭に抱き付いていた。身体から伸びる蔓の他に動いているこの四つの突起は……手足か？

「もう！　なんでエゴラスさんやその人のところにばっか行くんですか！　私だって抱っこしたい！」

「魔力量の違いだ。諦めろ」

　拗ねた様子で怒るレイニーに、エゴラスはどこか得意げに笑う。そんな和やかな二人を目の当たりにしたカルティスは、頭に引っ付く苗を引き剥がすのも忘れて二人をまじまじと見つめた。

　屋敷を不在にしたこの一か月の間に、一体何が起こったのか。

「それで、これは何ですか？」

　カルティスが自分の頭に引っ付く苗を指差す。

「ガトリアークの苗だ」

　何を寝ぼけたことを聞いている、と言わんばかりの表情でエゴラスが眉根を寄せた。

「いやいや、色々とおかしいですからね？」

　カルティスも心外だと言わんばかりにエゴラスを横目で睨む。

「ガトリアークは悪魔すらも捕食する凶暴な肉食植物。加えて高い再生能力から苗を育てることはもちろん、燻していない種の持ち込みすら大罪になります。魔王様が定めた数少ない決まり事ではありませんか」

「その解決策が見つかったからな」

　エゴラスがレイニーに目配せをする。

「おほんっ！　ガトリアークが凶暴化した原因はずばり、『魔力酔い』だったんです」

「魔力酔い？　過剰な魔気を身体に取り入れた結果に起こる酩酊状態のことか？」

　小首を傾げて確認するカルティスに、レイニーは首肯する。

「その通りです。ガトリアークは捕食する相手の魔力を体内に蓄えて種を生み出します。ただ、ガトリアークそのものは吸収できる魔力量が非常に少ないんです」

　これはレイニーが種をかじったことで得た知識だった。

　ガトリアークはもともとその辺に生えている野草と変わらない、非常に弱い植物の魔物だった。主に森林で周囲の草花に擬態してひっそりと生きていた彼らが凶暴化したのには、魔界における歴史的事件が背景にあった。

「肥大化したガトリアークの親株が大陸全土を呑み込んだ事件だ。クラティエ大公家の治める大陸だな」

　エゴラスが横から解説する。

「先代……と言っていいかは疑問だが、先代クラティエ大公家は己の領土を開拓し、魔界屈指の食料生産国としてその名を上げた。それが利益を追い求めるあまり、ガトリアークたちが暮らす森にまで開拓の手を伸ばしたのだ」

　魔法の炎で焼き払われる中、ガトリアークたちは強い生存本能を刺激され、悪魔たちに牙を向けた。

「現クラティエ大公家の一族がその能力で親株を殲滅したものの、魔界各地に飛び散ったガトリアークの種子は今なお魔界における環境問題となっている。そこで、レイニーにガトリアークの凶暴化を抑える方法を考案してもらったわけだ」

「要は魔力で酔っちゃうなら、魔力を吸い出してあげればいいんです。ついでに、魔気を弾く薬剤をガトリアークの種房から作ることができたので、これを水と一緒にしてまけばガトリアークは大気中や土中の魔気を必要以上に吸収することができなくなります」

　レイニーはポケットから取り出した薬瓶をカルティスに差し出す。

「これは……魔獣除けの薬では？」

　レイニーから受け取った薬瓶を見るなり、カルティスは目を見張った。

　無味無臭の透明な液体が薬瓶の中で揺れる。

「魔界の魔獣は自分よりも強い魔力や己の魔力を通じて反応を示した獲物を襲います。つまり、その性質を逆手に取り、魔獣が放つ独特の魔気の流れを弾くようにしてやれば、魔獣は襲撃対象を見失うというわけです」

　レイニーは裏庭で寛ぐガトリアークの苗に振り向く。

　眠くなったのか、地面に潜り込んで昼寝を始めていた。

　魔獣除けの薬の効果もあり、ガトリアークの苗は不必要なストレスを感じなくなったようだ。身の危険がないとわかれば、彼らとて危険を冒してまで悪魔たちを襲うことはしない。こうして裏庭でのんびり昼寝をしている方が彼らも好きなのだ。

「とはいえ、現段階ではあくまで予防策でしかない。この魔獣除けの薬も改良の余地はある」

「もしこの薬剤一つでガトリアークによる被害を防ぐことができれば、魔界史上稀にみる偉業です」

　カルティスは手にした薬瓶とレイニーを交互に見やり、慄いている様子だ。

「これほどの成果には相応の褒賞を与えねばならん」

　エゴラスも満足そうに頷いた。

「どうやら私は……なかなかいい拾い物をしたようだ」

「あ！　じゃあ、私の実力、認めてくださるんですか!?」

　エゴラスの呟きを聞きつけたレイニーが目を輝かせてエゴラスに詰め寄る。

「それなら私に、自由に出歩く許可を――」

「やるわけないだろう」

　レイニーの要求を、エゴラスは真顔で跳ね除けた。

「そんな！　約束が違うじゃないですか！」

「話は最後まで聞け。ガトリアークの他にも凶暴な魔獣や植物は多い。自分の身を守ることもおぼつかない貴様が一人で出歩くことは断じて許さん」

　そこで……、とエゴラスが不敵な笑みを浮かべた。

「貴様が薬の材料を探す際は私が同行する。そうすれば、貴様を危険からも守ってやれる。その方が効率的だろう？」

「えぇっ!?」

「ほう、不服か？　この魔界において私以上に身辺警護を任せるに優秀な悪魔はおらんぞ？」

「自分で言いますか、それ……」

　エゴラスがレイニーの嫌そうな表情を見て、その口元に意地の悪い笑みを浮かべる。

「まぁ、貴様がそこまで嫌がるのなら仕方がない。地下牢で一生不自由なく生活する方がお好みなら、そのように手配しよう。私は寛大だからな。どちらがいいか選ばせてやる」

「わぁーっ！　大公様自ら私の護衛として付き添ってくれるなんて畏れ多いことだわと思っただけです！　よっぽどお暇ならぜひご一緒してください！」

　レイニーは引きつる口元に精一杯の笑みを乗せ、多大な皮肉で返した。傍でやり取りを見守っていたカルティスとヒツジがギョッとした表情で慌てている。

　しかし、当のエゴラスは気を悪くするどころかおかしそうに笑っていた。

「くくく、決まりだな。それで？　いつから開始する？」

「もう今日からお願いします。一度、領地内を見て回りたいので」

「わかった。ひとまず、必要なものを用意して待て。カルティス、報告は執務室で聞く」

「は、はい」

　エゴラスがカルティスを引きつれ、本館の方へ戻っていく。そんなエゴラスの背にレイニーが舌を出し、それをヒツジが注意していた。

「随分と、入れ込んでおられるようですね」

　エゴラスの執務室にたどり着くなり、カルティスが困惑した顔でぼやいた。

「レイニーが有用な利益をもたらしてくれたからな。あの突拍子のない行動を差し引いても、手元に置いておく価値は十分ある」

「あの娘はべラス大公家に破滅をもたらします」

　カルティスの表情が険しくなった。その強い口調に、エゴラスもカルティスを睨みつける。

「旦那様からの密命を受け、かの娘について調査をおこなってまいりました。旦那様が予測した通り、かの娘はこの魔界の外からやってきた『人間』です」

「……そうか。魔界の知識はおろか、あれだけ体内の魔力量が少ないと納得がいく話だ。しかし、ただの人間ならば、普通は魔界の魔気に当てられて数日も生きることができないはずだが？」

「おっしゃる通りです。ですから、かの娘はただの人間ではありません」

　カルティスは周囲に聞こえないよう声を低めた。






「彼女は『魔女』である可能性が高いです」






　カルティスの言葉に、エゴラスは特に驚かなかった。魔界の外から来て、早一か月。こうして普通に生きている事実から予想はついていたのだろう。

「それで？　レイニーが『魔女』であるから、貴様はどうしろと？」

「同調魔法の効果を解き次第、かの娘を処分いたしましょう。かの娘が『魔女』であることが知れたら……我らは反逆の罪に問われます！」

　カルティスの進言に、エゴラスは喉を鳴らして笑った。

「旦那様、笑っている場合ではありません！」

「カルティス、貴様は幼い頃よりこのべラス大公家に仕えてきた。貴様の忠義とその仕事ぶりは高く評価している。だがな……」

　エゴラスの双眸がカルティスを射抜いた。鋭利な刃を向けられたように、殺意すら感じる。

　カルティスは咄嗟に身構えた。

「レイニーをどうするか。決定を下すのは私だ。分を弁えろ」

「はっ……申し訳ありません」

　カルティスはその場に跪くと、エゴラスに深々と頭を垂れた。

「わかればいい。報告はそれだけか？」

「もう一点、ご報告申し上げねばならない事案がございます」

　カルティスは顔を上げると、険しい表情で続ける。

「どうやら二百年前の事件に関わりのある者が、再び動き出したようです」

　カルティスが懐から差し出した布切れを目にするなり、エゴラスの全身から殺気が立ち上る。執務机の上に置かれた角灯が、音を立てて割れた。

「今度こそ見つけ出し、私の前に引きずり出せ」

　エゴラスの憎悪を滲ませた双眸がカルティスを射抜く。

　彼が見据えるのは、今なお心にわだかまる暗い過去の幻影だった。

「私自ら、この手で八つ裂きにしてくれる」

　エゴラスの命令に、カルティスは静かに頭を垂れて諾と返したのだった。
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「やっぱり、何か武器の一つでも持つべきかしら？」

　レイニーは不貞腐れた様子で、ガトリアークの苗にぶつぶつと文句を垂れていた。

　さっそく今日にでも領地内を歩き回れるかと思いきや、エゴラスから「急な案件が入った。領地内の視察は後日、改めて日取りを調整する」とヒツジ経由で通達があったのだ。

「旦那様もレイニー様の安全を第一に考えてのことです。どうかご理解ください」

　ヒツジは先程から焼き菓子でレイニーのご機嫌を取ろうとしている。レイニーが好きな色とりどりのフルーツを載せたタルトだ。誘惑に負けそうになるも、レイニーは地面に座り込んでエゴラスへの不満を全身で主張している。

「何よなによ、結局いつもと同じ。屋敷から出るな、騒ぎを起こすな、静かにしてろってことでしょ。エゴラスさんを少しでも信じた私がバカでした」

　不機嫌なレイニーの前で愚痴を聞かされているガトリアークの苗はこちらのやり取りに飽きたのか、土いじりをして遊び始めている。

　ひとしきり愚痴ると、何だかひどく空しい気分になった。

「はぁ……作業小屋で薬でも作っているわ。少し一人にしてちょうだい」

　こうしてただ座り込んでいるだけというのも時間の無駄だ。どうせエゴラスの用事が片付かないのなら、それまで魔力増強剤を自分に合わせて改良しよう。

　また魔力酔いを起こしてエゴラスたちの世話になるのはごめんである。

「では、私めはガトリアークたちの肥料を取ってまいりますね」

「うん。お願い」

　ヒツジはレイニーに一礼すると、タルトを手に別館の方へ駆けて行った。

　それを見送り、レイニーも作業小屋へ向かう。

「ん？　あの人は……」

　レイニーが作業小屋の前で足を止める。

　本館からカルティスが出てきた。エゴラスも長身の方だが、カルティスはエゴラスよりもさらに頭一つ分高い。そのため、彼の後ろ姿はすごく目立つ。

　カルティスは真っ直ぐ、屋敷の門へと歩みを進めていた。

「……要は、強い人の傍にいればいいのよね？」

　レイニーは咄嗟にカルティスの後を追った。

　庭の木の陰に身を隠しながら、カルティスが門をくぐると同時に外へと飛び出す。

　カルティスは徒歩で屋敷まで続く坂道を下っていく。

　レイニーも木の陰に身を隠しながら必死にカルティスを追った。屋敷の外に出たのはこれで二度目、言いようのない不安と期待に、レイニーの呼吸は浅くなる。

　エゴラスの住む屋敷は小高い山の上にあった。そこから見下ろす平地には、周囲を高い壁に幾重にも囲まれた城下町がある。遠目には港も窺えた。

　日中の明るい時間に見るべラスの町を前に、レイニーは胸が高鳴った。

　なんて、綺麗な町並みなのかしら……。

「ふふ、あれだけ生真面目な悪魔だもんね」

　規律を重んじる堅物な悪魔大公エゴラスは、まるで隠者のような暮らしぶりだが、実際は領民にとても慕われているのだとヒツジから話を聞いたことがある。

「また、昔のように……積極的に屋敷の外へ出る機会が増えると嬉しいです」

　ヒツジはそう言って、何かを期待するような眼差しをレイニーに向けてきた。

「どうして、エゴラスさんは屋敷に引きこもっているの？」

　そうレイニーが尋ねても、ヒツジは曖昧に笑うだけで本当のところは何も教えてくれなかった。ただ、「レイニー様と出会って、旦那様は変わられました」とだけ感慨深そうに呟いていた。

「まぁ、でも……油断は禁物。いつ同調魔法が解けて殺されそうになるかわからないもの。身を守る術を備えておくことに越したことはないわ」

「なるほど。よい心がけですね」

　レイニーの呟きに、背後から答えが返ってくる。レイニーはギギギっと首を回して背後に立っているカルティスを仰ぎ見た。無表情でこちらを見下ろす長身の圧がすごい。

「ひぃっ!?」

「屋敷からずっと私の後をつけてきたようですが……私に何か御用でも？」

　仰け反るレイニーに、カルティスはあくまで事務的な態度で接してくる。全身に鎧をまとっているが、長身で鍛え抜かれた体格が嫌でも目を引く偉丈夫だ。エゴラスのような統治者とはまた違った貫禄に、レイニーはどう言い訳すべきか目を泳がせた。

「え、エゴラスさんが急用で領地内を出歩けないと……」

「はい。旦那様は大変多忙でいらっしゃいますから」

「でも、私だってガトリアークから作る薬の改良以外にも、色々と新薬の開発もしたいわけでして……」

「ふむ。それで？」

「私の身の安全を確保することが出かける条件なら、カルティスさんの近くにいればいいんじゃないかなぁっと……」

「なるほど。お話に聞いていた通り、突拍子もないことをすぐ行動なさるようですね」

　カルティスはやや思案げな様子で首を傾げる。

　一体、エゴラスから私についてどんなことを聞いたのか。

　レイニーは唇を尖らせ、恨めしげにカルティスを睨んだ。

「しかし、困りました。私はべラス大公が所有する三軍の統括。これからブイリュルの演習があるので、その指導を行わなければなりません」

「エゴラスさんって、騎士団を持っているんですか？」

「『奇死団』というものが何かわかりませんが、治安維持や他国からの侵略に備えて軍備を整えることは普通のことですよ」

　カルティスはふと何を思ったのか、小さく声を上げた。

「せっかくですから、軍の演習場を見学に来ますか？」

「いいんですか!?」

　レイニーはカルティスの誘いに表情を輝かせる。

　人間世界にいた時も、教会や騎士団の動向についてはかなり気を張って情報を集めていた。今後、エゴラスの屋敷から出ていくことになった際は、魔界における兵士たちの様子を知っておくことはレイニーにとって非常に有用なことだった。

「構いませんよ。こちらへどうぞ」

　カルティスはレイニーと連れ立って、屋敷の麓にある軍の演習場へ向かった。

　そこは広い練武場の他に、軍の兵士とその家族のための宿舎が立ち並んでいる。ちょっとした村くらいの規模はあるだろうか。軍の演習場の外には畑が広がっており、兵士たちが見たこともない野菜を収穫している姿を見ることができた。

「騎士も野菜を育てるんだ……」

「軍は大所帯です。もちろん、町から食材を定期的に買い付けはしていますが、野菜などは自分たちでも育てられるので足腰を鍛える意味でも実施しているんです。ご当主の座に就く前までは、旦那様もよくこの畑に来て一緒に収穫作業を手伝ってくださいましたよ」

　こちらを振り向くことはなかったが、カルティスはレイニーの独り言にもしっかりと返事をしてくれる。愛想はないが、かといって突き放すようなこともしない。

　エゴラスが信頼するだけあって、この悪魔もいい悪魔なのかもしれない。

「こちらです」

　カルティスはレイニーを武器庫に案内した。

　鉄の引き戸を片手で難なく開け、薄暗い倉庫内を進む。

　カルティスは武器庫の奥に置かれた棚から一振りの短剣を取り出した。

　ひどく細身で、レイニーでも扱えそうな代物だ。

「これを」

　カルティスがレイニーに短剣を差し出す。

「えっと……何故、これを私に？」

「おや？　身を守る術を欲していたのでは？」

「そ、それはそうですけど……」

　短剣を受け取りはしたものの、レイニーは武器の扱いはド素人である。薬の材料を得るために、動物の解体くらいはできるが、武器を手に戦うとなるとどうしても気後れしてしまう。

「あくまで護身用です。あなたに死なれては困りますから」

　カルティスは端的に述べ、短剣を常に肌身離さず持つように念押ししてきた。

　このやり取りに既視感を覚える。

　カルティスも不愛想に見えて、実はエゴラス並みに過保護な悪魔なのだろうか。

「あれ、カルティス様？」

　武器庫の入り口でカルティス同様、全身を鎧で覆った若者が顔を覗かせる。

　つんつんと跳ねた金髪を無造作に後ろでまとめ、好奇心が強そうな赤い双眸をこれでもかと見開いている。みるみるうちに、若者の頬が赤くなった。

「か、カルティス様にもとうとう恋の季節が――あだっ！」

「エゴラス様の賓客だ。無粋な妄想は控えろ、ベラーシュ」

　カルティスの拳が容赦なくベラーシュと呼ばれた若者の脳天に落ちる。

　離れた場所にいたレイニーにも、痛そうな音が届いてきた。

「旦那様の客？　こんな可愛い子が？」

　目じりに涙をため、殴られた箇所をさすりながらベラーシュはレイニーに視線を向ける。

　レイニーはどう答えるべきかわからず、ベラーシュへ曖昧に笑いかけた。

「ちぇっ、それじゃあ口説けないじゃん」

「相手が誰だろうと口説くな、馬鹿者」

　再びカルティスの拳がベラーシュの頭に落ちる。

　ベラーシュは頭を抱えてその場にうずくまった。

「あの……カルティスさん、その悪魔は？」

「ん？　ああ、紹介が遅れた。彼の名はベラーシュ……」

「べラス大公三軍のうちの一軍、『グリエル』の隊長を務めています！　可憐なお嬢さん、ぜひ私にもあなたのお名前を知る栄誉をお与えください！」

　ベラーシュは嬉々とした表情でレイニーの傍へ膝をつくと、右手をそっと取って愛想よく笑いかけてくる。彼の素早い立ち直りに、カルティスが物凄い形相で睨みつけているのが見えた。

「れ、レイニーです……」

「レイニー様！　ああ、なんと麗しい響きのお名前。これも魔王様のお導き、今度一緒にお茶でもいかがです？」

　ベラーシュの勢いに、レイニーはたじたじになる。人から蔑視の目を向けられることには慣れているが、こうも真っ直ぐ好意を持って口説かれたことはこれまで一度もない。その後もレイニーに向けて歯の浮くような台詞を平然と並びたてるベラーシュの扱いに困り、レイニーはカルティスに目を向けて助けを求めた。

「口説くなと言っているだろうが、貴様は……」

　カルティスがベラーシュの首根っこを引っ掴み、レイニーから無理やり引き剥がす。

「えぇっ！　いいじゃないですか！　カルティス様だって、こぉんな薄暗い武器庫でかわいいお嬢さんとの逢瀬を楽しんで――」

「それ以上無駄口を叩くようなら、そのよく回る舌を切り落とすぞ」

「失礼いたしました、カルティス様。さぁ、演習のお時間です。部下を待たせていますし、急ぎましょう」

　カルティスの地を這うような声音を前に、ベラーシュが背筋を伸ばした。

　この悪魔、なんか調子いいな。

　レイニーもベラーシュの態度に呆れ顔を隠せなかった。
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「ねぇねぇ、レイニーちゃんは旦那様とどんな関係？　いつ知り合ったの？　どういう経緯でべラス大公家のお屋敷に？　そーいえばこの前大公家から支給された薬ってレイニーちゃんが開発したんだって？　君、まだ若い悪魔なのにすごいんだね！」

「はぁ……」

　演習場の一角、ベラーシュはカルティスが兵士たちに個別で模擬戦を行っていることをいいことに、レイニーの傍に居座り続けていた。

　最初こそ集団での陣形や団体での模擬戦だったが、午後からは個々にペアを組んでの模擬戦となった。

　ベラーシュも序盤は真面目に訓練に励んでいたのだが、カルティスが受け持つ兵士たちと交代するや否や、こうしてレイニーの傍で一方的なおしゃべりに興じていた。

　レイニーとしては迷惑この上ない。

　というか、敬称もいつの間にか「様」から「ちゃん」に変わっている。

「でもさぁ、レイニーちゃんはすごいよ！　どうやってあの冷徹無慈悲の旦那様に気に入られたの？」

「いや、成り行きで？」

「何で疑問形なのさ！」

　特に面白いことを言っているつもりはない。それにもかかわらず、ベラーシュはレイニーが返答するたびにひどく面白そうに笑っていた。

「それに、エゴラスさんは別に冷徹無慈悲ってわけじゃないですよ。ちょっと……いや、かなり頑固で融通が利かないだけで」

「それフォローになってないって！」

　ベラーシュはこのまま笑い過ぎて死ぬんじゃないかと心配になるほど、腹を抱えて全身を震わせている。

「はぁ……ひー、可笑しい。レイニーちゃんって只者じゃないね」

「ただの平凡な薬売りの娘ですが？」

「ただの平凡な薬売りを、旦那様が賓客として自分の屋敷に招くわけないだろ？」

　ベラーシュは「ああ、笑った笑った」と目じりに溜まった涙を指先で拭う。

　まぁ、ベラーシュの指摘通り、レイニーも同調魔法の件がなければあの場で即刻処刑されていただろう。そう思うと、レイニーは何故かもやもやした。

「旦那様が屋敷に客を迎え入れるなんて、二百年ぶりだよ。あの事件以来、旦那様はよほど自分が信頼を置いている者しか屋敷に出入りさせないからね」

「あの事件？」

　レイニーが聞き返したことで、ベラーシュは嬉しそうに笑みを深めた。

「ああ、君は若い悪魔だから知らないのも無理はないね。二百年前、旦那様は先代のべラス大公様から当主の座を奪ったんだよ」

「奪った……？」

　なんともきな臭い話である。

　人間世界においても、貴族のお家騒動とは親族間でも血で血を洗う争いが繰り広げられるものだ。この魔界でも、身分の高い悪魔たちの行いは人間の貴族とそう変わらないらしい。

「俺も最初聞いた時は驚いたよ。べラス大公家と言えば、自分の血族を大事にする家柄だって魔界でも有名だったんだ。でも、エゴラス様は自分の家族すらも手にかけて今の地位を手に入れたんだよ」

　ベラーシュは乱暴に自分の頭を掻きながら、当時の事件を思い出しているようだった。

「しかもその事件があった日は、確か先代べラス大公様が懇意にしていた臣下たちを集めて祝宴を開いていたんだったかな？　目的はエゴラス様を次期当主として臣下たちに紹介するためだったと思う。いわゆる、お披露目だね。そんなめでたい日に、エゴラス様は自分の意に添わぬ両親、客として招かれた臣下一族、屋敷内の使用人も含めて皆殺し……そうしてついた異名が『一族殺しの惨殺大公』――」

　鋭い風切りの音がレイニーの鼻先を掠めた。背中を預けていた壁に丹念に磨き上げられた刀身が生える。

「ひぃっ!?」

「ベラーシュ！　貴様、訓練中に無駄話をするな！」

　ベラーシュの頭を狙って飛んできた剣の方角を目で追うと、殺気剥き出しの形相でこちらを睨みつけてくるカルティスがいた。あ、見るんじゃなかった。

「あっぶな～……カルティス様、今のは俺じゃなきゃ避けられずに串刺しでしたよ？」

　首を横に倒したまま、へらっと笑うベラーシュ。周囲の兵士たちがどよめき、中には拍手を送っている者までいる。仮にも隊長の身分であるだけに、彼の身体能力や動体視力は並外れているのだろう。

　いや、それはそれとして感心している場合か。

「それは残念だ。貴様の軽口を封じる機会を逸したと思えばなんとも口惜しい……」

　カルティスはベラーシュと会話しながらも、突っ込んできた部下をあっさり地面に叩き伏せた上、部下の剣をあっさり奪っている。カルティスの目が全然笑っていない。

「ベラーシュ、貴様もさっさと来い。私自らその態度、叩き直してやろう」

「えぇ～、俺ちゃんと訓練でやることやってますよ～」

　ベラーシュは文句を言いつつ、カルティスが投げた剣を壁から引き抜く。そうしてぐちぐち文句を言いながら、カルティスの方へと駆けていった。

　残されたレイニーはカルティスとベラーシュの打ち合いを遠目に、先程ベラーシュが話していた内容を考えていた。

　出会った当初、レイニーを殺そうとしたエゴラスの冷たい眼差しを思い出す。

「エゴラスさんが冷徹なのは、最初からわかっていたことよ」

　実際、レイニーはあの屋敷に降り立った瞬間、エゴラスに殺されかけている。そんなエゴラスがベラーシュの話す、一族の虐殺をしたと言われても納得できる。

「そんなの、わかってる……」

　最近、レイニーの前で笑うエゴラスを見ていると忘れそうになる。

　エゴラスとて本当は、誰彼構わず殺したりするような悪魔ではないのではないか。

　無意識のうちに、そう信じたくなっている自分がいるのかもしれない。

「しっかりしなさい。レイニー・アナベル。私は何としてでもこの魔界で生き残るの」

　幸い、ガトリアークの一件で新たな薬を開発し、実力を証明してエゴラスの信頼を勝ち得たのは大きい。このままエゴラスの要求を叶えつつ、いつかエゴラスのもとを逃げ出す算段を整えること。レイニーはただ、それだけに集中すればいい。

　自分にそう言い聞かせる度に、レイニーの気持ちは沈んでいく。

　結局、訓練が終わってカルティスがレイニーを屋敷に送り届けるまで、ベラーシュの話が頭から離れなかった。
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「――い、おい！　聞いているのか？」

　エゴラスの呼びかけに、レイニーはハッと我に返った。弾かれたように顔を上げると、長テーブルのはるか先でエゴラスが怪訝そうに眉を寄せている。

「あ、すみません。ぼーっとしていて……」

　レイニーは止まっていた手を再び動かし、切り分けた肉を口へと運ぶ。おかしなことに、今日はあまり美味しいと感じない。事務的に口の中の物を咀嚼していると、エゴラスがカトラリーを置いた。

「怪我の具合がよくないのか？　まさか演習場でカルティスに何かされたのか？」

　エゴラスの言葉に、レイニーは自分の心臓が跳ねる思いだった。

　まさか本人を前に、あなたが家族を殺したという話を聞いたとは言えない。

「怪我はもう平気です。痕も残ってないですし」

　レイニーは軽く右手を掲げると、エゴラスに笑いかけた。

　ガトリアークの蔦に締め上げられた傷は一週間もするとだいぶ薄くなっていった。今では目を凝らして見なければわからないほどである。それは毎回、傷の確認だと言ってレイニーの背中に薬を塗ってくれているエゴラスが一番よくわかっているはずだ。

「その割に、食事が進んでいないようだが？」

　エゴラスの視線が、レイニーの前に並べられた料理へと移る。普段ならば美味しい料理をすぐさま平らげているレイニーだが、今日は半分も残っている。

「少し食欲がないだけですよ。最近、夜になると嫌な夢を見るせいもあって、あまり眠れていないのかもしれません」

　魔界に来たばかりの頃は疲労から沈むように深い眠りにつくことができた。しかし、レイニーが屋敷を抜け出したあの日以来、たびたび悪夢にうなされるようになった。

　夢の内容はだいたい決まって二通り。

　魔界へ降り立つまでの間に体験した教会に追われる夢と、エゴラスに殺される夢。

　自分はけっこう神経が図太い方だと思っていた。しかしここ最近では、魔界の生活に慣れてきたせいか夢で嫌なことを思い出すようになってきたのかもしれない。

　そのため、ここ数日はヒツジが部屋を出ていった後に、香を焚いている。たいていはそれで安心して眠れるのだが、ひどい時は自分で調合した睡眠薬を服用しなければならないほどだ。あまり多く服用して依存症になることは避けたいが、睡眠がとれないほうが体にくる。

　特にレイニーは生き残りをかけた備えを進めなくてはならない。

　体調を崩している暇はなかった。

「嫌な夢……」

　エゴラスがか細い声で呟くのが耳に届く。レイニーは顔を上げてエゴラスを見た。

　深刻な表情で何事かを考え込んでいるエゴラスの目元にはひどい隈がこびりついている。

　もしや、彼も眠れていないのだろうか。

　同調魔法は互いの感覚を共有する。

「エゴラスさん、最後に眠ったのはいつですか？」

　レイニーが尋ねると、エゴラスは途端に口ごもった。そこでレイニーは確信する。

　最近の悪夢の原因はレイニーではなく、エゴラスにあるのではないか。

　レイニーは椅子を蹴倒す勢いで立ち上がる。つかつかとエゴラスの傍へ歩み寄った。

「なっ！　おい、貴様！　食事中だぞ！」

「少し顔を見せてください！」

　レイニーは有無を言わさず、エゴラスの両頬を手で包み、彼の顔を覗き込む。エゴラスの紫暗色の双眸は目元の隈がひどいせいで生気が乏しかった。遠目では気づかなかったが、充血もしている。

「隈がひどいなって思ってはいましたが、肌も荒れていますね。唇もかさついている」

　レイニーが親指の腹でエゴラスの隈をそっと撫でる。

　すると、エゴラスの頬がみるみる赤みを帯びていった。

「せっかく綺麗な顔しているのに、これでは病人と変わらないですよ」

「……放っておけ」

　レイニーの手を払い、エゴラスがそっぽを向いた。

「いいえ、放っておくわけにはいきません」

　レイニーはきっぱりとエゴラスに言い返す。

　自分だってこちらが少しでも怪我をすれば過剰なほど反応するではないか。仕返しのつもりではないが、今度はレイニーが同じことをエゴラスにしてやろうと決意する。

「お忘れですか？　私たちは感覚を共有しているんですよ？　あなたが眠れないことで、その悪影響が私にまで及んでいるのだとしたら見過ごすことなどできません！」

「悪魔はそう柔ではない。睡眠などとらずとも、やっていける」

　エゴラスは口元をナプキンで拭くと、眉間のしわを深めた。

「私が困るんです！　原因がわかったのなら、それを取り除く！　そうすればエゴラスさんとしても利益に繋がるんですから、試してみましょう！」

「不要だ！　そんなもの！　たかだか眠れんだけで、死ぬわけでもない！」

　エゴラスは頑なにレイニーの言葉を跳ねのける。普段から頑固なところはあるが、ここまでひどいことはなかった。ましてや今まで、エゴラスはレイニーの体調に影響が出るような問題を野放しにしてきたことはない。レイニーが紙で指を切った時でさえ、エゴラスは書庫にあった本全てに不干渉魔法を施して対策したほどなのだ。

「ダメです」

「しつこいぞ。私が問題ないと言っている。であれば、貴様が案ずることはない」

　何故自分のことに対してはここまで頑なに他者の心配を跳ねのけるのか。

　レイニーは苛立ちからムキになっていった。エゴラスの腕を掴むと、彼を引っ張り上げる。

「お、おい！　何をする！　どこへ連れていこうと……」

「あなたの寝室です。今のあなたに必要なのは睡眠です！　あなたがそうやって意固地になって徹夜しつづけると、私までそのうちまいっちゃいます！」

　レイニーはエゴラスを引っ張りながら食堂を出てエントランスの階段を上る。

　そこで畳んだシーツの束を抱えたヒツジと出くわした。

「レイニー様、旦那様、いかがなさいましたか？」

「ヒツジ、エゴラスさんの寝床を整えてください。休ませます」

　目を丸くしたヒツジに、レイニーが要点だけを告げる。

「すでにご用意は整っております。こちらです」

　状況を理解したヒツジの対応は迅速だった。

　レイニーが案内を求める前から、ヒツジはレイニーをエゴラスの寝室へと先導する。腕を引っ張られているエゴラスが何か文句を言っていたが、レイニーは全て無視した。

　ヒツジがエゴラスの寝室の扉を開くと、レイニーはエゴラスの腕を引いて中へと入った。

「ほら、楽な服装に着替えて横になってください」

　レイニーはエゴラスをベッドの上に座らせると、いったん部屋を出ていこうとする。そんなレイニーの腕を、今度はエゴラスが引いた。

「無駄だ……どうしたって、私は眠ることができない」

　そう呟くエゴラスは、普段の堂々とした佇まいが嘘かと思えるほどに弱々しい。不安そうに目を泳がせ、俯く顔は強張っている。

「何か、あったんですか？」

　レイニーはエゴラスの両手をそっと取ると、床に膝をついてエゴラスの顔を見上げた。

「二百年前から、ずっとこんな調子なんだ。目を閉じると、昔の情景を思い出す。そうなってはもう、眠気すら起きない」

　二百年前というと、エゴラスが家族や臣下を殺して当主になった頃ではないか。

　レイニーは怖気づく自分を内心で叱咤しながら、エゴラスに笑いかけた。

「夜、眠れない時はどうやって眠ろうとしましたか？　例えば、寝具を新調してみたとか、誰かに子守歌を歌ってもらったとか」

「特に……記憶にないな」

　頭を振るエゴラスに、レイニーは悩んだ。エゴラスの生真面目さはきっと今も昔も変わらないだろう。彼が他人に甘えて眠っていたとはレイニーも想像できなかった。

「わかりました。では、私のやり方で色々試してみましょう」

「試す？」

　レイニーは立ち上がると、扉の近くで成り行きを見守っていたヒツジに声をかけた。

「私の部屋から香炉を持ってきてくれる？　あとは薬棚の三段目右側に置かれた薄水色の薬瓶と、二段目中央の奥に並べた薄紫の薬瓶もお願い」

「かしこまりました。旦那様、寝間着はこちらにございます」

　ヒツジは長椅子に畳んで置かれている衣服を示すと、レイニーの部屋に香炉と薬瓶を取りに出ていった。

「ちなみに、湯浴みはもう済ませました？」

「ああ」

　レイニーの質問に、エゴラスはやや戸惑った様子で頷く。

「じゃあひとまず着替えてください。部屋の外にいますので、準備ができたら呼んでください」

　腕を掴むエゴラスに言い聞かせると、レイニーはいったんエゴラスの寝室から出た。

　しばらくして中からエゴラスが声をかけてきたので、レイニーは再びエゴラスの寝室にお邪魔する。

　エゴラスは普段のかっちりした服装から、ゆったりとしたテリークロスに身を包んでいた。落ち着かないのか、苦い顔をしている。

「なんか新鮮ですね」

「嫌味か」

「ただの感想ですよ」

「レイニー様、お持ちいたしました」

　ヒツジが香炉と薬瓶を持ってきてくれた。レイニーはベッドサイドに香炉を置くと、薄紫色の液体が入った薬瓶をエゴラスに見せる。

「これは私が好きな香りなんですけど、エゴラスさんの家の庭に咲いていたあの小柄な花から抽出したものです。カルデリーアってリラックス効果が抜群なんですよ」

　カルデリーアは他の花に比べて後に残らない爽やかな香りが特徴だ。そのため、甘ったるい香りだと気分の悪くなるレイニーはこの香をひどく重宝している。

　レイニーから差し出された薬瓶の蓋を開け、エゴラスは鼻を近づける。

「……貴様の匂いがする」

　エゴラスの表情がスッと和らいだ。

　対して、レイニーは自分の頬に熱が集まるのを自覚した。

「変な言い方するのやめてください！　眠れない時に焚くので、どうしても匂いが移るんです！」

「？　何を怒っている？」

　無意識の発言だったのか。

　エゴラスは顔を赤らめるレイニーを怪訝そうに見つめ返してくる。

「とにかく、今日はこれを焚きます。もし苦手だったり、好みの香りがあれば言ってください。後日、調香するので」

　レイニーはエゴラスから薬瓶をひったくると、香炉に注いで魔力を注ぎ込む。すると、細い煙がゆっくりと立ち上った。爽やかな香りがエゴラスの室内に満ちる。

「悪くない」

　エゴラスは穏やかな表情で頷いている。レイニーは残った水色の薬瓶を差し出した。

「香だけで眠れない場合はこっちを服用してください」

「それは……？」

「睡眠薬です。私も、香だけではどうしても寝付けない時にだけ服用しています。だいたい一滴分が目安です。そこから量を減らしたり増やしたりするんです」

「せっかくだが、そちらは遠慮する」

　エゴラスはしばし考え込むように黙った後、ふるふると首を横に振った。

「貴様の薬に対する不信感ではない。私の立場の問題だ」

「わかりました」

　レイニーも睡眠薬の方はすぐさま引っ込める。

「さ、とりあえず……布団に潜って横になってください。ゆっくり深呼吸を繰り返せば、そのうち気持ちが和らぎますよ」

「そうか。ヒツジ、後のことは任せた。私はこのまま休む」

「承知いたしました。おやすみなさいませ」

　エゴラスの言葉に、何故かヒツジは涙ぐんでいる。

　一礼すると、エゴラスの衣服を持って部屋を辞した。

「じゃあ、私もこの辺で――」

「貴様は残れ」

「はい!?」

　レイニーも立ち上がりかけると、すかさずエゴラスの手がレイニーの手首を掴んだ。

「貴様は患者を放置するつもりか？　何より、本当にこんなもので私が眠れるのか。検証するのが貴様の役目だろう？」

「うっ……はいはい。では、私はそこのソファで眠りますので、何かあったら声をかけてください」

「それだと貴様が休めんだろう。先程、貴様も話していたが我らは感覚を共有しているのだ」

「じゃあ、ヒツジに言って床に布団を敷いてもらって――」

「そんな手間は不要だ。私の寝台は広い。ここで眠ればいいだろう」

　駄々っ子か、とレイニーは思わず呆れる。

「あの、私、一応女なんですけど？」

「何を当然のことを言っている？」

　念のため、指摘したレイニーに、エゴラスは平然と頷いた。

　どうやらエゴラスにとってレイニーは「異性」として意識されていないようだ。

　レイニーは無性に腹が立った。気遣う自分が馬鹿らしく思えてくる。

「はいはい、そうですか！　わかっているならこれ以上は何も言いません。言っときますけど、私、寝相が悪いので蹴とばしても文句は受け付けませんからね」

　レイニーはエゴラスに断りを入れると、寝そべる彼の傍に潜り込んだ。

　エゴラスに背を向ける形で丸くなる。

「参考までに聞きたいんですけど、夜眠れなくなってから今まで一体どう過ごしていたんです？」

「だいたいは書類のチェックにあてていたな」

「……そりゃ眠れなくなるわけだ」

　どこまで仕事に生きているのだ、この悪魔は……真面目にも程がある。

「でも、意外でした。エゴラスさんが悪夢で眠れないなんて。案外、可愛いところもあるんですね」

「貴様、私を馬鹿にしているだろう？」

「いえいえ、そんなことはありませんよぉ～」

　レイニーは欠伸を噛み殺しながら、必死にエゴラスの話に相槌を打つ。

　いけない。香炉の香りをかいでいると、条件反射で眠くなってきた。

　レイニーの耳に届く、エゴラスの声がどんどん遠くなっていく。

　不鮮明な視界がぐらぐらと揺れ、最後は暗い闇に閉ざされた。
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　深いまどろみから意識が浮き上がる。僅かな身じろぎとともに目を開けると、カーテンの向こう側でだいぶ高く昇った太陽を見た。

　エゴラスは視線を自分の腕の中で丸まっているレイニーに向ける。

　結局、レイニーはエゴラスよりも早く意識を手放してしまった。そんな彼女がベッドから落ちそうになったのを、エゴラスは咄嗟にこうして抱きしめて防いだことまでは覚えている。

　そこで私も眠ってしまったのか？　あり得ない……。

　すでに香炉からは立ち上っていた煙が消えている。朝の森林が放つ清々しい香りが室内に満ちていた。

　エゴラスは眠るレイニーの赤髪をそっと撫でる。

　癖はあるが、柔らかい彼女の髪に鼻を埋めた。
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「この私が、熟睡するとは……」

　おかげで気分がいい。

　何より、こうして自分の腕の中で眠るレイニーの体温がひどく心地よかった。

「気に食わんが……認めざるを得んか」

　エゴラスがレイニーの前髪をそっとかき分け、無防備に眠るその顔に微笑みかける。

　そのまま、そっとレイニーの額に唇を押し付けた。

「貴様と出会ってからというもの、自分の心すら思い通りにいかんな」

　そうこぼしたエゴラスの表情は、どこか嬉しそうでもあった。

「ん……」

　レイニーが小さな呻き声を上げて身じろぎする。

　瞼が徐々に開くと、ぼんやりとした翡翠色の瞳がエゴラスを見つめる。

「やっと起きたか」

「っ!?　朝!?　嘘っ!?」

　がばっと身を起こしたレイニーが窓の外を振り向き、青ざめている。遅れて、自分がエゴラスに抱きしめられていたことを思い出し、今度は顔を真っ赤にして意味を成さない言葉を叫んでいた。

　朝から騒々しいやつだな、とエゴラスはどこか他人事のように顔色をころころ変えるレイニーをにやにやと見つめていた。

「あの、まさか……一晩中起きていました？」

　レイニーはおずおずとエゴラスに問いかける。

　こちらの顔色を窺う様に、エゴラスの嗜虐心がふつふつと沸き起こる。

「ふんっ、まさか貴様の寝顔を一晩中眺める羽目になるとは思わなかったな」

「いやいや、叩き起こしてくださいよ！　つまり、あの香は失敗だったんですか!?」

　エゴラスはちらりと香炉を一瞥する。

「ああ、香の方はあまり効果がなかったようだ」

　エゴラスは意地の悪い笑みを浮かべると、レイニーの手をとった。

「だが、貴様が抱き枕になってくれたおかげでぐっすりと眠ることができた。なかなか悪くなかったぞ」

　呆然とこちらを見下ろすレイニーの手の甲に、エゴラスはそっと唇を添える。

「いや、抱き枕って……」

　嫌そうに顔をしかめるレイニーに、エゴラスも身を起こして彼女の肩を掴んで引き寄せた。

「よし、本日をもって貴様にこの私の『抱き枕』という名誉ある役割を与える。今後ともその務めを果たせ」

「いやいやいやいや、普通に抱き枕誂えてくださいよ！　何ですかその嫌すぎる役割は！」

　顔を真っ赤にしながら首を激しく横に振るレイニーの顎に手をかけ、その顔を覗き込む。

「安心しろ、ちゃんと報酬もやる。このべラスで流通する通貨と、貴様が欲する薬の材料でどうだ？」

「で、でも……」

　エゴラスの提示した条件がかなり魅力的だったようだ。

　迷うように目を彷徨わせるレイニーに、エゴラスは決定打を下す。

「貴様と私は一心同体。私がまた夜に眠ることができなくなれば、困るのは貴様だぞ？」

　そう言うと、レイニーは口をはくはくと動かすばかりで言葉を失った。やがて諦めた様子で項垂れ、ぶつぶつと怨み言を呟いている。

　そんなレイニーをエゴラスは楽しげに眺めていた。

　今度から、どんな表情を私に見せるか楽しみだな。

　この時、エゴラスは初めて、同調魔法の効果に感謝した。

　エゴラスとレイニーが遅れて食堂に姿を現したところ、ヒツジが何を勘違いしたのか、朝から上等なワインを開けていた。

　それを見てエゴラスはこみ上げる笑いを我慢できなかった。

















四、魔法が解けて












「レイニーちゃんって、旦那様の恋人？」

　レイニーは噛んでいた野草を思わず噴き出した。

　ベラス大公三軍の演習場の周囲に広がる畑にて、レイニーはベラーシュを護衛に、新薬開発と情報収集に励んでいた。もっとも、傍目からは畑にしゃがみ込んで草をかじっているだけのようにしか見えない。

　こうして軍の演習場までは自由に出入りできるようになったのは、カルティスや彼が選抜した護衛が傍にいることを条件にエゴラスが許可したからだ。

　以前なら神経質なほど「屋敷の外に出るなど許さん」の一点張りだったのに、ここ最近のエゴラスは悪魔ひとが変わったのかと思われるほど寛大だ。

　それもこれもここ一週間、エゴラスが夜になると眠るようになったためだろう。日に日につやつやと顔色がよくなるエゴラスがいる一方で、レイニーはもう生きた心地がしない。

　もしかして、私が屋敷を抜け出したことを未だに根に持っていて、それを阻止するつもりだったんじゃない？

　レイニーはエゴラスにがっちりと抱きしめられる度、悔しさで一週間前の自分を叱ってやりたかった。

　人の気遣いを逆手に取るなんて、あの腹黒悪魔め。

　レイニーの怒りと悔しさは常にエゴラスの思惑とずれたところに向いていった。

「大丈夫？　んで、実際のところどうなの？」

　ベラーシュが咳き込むレイニーに水の入った容器を差し出す。

　レイニーは礼の言葉とともに水を一気に飲み干した。

「恋人なんかじゃないです！　そもそも、そんな根も葉もない話どっから出たんですか！」

「いや、なんかカルティス様がレイニーちゃんのこと、以前より丁寧に扱っているからさ。あー、とうとう旦那様が手を出したんだなって」

「出されてたまるか！」

　レイニーは空の容器をベラーシュに投げつける。

　ベラーシュは難なく飛んできた容器を片手で受け止めた。

　誤解の発端はカルティスが、早朝にエゴラスの執務室を訪れたせいであった。なんでも軍の編成について急ぎ相談したいということだった。

　不眠症の主が常に執務室に籠っていることを知っているカルティスは、普段通り執務室の扉をノックして訪いを告げた。

「寝室で休んでいた。報告はこちらで受ける」

　エゴラスはあろうことか、カルティスを寝室に呼んだのだ。

　レイニーが声にならない叫びをあげたのは言うまでもない。

「旦那様？　どこか具合でも悪いのですか？」

　戸惑いがちに寝室を覗いたカルティスと、咄嗟に身を隠すことができずにその場で固まっていたレイニーはしばし無言で見つめ合った。

　エゴラスはというと、固まっているカルティスとレイニーを見た途端、ひどく上機嫌に笑っていた。それがまた、悪戯が成功した子どものように楽しげなものだから腹立たしい。

「それで？　急ぎの用件なのだろう？」

　必死に言い訳を考えていたレイニーを余所に、エゴラスは平然とカルティスに報告を促す。結局、カルティスもそのままエゴラスに報告を始めてしまい、レイニーはカルティスの誤解を解く機会を失ったのだった。

　そして、こうして軍の演習場に足を運んだのは、エゴラスがカルティスとともに直接軍の編成と訓練の様子を視察すると決まったからである。

　二人が話し合っている間、レイニーは暇になるので近くの畑にいると演習場を出てきたのだ。あの場に居づらかったこともある。

　それで気を利かせたカルティスがベラーシュを護衛としてつけてくれたのだ。

「あははは！　抱き枕……あははは！」

　レイニーはベラーシュの誤解を解くべく、エゴラスの不眠症の治療の一環であることを説明した。すると案の定、彼は全身を痙攣させて笑い転げている。

　どうでもいいが、この悪魔のツボは浅いのか？　いつか笑い過ぎて死ぬ気がする。

「あー、笑った。でもそっかぁ、旦那様の雰囲気がなぁんか柔らかくなったなぁって思っていたけど、レイニーちゃんが原因だったわけね」

「エゴラスさんが柔らかくなった～？　むしろ以前よりも性格の悪さが際立っていますけど！　あの堅物大公は堅物腹黒大公へと進化したんです！」

　最近ではことあるごとにレイニーにつきまとってくる。レイニーがエゴラスに黙って魔法の練習をしようとするものなら、先回りをして妨害してくることが格段に増えた。

　しかも当人はそれを臆面もなく「貴様が慌てふためくさまは見ていて愉快だ」とまで言ってのける始末。レイニーとしては苛立ちから気がおかしくなってしまいそうだった。

「ふぅーん……随分と執心してるんだねぇ」

　ベラーシュはニッと口元に笑みを浮かべた。その双眸が、どう猛な獣のような輝きを宿す。

「やっぱりレイニーちゃんは只者じゃないねぇ。ねぇねぇ、旦那様に気に入られる方法、俺にも教えてよ！」

「いや、エゴラスさんはちゃんと実力や成果を見せれば褒賞をくれますよ？」

　かくいうレイニーがここ一週間、嫌々ながらエゴラスの抱き枕を引き受けているのはちゃんとエゴラスが代価を支払ってくれているためだ。

　魔界においても稀少だと言われている薬の素材を惜しげもなく与えてくれていなければ、レイニーとてエゴラスの添い寝など死んでもごめんである。

「それにしたって、本当、どうにかしてほしいですよ」

　レイニーは盛大なため息を吐き出す。

　あの逞しい腕に抱きしめられていると変な気分になってくるのだ。

　レイニーとて、必死に「これは治療だ」と自分に言い聞かせているものの、エゴラスの腕の中にいるとどうしようもなく安心するのだ。

　母を亡くして以来、ああして誰かと寄り添って眠るなんてことはなかったから、人恋しさに甘えているだけかもしれない。そうでなければ、自分を殺そうとした悪魔の腕の中で安心して眠るなどおかしいとレイニーは己に言い聞かせていた。

「まぁでも、旦那様はレイニーちゃんに甘いと思うよぉ～。いっそ、このまま大公妃の地位を狙ってみたらどう？　旦那様、すごくモテるのに、未だ独り身なんだ。レイニーちゃんならいけるって」

「お断りします！」

　レイニーは自分の頬に集まる熱を振り払うように、畑に生えていた作物の葉をちぎっては噛みつく。

「どうして～？　あ、やっぱり『一族殺しの惨殺大公』相手だと怖い？」

　ベラーシュのねっとりした声音が、レイニーの動きを止めた。ベラーシュがレイニーの傍に近づいてくると、そっと耳元で囁く。

「やっぱ気になるよねぇ～。旦那様は血の繋がった家族すら手にかけてしまう悪魔だから、いつ殺されちゃうかわからないし」

　ベラーシュの口元に笑みが宿る。

「ねぇ、レイニーちゃん。もしよければ、俺が助けてあげようか？」

「え？　助けるって……？」

　ベラーシュの言葉に、レイニーは思わず彼を振り向いた。

　思いのほか近くにあったベラーシュの顔に驚き、咄嗟に身を引く。

「その短剣におまじないかけてあげる。まぁ、守りの魔法だから一回きりだけど」

　ベラーシュがレイニーの腰にさしてある短剣を示し、レイニーが何か答える前に手で触れた。淡い光が短剣を包み込んだ。

「これでよし。レイニーちゃんってさ、旦那様のことすごく恐れているでしょ？　喩えるなら、弱みを握られて逃げるに逃げられない獲物ってところかな？」

　レイニーは咄嗟に息を呑んだ。

　ベラーシュは同調魔法のことを知らないはず。ならば、レイニーとエゴラスとの間に漂う雰囲気からカマをかけてきたのだろうか。どちらにせよ、レイニーの勘が「ベラーシュの質問に答えるのは危険だ」と囁く。

　こういう問いには、慎重に対応しないと。

「別にそんなんじゃないですよ。私みたいなのが珍しいから、可愛がってくれているんじゃないですか？」

　レイニーは何でもないと言った調子で笑い飛ばす。

「うーん、そうかねぇ～？」

　ベラーシュもこちらを探るように眺めてくる。

「何をしている？」

　必死に適当な話題を考えていたレイニーの耳に、エゴラスの不機嫌な声が届いた。

　ベラーシュとともに振り向けば、険しい顔でこちらを睨むエゴラスと、苦い顔で傍に控えるカルティスの姿があった。

「用事は終わったんですか？」

「ああ。屋敷に戻るぞ」

　エゴラスはベラーシュを睨むと、レイニーの腕を引いて屋敷の方へ歩みを進める。

「レイニーちゃん！」

　早足で立ち去るエゴラスとレイニーに、ベラーシュが呼び掛けてくる。

　レイニーが顔だけ振り向くと、ベラーシュが歯を見せながら笑いかけてきた。

「いつでも相談に乗るからね～！」

　手を振ってきた彼に会釈で応え、レイニーはエゴラスに引きずられるようにして屋敷に戻った。
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　レイニーは久しぶりに書庫へと足を運んだ。

　エゴラスはカルティスとともに演習場に出かけており、レイニーはまたしばらく屋敷から出るなと厳命されている。

「最近、領内の魔獣が凶暴化して暴れ回っている」

　三日前、エゴラスはレイニーとの食事の席でそう切り出した。最近、やけにカルティスが頻繁にエゴラスのもとを訪れていると思ったら、そうした事情があったわけだ。

「貴様がガトリアークから作った魔獣除けの薬のおかげで被害はまだそこまで大きくはない。しかし、魔獣の出没範囲が少しずつ広がっている。用心するように」

　あまりに深刻な表情で告げられては、レイニーとしても今回ばかりは屋敷で大人しくしていようと思う。屋敷の外に出られない分、レイニーは再び書庫に通い詰める毎日であった。

「でも、この辺はもう読んじゃったのよね……」

　もう少し、奥の方の書籍にも手を伸ばしてみよう。

　レイニーは突き当たりにある薄暗い本棚の区画に足を運ぶ。そうして目の前の本を引き出そうとした。本は棚に引っかかって止まり、棚の後ろからガコンッと重い何かが落ちる音がした。

「何？」

　レイニーは驚いて咄嗟に手を引っ込める。

　目の前の本棚が僅かにずれた。咄嗟に外れた棚板を支える。

　どうやら棚板を奥に動かせるようだ。

「可動式書架……」

　よく貴族の屋敷や教会の書庫には、襲撃や暗殺に備えて隠し通路が設けられていると聞いたことがある。

　考えてみればエゴラスもかなり位の高い立場にある。隠し部屋や通路の一つや二つ、設置していてもおかしな話ではない。

「これ、私が危険に晒された時にも使えるかも」

　レイニーは好奇心に負けて本棚の棚板を奥へと押し込む。本棚の裏は空洞になっており、地下へと続く階段を隠すように本棚が設置されていた。レイニーは本棚の二段目、一段目も同じように押し込み、壁の隙間にはめ込んで固定していく。

　人ひとりが通れる入り口を確保したら、レイニーは壁に片手をついてゆっくりと階段を下りていく。階段を下りきると、目の前に扉が現れた。鉄製だが、鍵がかかっている様子はない。レイニーは両手で扉を押す。

「ふんぬぅ～っ！」

　両足を踏ん張り、力の限り押し続ける。やがて鉄扉が軋んだ音を立てて動き出す。ずりずりと床をこすり、ようやくレイニー一人が通れるくらいの隙間ができた。

　レイニーは隙間から中へと滑り込み、目の前に広がった光景に呆然と立ち尽くした。

「何……これ？」

　隠し部屋はまるで子ども部屋のようだった。埃をかぶってはいたが、玩具や絵本、子ども用の衣服や家具が並べられている。壁には三人の家族らしき人々の肖像画がかけられていた。

「これ、エゴラスさん？」

　男性の方はエゴラスにそっくりな容姿をしている。しかし、エゴラスと違い、目元が柔らかい優しそうな面立ちだ。そんな男性に寄り添うようにして幼い男の子を膝に乗せている女性は奥さんだろうか。エゴラスと同じ紫暗色の双眸が美しい、優しそうな女性だ。そんな両親に挟まれ、弾けんばかりの笑顔を向けている男の子の顔から、レイニーは目が離せなくなった。

　肖像画に釘付けになっていたせいで、背後から近づく足音に気づくのが遅れた。






「貴様、ここで何をしている！」






　怒声に振り返ると、エゴラスが牙を剥き出してこちらを睨んできた。その形相は初めて出会った時の怒りとも違う。普段の理性を全て取り払った獣じみた怒りだった。

「え、エゴラスさん」

「ここはお前の興味を引くようなものは何もない！」

　エゴラスの剣幕を前に、レイニーは足がすくんでしまう。エゴラスは大またでこちらへ歩み寄ると、レイニーの腕を乱暴に掴んだ。レイニーは痛みに顔を顰める。

「か、勝手に入ってしまったことは謝ります！　出ていきますから離して――」

「結局貴様も、どこぞの家から差し向けられた密偵か！」

　エゴラスはレイニーの腕を引き、床へと放り出す。受け身も取れずに床に転がったレイニーはぶつけた頬や肩を押さえてうずくまった。

「答えろ！　誰の差し金だ！　私の屋敷に忍び込んだ目的は何だ!?　また、私の暗殺か？」

　レイニーが身を起こす前に、エゴラスが上から覆いかぶさってくる。レイニーの胸倉を掴むと、エゴラスは怯えるレイニーの顔を覗き込んで詰問した。

「……どうして」

　レイニーは震える手を伸ばし、そっとエゴラスの頬に触れる。

　己の頬を撫でるレイニーの手を、エゴラスは振り払わなかった。

「どうして、そんなに泣きそうな顔をしているんですか？」

　乱暴されているのはレイニーの方なのに、エゴラスの方がひどく苦しそうな顔をしている。このまま、泣き出してしまうのではないかとさえ思えた。

「うるさい……貴様の目的を吐け！」

　エゴラスはレイニーの手首を掴むと、そのまま床に押さえ込む。

「二百年前のように、私を殺そうとでも思ったか？　わざわざ人間を刺客に寄越すなど、随分と手が込んでいるものだ！　貴様をこの魔界に召喚したのはどこの家の悪魔だ！」

「っ!?」

　エゴラスは、私が魔界の外から来たことを知っていたんだ。

「同調魔法などとわけのわからんふざけた魔法までかけて……暗殺ができないならせめて意のままに操ろうという魂胆か？」

「ち、違います！　私は自分の意思で魔界に逃げてきたんです！」

　誤解されたままだとまずい。身の危険を感じたレイニーは必死に訴えた。

「はっ！　貴様にその意図がなくとも、結果として貴様は私の最大の弱みとなった！　奴らは貴様さえ始末すれば、私すらも消し去ることができる！　貴様がしきりにこの屋敷から外へ出ようとするのも、同調魔法が解ける前に私から逃れるためではないのか！」

　エゴラスの左手がレイニーの首筋にかかる。力が入っていないため、苦しくはない。しかし、レイニーの胸は今にも張り裂けそうだった。

「私の両親を操り、私を殺そうとしたような連中の傀儡になど成り果てるくらいなら、いっそ貴様を殺してともに命を絶った方がマシだ！」

「やめっ……てって言っているでしょうがっ！　こっちの話も聞け！　この頑固者！」

「むっ!?」

　レイニーは必死にエゴラスの身体を押しのけると、その額に頭突きを食らわせる。くらっと目の前が揺れ、激しい痛みに意識が遠のく。

「この、石頭……」

　レイニーはエゴラスに毒づきながら、あっさり意識を手放した。
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　額に冷たい何かが置かれる。レイニーは軽く頭を動かすと、ゆっくりと目を開いた。

「ようやく目が覚めたか？」

　エゴラスの呆れ顔が、こちらを覗き込んできた。

「うわぁっ！　早まらないでください！」

　気絶する前のやり取りを思い出し、レイニーが慌てて身を起こそうとする。

「落ち着け！　せっかく手当てしてやったというのに、また怪我でもしたらどうする！」

　エゴラスがすかさずレイニーの額を押さえる。痛みのせいでレイニーの口からうめき声がもれた。レイニーの頭は渋々エゴラスの膝上に逆戻りした。

「うぅ、この石頭ぁ……」

「私とて貴様のせいでこぶができたんだ。痛み分けだろう」

　エゴラスは自分の前髪を掻き上げる。彼が言うようにそこはひどく腫れ上がっていた。どうやら、エゴラスはいつもの冷静さを取り戻したようだ。

　今なら、こちらの話を聞いてもらえるだろうか。

「私、エゴラスさんと出会った日、追われていたんです」

　エゴラスの手が、レイニーの額をそっと撫でる。

　まるで話の先を促されているような気がした。

「私の住んでいた世界では、魔力のある人間は異端視されていて、見つけ次第火あぶりに処されてしまうんです」

　エゴラスは黙ってレイニーの話に耳を傾けていた。

「あの日、私は教会……人間の世界で言う、魔力を持つ人間を見つけ出して裁く役目を担っている組織があるんですけど、彼らに追われていたんです。それで、崖っぷちまで追い詰められて、どうせ捕まって処刑されるくらいならって、母から譲り受けた転移魔法を発動させて崖から身投げしたんです」

　そうして、気付くとエゴラスの屋敷の中にいたのだ。

　魔界で初めて出会ったのも、話をしたのもエゴラスが最初だった。

「同調魔法は、本当に事故だったんです。私だって、生き残るのに必死で……周りのことなんか見回す余裕すらなかったんです。そんな私に、エゴラスさんをどうこうする気はありません」

　むしろこの場から逃げられるなら全力で逃げたいです、という本音は胸の内にだけ留めた。

「黙っていて、すみませんでした」

　レイニーが恐る恐るエゴラスを見上げる。すると、レイニーの額を撫でていたエゴラスがため息をついた。

「いや、今回は私にも非がある。私の立場は何かと恨みを買うからな。気が立ってしまっていた」

　エゴラスの手がレイニーの頬に伸びた。エゴラスに触れられた箇所が熱を帯びたように赤らむ。恥じらうように目を背けたレイニーの表情を見ると、エゴラスはスッと胸のつかえがとれた気がした。

「この部屋にあるものは全て、子どもの頃に私が使っていたものだ」

　エゴラスは隠し部屋の壁にかけられた肖像画に目を留めると、その表情を曇らせる。

「二百年前のあの日。私は先代のべラス大公家当主より、次期当主として近しい臣下や後援の一族たちにお披露目されるはずだった」

　エゴラスの手がレイニーの手首を掴む。それはレイニーを捕えるためというよりは、エゴラス自身が縋りつくためのようだった。

「宴の席で先代当主が……私の父が突然、宴に招かれた人々を襲い始めたんだ」

　先程、レイニーともみ合っている時も叫んでいた。

「洗脳、ですか？」

　古代の魔女の中には、相手を意のままに操る魔法を得意としていた者もいたと伝承で聞いたことがある。魔女の扱う力が魔界の魔法を元にしているのなら、魔界でも似た魔法があってもおかしなことではない。

「おそらく。それも長い月日をかけて、厳重に施されていったものらしい。傍にいた臣下たちはもちろん、私たち家族もその異変に気付くことができなかった」

　エゴラスはすぐさま近しい臣下と母親によって父親から引き剥がされたという。

　先代当主が魔法によって殺戮人形に成り果てた以上、べラス大公家の未来は幼いエゴラスに託された。

「父上の魔法を弾くには、当主として覚醒する必要があった。母上はまだ幼い私に、覚醒を促す魔法を施した。そして……私を殺そうとする父上を必死で止めていた最中、母上もまた敵の術中に囚われた」

　事切れたエゴラスの父親に代わり、今度は母親がその場に居合わせた臣下たちを八つ裂きにしていった。そうしてその毒牙は愛する息子へと向いた。

「襲い来る母を前に、私は我を失った。……自分がどう抗ったのか、覚えていない。ただ、屋敷が静かになり、気付けば私以外の者は血の海に身を沈めていた。状況からおそらく、私自らが手にかけたのだろう」

「……ひどい」

　エゴラスが歯を食いしばって言葉を切り、レイニーはエゴラスの頬へと手を伸ばした。

　目の前で大切な家族を失ったエゴラスに、その当時の惨状からついた異名が「一族殺しの惨殺大公」だったのか。

「おい、何故貴様が泣いている？」

　エゴラスが驚いた様子でこちらを見下ろしてくる。

　レイニーは自分の目から零れ落ちる涙をどうすることもできなかった。

「なんで、正直に周りにそう話さなかったんですか！」

　誇り高いエゴラスのことだ。きっと誰にも頼ろうとしなかったことだろう。

　いや、当時の彼は誰が敵か味方か判断することができなかったから、頼ることができなかったのかもしれない。それでも、エゴラスが二百年もの間、ベラーシュのような部下たちに誤解されているというのは納得がいかない。

「そりゃ、いくらこちらが事実を話しても全然信じてくれない時もあります！　でも、でも……それで叫ぶのをやめたら、周りから『やっぱりあいつは悪だ』って一方的に断罪されるんです！　そんなの、私、許せないし、納得いかない！」

　涙のせいでエゴラスの顔が見えない。嗚咽を噛み殺すこともできず、レイニーは身を起こすとエゴラスの首に両腕を回して抱き着いた。彼の肩に顔を埋め、子どものように声を上げて泣く。

「ふん、まったく貴様は……随分と泣き虫なのだな」

　エゴラスの手が、レイニーを宥めるように背をさすってきた。

「そろそろ泣き止め。いつもの図太さはどうした？」

　レイニーが泣き止むなり、エゴラスはレイニーをからかった。レイニーの額を冷やしていた布で、そっと目元を拭う。

「感受性豊かと言ってください」

　レイニーはエゴラスから布をひったくると鼻をかんだ。なんだか、泣いたおかげで気分はすっきりした気がする。レイニーが一息つくと、エゴラスの腕に抱き寄せられた。厚い胸板に顔を押し付ける形になり、変な声を上げる。

「まったく貴様というやつは……他人のことを我が事のように感じるかと思いきや、人の気も知らないで興味関心事に首を突っ込む。自分が怪我するのも構わず突っ込んでいくものだから、見ているこちらは片時も目が離せん」

「……あの、喧嘩売ってます？」

　もぞっとエゴラスの胸から顔を放し、レイニーはこちらを見下ろすエゴラスを睨んだ。エゴラスは今まで見たことのないような穏やかな笑みを浮かべている。あまりに優しげに微笑んでくるものだから、レイニーの方が恥ずかしさで固まってしまう。

「何故、魔王様が人間との交流を絶ったのか理解できる」

　エゴラスの目がレイニーの視界いっぱいに広がる。

　互いの吐息を唇に感じるほど、その距離は縮まっていった。

「貴様は私にとって――」

「旦那様！　旦那様！　どちらにおいでですか！」

　遠くでヒツジが叫ぶ声が聞こえる。そのひっ迫した様子に、レイニーは思わず階段の方へ顔を向けた。エゴラスも身を起こすと、あっさりレイニーから離れた。

　二人は急いで書庫へと戻った。

「何事だ」

　エゴラスが顔を覗かせると、ヒツジとベラーシュが駆け寄ってきた。

「申し上げます。べラス大公家領内の各所にて、凶暴化した魔獣の群れが都市や村落を襲撃しています」

　ベラーシュは緊張した面持ちでエゴラスに一礼すると、前口上なしに本題を述べる。

「カルティスは？」

「すでに三軍を率いて討伐隊を編成。陣頭指揮にあたっております。私は旦那様への報告と、屋敷内の警護を任されました」

「魔獣の出現箇所は？」

「こちらに」

　ヒツジが領内の地図を差し出す。レイニーもエゴラスの手元を覗き込んだ。印がつけられた箇所が十か所。比較的広範囲に渡っていることから、群れの大移動とは違うようだ。

「襲撃箇所が多い」

　エゴラスはヒツジに地図を差し戻すと、自室の方へ歩き出す。

「私も出よう。ヒツジ、ベラーシュとともに屋敷の警備に努めろ」

「かしこまりました」

「御意」

　ヒツジとベラーシュが深々と一礼すると、エゴラスはレイニーに声をかけ、ともに執務室に来るよう促した。戸惑いながらもエゴラスの後についていくと、彼は丸めて封印のされた羊皮紙を差し出してきた。

「あ」

「破れば発動するようにしてある。万が一、身の危険が迫ったらこれを使え」

「いただけません。それはむしろ、エゴラスさんの方が持っているべきです」

「私は貴様と違って魔法が使える。むしろ手間だ」

　戸惑うレイニーの手に羊皮紙を握らせると、エゴラスはニッと口角を吊り上げた。

「屋敷で大人しくしていろ。先程は邪魔が入ったからな。私が戻ってきたら話の続きをする。逃げるなよ」

「はい……気を付けて」

　ヒツジが鎧を持って執務室に入ってきた。入れ替わるようにレイニーは執務室を後にする。

　武装したエゴラスを、レイニーとヒツジ、ベラーシュは屋敷の庭から見送った。

　ワイバーンという、翼の生えた蜥蜴のような生き物にまたがったエゴラスの姿はあっという間に空高く舞い上がって見えなくなってしまった。
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　エゴラスが出陣していって三日。

　レイニーはいつになく慌ただしい屋敷内を作業小屋の窓からこっそりと眺めていた。

　エゴラスが不在の間は、ベラーシュとその部下がヒツジとともに屋敷周辺の治安維持に当たっている。今日もヒツジに周囲の状況を報告し、屋敷内でも変わったことがないかと話し込んでいた。

「エゴラスさん、無事かしら……？」

　レイニーは作り立ての薬を詰めた木箱を振り向く。

　さすがに自分ひとりだけ何もせずにいるのは申し訳なさすぎる。しかし、この騒動が収まった後も今までと同じようにこの屋敷で世話になれるかというと、微妙なところだ。

　エゴラスはレイニーが人間であることを知っていた。

　カルティスかベラーシュ辺りに、秘密裡に調べさせていたのだろう。

「私を、二百年前にエゴラスさんの両親を死に追いやった連中が放った刺客だと警戒していたのね」

　まぁ、その誤解は解けたとは思うが、だからといって状況を楽観視することはできなかった。






　――私が戻ってきたら話の続きをする。逃げるなよ。






　エゴラスの言葉が、レイニーの心に重くのしかかる。

「潮時かな……」

　同調魔法は未だに解けずにいるが、それは逆に自分の身を盾にすればエゴラスは手出しができないことと同義だ。これを利用し、レイニーはエゴラスが魔獣の討伐から戻る前にこの屋敷を出ていこうと決心した。

　幸い、今の状況だとレイニーが荷をまとめていることを気に留める者はいない。皆、各地で暴れ回る魔獣たちの掃討に躍起になっており、屋敷を行き交う兵士たちも戦況報告を終えればすぐにまたどこか別の場所へと飛び立っていく。

　魔獣騒動が解決し、なおかつエゴラスが後処理を終えて屋敷に戻ってくる前に速やかにここを出ていかなければならない。

　レイニーが薬の入った木箱の蓋に封をしていると、作業小屋の扉を誰かがノックした。

　扉の小窓から見えたベラーシュが笑顔で手を振ってくる。

「やっほ～、レイニーちゃん。また薬を取りに来たよ。できてる？」

「ベラーシュさん、お疲れさまです」

　レイニーは愛想よく微笑み、ベラーシュを小屋の中へ招き入れた。

　今後、レイニーがこの屋敷を出ていく上でも、外の治安をよくしてもらうためにはエゴラスたちに頑張ってもらわなければならない。

　だから、魔獣除けの薬を始め、傷薬や造血剤、止血薬などを作っては、ベラーシュを通してエゴラスたちに届けてもらっているのだ。

　レイニーは作業机の上に置かれた木箱三つをベラーシュに示した。

「こちらが傷薬で、こっちが止血用の軟膏です。こっちは魔獣除けの補充分です」

「助かるよ。旦那様もカルティス様も、レイニーちゃんの薬のおかげで兵の士気が高まるからやりやすいって話していたよ」

　ベラーシュは満面の笑みで連れ立った部下に木箱を運び出すよう促す。外に控えていた三人の悪魔たちが順に木箱を運び出して門の前で待機しているワイバーンの方へ戻っていった。

「レイニーちゃん、無理してない？　こんだけの量の薬を一人で作っていたら、いつかぶっ倒れちゃうよ？」

　ベラーシュがこちらを気遣う様子に、レイニーはにっこりと笑いかけた。

「これくらい、問題ないですよ。ヒツジも手伝ってくれていますし」

　むしろ人間世界にいた頃に比べれば、たくさん作っても飛ぶように捌けるからやりがいすら覚える。エゴラスと良好な関係を築けていたなら、エゴラスのお抱え薬師としての道もありだったかもしれない。

「そう？　それならいいんだけどさ……」

　ベラーシュは作業小屋にある薬棚へ目を向ける。

「それにしてもこんだけ高品質で、独特な薬品……一体どこで製法を学んだんだい？」

「そこは営業に関わるので黙秘で」

　薬瓶を手に首をかしげているベラーシュに、レイニーはずばりと言った。

「あはは！　レイニーちゃんのそういう素直すぎるところは好ましく思うよ」

　ベラーシュが肩を震わせて笑う。

「まぁ、人間の技術だって知れたら大変だもんねぇ。悪い輩に利用され尽くして、最後は悲惨な死を遂げるだろうし」

　レイニーの手から空の薬瓶が滑り落ちる。粉々に砕け散った薬瓶には目もくれず、レイニーはベラーシュから距離を取った。

「大丈夫？　薬瓶割っちゃったの？　気を付けないと怪我しちゃうじゃない」

　ベラーシュが薬瓶を棚に戻し、ゆっくりとこちらを振り向く。

　その紅の双眸が強張った表情のレイニーを映し出した。

「君が怪我をしたら、戦場にいる旦那様も傷を負っちゃうんでしょ？　自分の身は大事に労わらないと」

　ベラーシュは変わらず笑っている。その笑顔を不気味だと思うのは、ベラーシュの目が教会の連中と同じだったせいだ。

　蔑み、嫌悪、そして嗜虐。

　レイニーは床に置いてあった荷を掴むと、扉を背に一歩退いた。

「エゴラスさんから、聞いたんですか？」

「いいや。俺はそこまで旦那様の信任は厚くないからね」

　ベラーシュはあっさり首を横に振る。

「最初はただの興味本位だった。ガトリアークを有効活用しようと新薬を開発するなんて、ぶっ飛んだ思考をするような奴はどんな悪魔かなって」

　レイニーの背が扉にぶつかる。

　ベラーシュは動こうとせず、にこにことこちらの動きを見守っていた。

「そーして調べていったらさ、君……あのエゴラスと命を共有してんだって？　俺、もう君のことを心から称賛しまくったよ。あの鉄壁の守護だけはどうしても切り崩せなかったから、すげー頭悩ませていたんだよね」

　とうとう自分の主を呼び捨てにするようになったわね。

　レイニーは後ろ手でドアノブを掴む。

「もしかして、あなたが二百年前に、エゴラスさんの家族を操ったの？」

「いやいや、さすがに二百年前は俺もガキだったから無理だよ。ただ、先代のべラス大公は長く平和な世が続いて随分丸くなったからねぇ。付け入る隙はいくらでもあった」

　ベラーシュの曖昧な返答に、レイニーは苦い顔になる。ベラーシュの物言いから、彼の背後にはべラス大公を敵視する組織があることは十分理解できた。

　エゴラスはずっと、そんな相手と二百年近く戦い続けていたのか。

「でも当代のべラス大公に代替わりしたせいで、こちらも計画が狂ってしまった。あの鉄壁をどう打ち崩すべきかあの手この手と色々試したもんだよ。結局、全部失敗に終わって、俺たちもほとほと困り果てていたんだ。でも、君が現れてようやくべラス大公が隙を見せた」

　ベラーシュが右手をこちらへ突き出してくる。

「こんな好機、逃すわけにはいかないだろう？」

　その瞬間、レイニーは扉を開け、地面に伏せた。

　激しい爆風に体が吹き飛ばされる。地面に叩きつけられたレイニーは一瞬息が詰まった。

「レイニー様!?　いかがなさいましたか！」

　爆発を聞きつけ、ヒツジがこちらに駆けてくる。

「ヒツジ、こいつ、エゴラスさんを殺すつもり！」

　レイニーがヒツジに向けて叫んだのと、炎に包まれた作業小屋から飛び出したベラーシュがレイニーに鋭い爪を振り下ろしたのは同時だった。

「全身硬化ビーテルコア」

　レイニーが身を縮めると、耳に硬い金属同士がぶつかるような音が飛び込んでくる。恐る恐る顔を上げると、レイニーに覆いかぶさるように巨大な羊がベラーシュの爪を立派な角で受け止めていた。

「ヒツジ!?」

「お逃げください、レイニー様！　この無法者は私めが相手をいたします！」

「へぇ、あんた、なかなかいい反射神経だ。お屋敷の世話係にしておくにはもったいないね！」

　ベラーシュは己の攻撃が受け止められたにもかかわらずどこか嬉しそうだ。

　うわぁ、このタイプは絶対脳筋だ。

「レイニー様！」

　地面に尻もちをついたまま逃げようとしないレイニーに、ヒツジが叫んだ。

　レイニーは我に返ると、ヒツジの下から這い出る。そのまま門に向けて駆け出そうとしたが、ベラーシュの部下らしき悪魔たちも武器を手にこちらへ迫ってくるのが見えた。

　部下もグルだったってわけか。

　レイニーは方向をあっさり変えると、裏庭の方へ駆け出す。以前、屋敷を抜け出した際に使った木へよじ登った。そのまま高い柵を超えて、森の中へと逃げ込む。

　背後でまた激しい爆発音が響いたが、振り返っている余裕はなかった。

　ベラーシュたちの狙いはレイニーである。

　レイニーが遠くへ逃げれば逃げるほど、ヒツジに降りかかる危険は軽減されるはずだ。

　隆起した地面や絡み合う木の根に足を取られながらも、レイニーは森の中を直走った。

　頭上で翼の羽ばたきが聞こえ、レイニーは咄嗟に身を伏せる。

　目の前の木が雷に打たれたかと思うと瞬時に燃え上がる。

「あはは、飛べないなんて人間って不自由だねぇ」

　背から生えた両翼を羽ばたかせ、ベラーシュがケラケラと笑っている。彼一人ということは、ヒツジを部下に任せてレイニーを追ってきたのだろう。

　レイニーはすぐさま回れ右をして走り出す。上空から攻撃するにしても、覆い茂る枝葉で身を隠しながら走れば直撃は免れるはずだ。

「おっ、まだ追いかけっこするの？　いいねぇ～、その負けん気は気に入ったよ！」

　ベラーシュは両手に稲妻を宿すと、森の木々を燃やしていく。

　わざと外しているのか、レイニーに当たるか当たらないかぎりぎりのところに雷を落としてくる。レイニーは歯を食いしばり、ひたすら足を動かした。

　しばらくして、目の前が開ける。

「あっ！」

　レイニーは足を止めた。つま先から土の欠片が海の中へと砕けて消える。

　こちらの逃げ道を塞ぐようにベラーシュが地上に降り立つと、蝙蝠を思わせる翼を畳んでレイニーと対峙した。

「さすがに、もう逃げられないね」

　レイニーは体ごとベラーシュに向き直る。

　人間世界で逃げていた時とまったく同じ状況に、自分でも何でこう逃走運がないのかと笑えてきた。

「じっとしていてね。俺、女の子には優しいんだ。大人しくしてくれたら、苦しまずに殺してあげよう」

「見逃してくれるって選択肢はないわけ？」

　レイニーはベラーシュを見据えたまま、荷の中へ腕を突っ込む。

　そこから、丸まった羊皮紙を掴んだ。

「あのエゴラスを抹殺できる好機だよ？　悪いけど、逃すわけないじゃん」

　ベラーシュがこちらへ伸ばした腕に、稲妻が纏わりつく。

「おあいにくさま、私は痛いのも死ぬのもごめんよ！」

　レイニーは大きく地面を蹴って後ろへ跳んだ。

　ベラーシュが目を見開く。驚くベラーシュに、レイニーは勝気な笑みで言い放った。

「エゴラスさんも、あんたなんかの手にかかって死ぬよりはマシだって思うわ！」

　レイニーは空中に身を投げながら、手にした羊皮紙を破り捨てる。

　眩い光がレイニーの全身を包み込む。太い腕がレイニーの身体を引き寄せた。

「まったく、貴様はどうしてこうギリギリの瞬間で呼び出すのだ。おかげで肝が冷えたぞ」

　力強い翼の羽ばたきに閉じていた目を開けば、そこにはエゴラスが率いるべラス三軍の姿があった。

「エゴラスさん！」

　自分を抱きかかえるエゴラスの顔を見て、全身から力が抜ける。ワイバーンを駆り、エゴラスの周りをカルティスとその部下が固めていた。

「よく逃げ切ったな」

　エゴラスは腕の中で震えるレイニーの頭をそっと撫でると、射殺さんばかりに己を睨むベラーシュへ目を向けた。

「あとは、私が処理する」

　エゴラスの紫暗色の双眸もまた、暗い炎を宿して燃え上がった。
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「随分と早いお戻りですね、べラス大公」

　ベラーシュはレイニーを片腕に抱えるエゴラスに笑いかけた。

　余裕の態度を崩さないのは、勝算を確信しているのか。

　エゴラスは表情の消えた顔で、へらへらと笑うベラーシュを見つめていた。

「カルティス、レイニーを頼む」

「はっ」

　エゴラスは己が騎乗しているワイバーンの手綱をカルティスに投げ渡す。

「レイニー、鞍をしっかり持っていろ」

「エゴラスさん……」

　レイニーが不安そうに見つめてくるのを、エゴラスは安心させるように笑った。

「大丈夫だ。私はもう、二百年前とは違う」

　エゴラスは己の翼を広げると、ワイバーンから離れた。

　ベラーシュと対峙する形で、崖を背に降り立つ。

「ふん、やはり餌を前に食いつかずにはいられなかったか。しつけのなっていない、とんだ暴れ犬もいたものだ」

「ほぉ？　では、私はあなた方におびき出されたのですかね？　いつからお気づきに？」

「確信を持ったのは、貴様がガトリアークを用いた新薬の情報を集め出した辺りだな。レイニーの配布した魔獣除けの薬の成分を分析するために手下を使っただろう？」

「あー、足取りは残すなって言っといたのに。成長しないなぁ」

　今にも破裂しそうなほど張り詰めた空気の中、エゴラスもベラーシュも普段通りに会話している。それが傍で見ている者にはひどく不穏で、いつどちらが動くか目を離せずにいた。

「どの家からの差し金だ？」

「そう易々と答えるとでも？」

　エゴラスの詰問に、ベラーシュは問いかけでもって応じた。彼の両手で稲妻が弾ける。

　ベラーシュが放った稲妻は真っ直ぐエゴラスへと迫った。

　激しい爆発と砂埃が視界を塞ぐ。

「エゴラスさんっ！」

　レイニーは自分の腕で顔を庇う。

　砂埃を裂き、ベラーシュがレイニーに向けて腕を伸ばした。

「よそ見とは感心せんな」

　エゴラスの低い声が耳に届いたかと思うと、ベラーシュの身体が吹っ飛んだ。空中で翼を広げ、ベラーシュは己を吹き飛ばしたエゴラスを睨みつける。

「魔界において、『守護の番犬』と名高きべラス大公家に反旗を翻したのだ。身をもって己が罪を贖え」

　エゴラスの紫暗色の瞳が青みを帯びる。彼の全身を覆うのは、冷気を帯びた光の壁だった。

　見るとエゴラスが生み出した透明な壁はレイニーたち味方をも包み込んでいる。

　ベラーシュの攻撃を防ぐ目的だろうが、同時に「手出しはするな」というエゴラスの意思が感じられた。

「はっ、相変わらずお堅い壁だことで。しかし、守るばかりでは何も得られない！」

　ベラーシュの全身が輝いたかと思うと、目にも留まらぬ速さでエゴラスの背後に迫った。稲妻を纏わせた腕を振り下ろす。

　エゴラスはベラーシュの振り下ろした腕をあっさり弾いた。

「何か勘違いしていないか？」

　エゴラスの口元の笑みが深まる。その余裕に満ちた表情に、ベラーシュは舌打ちをした。

「確かにべラス大公家の得意とするのは守護魔法……強固な結界を張ることであらゆる脅威を退けるものだ。だが、それだけでは自身の能力を上回る凶刃を退けることはできんだろう？」

　エゴラスの全身がベラーシュと同じように光に包まれる。激しい落雷が空を裂き、稲光が破裂音を轟かせた。

　レイニーが目元を庇った腕をどかすと、焼き消えた右腕を庇うベラーシュの姿があった。

「まさか、俺の能力を……」

「模倣した、だのとつまらんことを言うなよ？　べラス大公家の当主に代々受け継がれる能力は『完全理解イデアリレコード』だ」

　エゴラスが掲げた右腕に稲妻がほとばしる。

　ベラーシュの生み出すものよりも、ずっと力強い。

「襲撃者の能力を瞬時に把握し、『自分の物』とした上で、守護の力に組み込むことがべラス大公家が魔王様よりこの魔界の守護を任された真の理由だ」

　エゴラスが挑発的な笑みを浮かべる。

「おかげで一目見れば、その能力の威力、原理、周囲への影響力諸々、だいたいのことは把握できる。貴様のこの魔法は少々ムラがあるから、私なりに少し工夫を加えた。派手なのは見た目ばかりなんだな」

「っ！　この！」

　エゴラスの指摘はベラーシュの自尊心に傷をつけたようだ。

　ベラーシュが全身に稲妻を纏うと、それまでの人間に近い容姿が崩れていく。

　代わって姿を現したのは雄牛のような立派な角を持ち、大樹の幹を五、六本より集めたような巨躯を持った悪魔だった。

「捻り潰してくれるっ！」

　耳を劈く轟音と目を顰める閃光が辺りを包む。

　レイニーは思わず目を閉じ、両耳を塞いで身を縮めた。

「貴様を完全に理解したのだ。私に敵うわけがなかろう」

　レイニーが顔を上げた時には、すでに勝負はついていた。

　森に向けて一直線に抉られた地面の先に、頭や右肩を抉られたベラーシュが力なく倒れていた。

「私を殺めたければ、二百年前のように血を分けた家族や親族を差し向けることだな。まぁ、もはや不可能なことだが」

　倒れたベラーシュの傍へ、エゴラスが翼を優雅にはためかせて降り立つ。あれほどの雷撃を受けてなお無傷で、おまけにベラーシュを圧倒的実力差でねじ伏せた様は王者の風格を有している。

「さすがは旦那様だ……」

　レイニーの傍で、あのカルティスまでもが熱を帯びたように興奮している。レイニーに兵士としての矜持などはわからないが、これだけの力の差を見せつけられれば当然の反応とも言えた。レイニーたちはワイバーンを地面へと着地させると、ベラーシュとエゴラスを遠巻きに見守る。

「まだ意識はあるな。最後の問いかけだ。貴様に命令を下した主を吐け。さすれば、苦しまずに逝かせてやる」

　エゴラスの凍てつく双眸が、か細い呼吸のベラーシュを見据える。

「……やはり、正面きって……勝てないか……」

　ベラーシュはくくっと低く笑う。口から血を吐き出しながら、それでも笑っている姿に、レイニーはゾッとした。ベラーシュの残った片目がレイニーに向く。

「もっとも……学ばない、のは、貴様も同じだな……」

　ベラーシュの紅の瞳が瞬時に黒くなった。

「貴様っ！」

　稲妻を纏うエゴラスの腕がベラーシュの脳天を焼き潰す。エゴラスにとどめを刺される瞬間、レイニーはベラーシュが自分に向けて不気味に笑いかけてきたのを見た。

「お前らも道連れだ」

　そう言っていたように感じる。ベラーシュの黒い眼に見つめられ、レイニーは自分の身体と意識が切り離されたような感覚を覚えた。自分の手が腰に差していた短剣に伸びる。腕に力を込めて止めようにも、身体が言うことを聞かなかった。

　鞘から抜き放った細身の刀身の切っ先が、自分の心臓へと向いた。

「よせ、レイニー！」

　こちらの異変に気付いたエゴラスが、レイニーに腕を伸ばしてくる。その恐怖で強張った彼の表情を見たレイニーはぽつりと呟いた。

「ごめんなさい……」

　自分の胸に短剣の刃が突き刺さり、激痛に意識が遠のく。
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「レイニー……っ！」

　エゴラスがこちらに呼びかけてくる。沈みかけたレイニーの意識が浮上した。レイニーは薄っすらと瞼を開ける。手を赤く染めたエゴラスが必死に呼びかけてきていた。

「おい、しっかりしろ！」

　エゴラスは咄嗟にレイニーの短剣の刃を素手で掴み、刃が心臓に達するのを防いだようだ。しかし、身体の自由が利かないレイニーの腕は血を流すエゴラスの手を遠慮なく切り裂いていく。

「カルティス、レイニーの腕を拘束しろ！」

「はっ！」

　エゴラスの指示を受け、カルティスが短剣を握るレイニーの手を掴む。しかし、どうしたって外すことができない。華奢な娘の腕に、何故これだけの力が発揮できるのだろうか。

「……強化魔法もかけているようです。単純な腕力では厳しいです」

「腕を吹き飛ばそうなどと考えるなよ。短剣が深く刺さるのを食い止めておけ。私が解呪に専念できん」

「かしこまりました」

　カルティスが己の両手にも強化魔法を施し、レイニーの掴む短剣の柄を掴んで引き上げる。その隙に手を引いたエゴラスが、怪我をしていない方の手でレイニーの額に触れた。

「いいか、気をしっかり持て。貴様は絶対に死なせん」

　エゴラスの言葉を、レイニーはぼんやりとした頭で聞いていた。死が間近に迫る中で、レイニーは未だかつてない安らかな心地を感じている。それもこれも、目の前でレイニーのために必死になっている二人の姿を目にしたからだろう。

　誰かに、こうして助けてもらえるなんて……幸せなんだな。

「エゴラス、さん……」

「喋るな、気が散る」

　かすれた声で呼びかければ、エゴラスはレイニーの額に触れたまま何かの魔法を発動させているようだ。彼の手のひらから淡い光がこぼれる。

「エゴラスさん、手を……」

「は？　手？」

　胸の痛みに顔を顰めながらも、レイニーは必死にエゴラスへ訴える。

「傷の……私の、口元に……」

　カルティスが必死に短剣を押し留めているが、短剣の刃は徐々にレイニーの胸の中へと沈み込んでいた。このままでは、エゴラスまで死んでしまう。こうして自分を必死に助けようとしてくれている彼が死ぬことだけは許せなかった。

「はやく……っ！　急いで……っ！」

「わかった！　わかったから、少し黙れ！」

　エゴラスが負傷した手でレイニーの口を塞ごうとしてくる。レイニーは僅かに頭を動かし、エゴラスの傷口に噛みついた。

「っ!?　ばっ！　貴様はこんな時に何をやっとるか!?」

　レイニーの行動に、エゴラスが変な声を上げた。顔を真っ赤にして怒鳴るエゴラスは、突然のことでレイニーの額に触れていた手も浮かせている。

　しかし、レイニーの方も自分の行動を説明している暇はない。

　お願い、うまくいって……。

　レイニーの頭の中に、エゴラスの記憶が流れ込んでくる。その中に、レイニーがエゴラスに向けて羊皮紙を広げる光景が飛び込んできた。

　レイニーの双眸に、確かな光が宿る。






「理解完了」






　レイニーが静かな声音で囁く。

「エゴラスさん、負傷した手を、私の傷口に……早く！」

　レイニーの指示に戸惑った様子のエゴラスが、恐る恐る負傷した手をレイニーの胸へとあてた。レイニーは集中力を高めるために目をつむる。

　羊皮紙に魔力を込める要領で、自分の体内から流れ出る血に魔力を込めた。そして同じように血を流すエゴラスの手のひらへと自分の魔力を注ぎ込んでいく。

　二人の血と魔力が少しずつ混ざり合い、エゴラスと自分を繋ぐ細い糸のようなものを解いていく。やがて、自分とエゴラスに絡みついていた魔力の糸が跡形もなく消え失せた。

「レイニー、まさか……」

　エゴラスもレイニーの行動の意味を理解したのだろう。

　レイニーが目を開けると、今にも泣きそうな顔でこちらを見下ろす彼の顔があった。

「あなたを、あなただけは……死なせたくはありません」

　同調魔法が消えたことを確認し、レイニーは全身の力を抜いた。

「ありがとう……エゴラス」

　最後に、上手くお礼を言えただろうか。耳元で何かを怒鳴っているエゴラスの言葉すら不明瞭で、聞き取ることができない。胸の肉を裂く短剣の刃が徐々に深く埋れていき、レイニーはそのまま意識を手放した。

「馬鹿か、貴様はっ！　こちらの気も知らないで！　諦めてなるか！」

　エゴラスはレイニーの胸にあてた手に魔法陣を出現させる。そうしてレイニーの身体に保護魔法をかけると、もう一方の手で短剣を掴んだ。

「カルティス、どけ！」

　稲妻を腕に纏わせるエゴラスを見て、カルティスはすぐさま腕を引っ込めた。激しい雷光が爆ぜる。しかし、短剣の方もしっかり防御系魔法がかかっているようで、エゴラスの稲妻を弾いていた。

「旦那様！　これ以上は娘の身体が持ちません！」

「わかっている！」

　エゴラスはレイニーへの保護魔法を強化しながら、短剣に流し込む雷の威力を上げていった。短剣の刀身に、大きな亀裂が走る。

　あと少し……。

　エゴラスは腕に纏う稲妻の威力を上げた。

　目の前で砕け散った短剣の欠片が砂塵となって虚空を舞う。

「レイニーっ！」

　短剣が消え去った瞬間、エゴラスはレイニーの身体を掻き抱いた。徐々に体温が失われていく痩躯を、エゴラスは力強く抱きしめる。

「誰が勝手に死んでいいと言った」

　エゴラスは己の懐から薬瓶を取り出す。以前、レイニーからもらった傷薬だ。

　口で封を噛み切ると、薬を一息に飲み干す。

　そうしてそのままレイニーの唇に己の唇を押し付けた。半端に開いたレイニーの口から傷薬を流し込む。同時に、レイニー自身の治癒力を高めるために己の魔力を注ぎ込んだ。
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　レイニーの全身が淡い紫色の光に包まれる。みるみるうちにレイニーの胸に開いた傷が塞がっていくのが見えた。

　エゴラスの唇が離れる。

　レイニーの口から、規則正しい呼気を感じることができた。

「私は、貴様を手放す気などない。たとえ、貴様が私のもとから逃れようとしても、地の果てまでも追いかけ、この腕に捕えて離さない」

　安堵の表情とともに、エゴラスの唇が再びレイニーの唇に吸い込まれる。

　傍でエゴラスを見守っていたカルティスは後に語る。

「魔界で誰もが恐れるべラス大公が、非力な魔女の娘と恋に落ちた瞬間だった」と。

















エピローグ　深く愛して












　私は、死んでしまったのだろうか。

　レイニーは沈みゆく意識の中で、必死に目を開こうともがいた。こちらの意思に反して、自分の身体の感覚がどんどん遠のいていく。痛みを感じないのはありがたいが、それは自分が死に向かっているように思えて恐ろしくもある。

　エゴラスさんは無事だろうか。

　意識を失う瞬間、ひどく泣きそうな顔をしていた彼のことが気になって仕方がなかった。

「レイニー」

　ほら、こうして悲しそうに私の名前を呼んでいる。いつもはこちらに意地の悪いことばかり言ってくるくせに、ちょっとこちらが怪我をするとこの世の終わりだと言わんばかりの声を出す。

「レイニー、目を覚ませ」

　唇が熱い何かに触れた気がする。

　なんだかすごく安心できる熱に、レイニーはゆっくりと目を開いた。

「レイニーっ！」

　今度ははっきりと、エゴラスがレイニーを呼ぶ声を聞いた。

　レイニーは両目をパッと見開く。

　視界に広がったのは、エゴラスの顔だった。流れる銀色の髪に、宝石のような輝きを宿す紫暗色の双眸が、目を開けたレイニーに綻ぶような笑みを向けてくる。

「エゴラスさん？　あれ、私……？」

　混乱したままのレイニーの背を支え、エゴラスが体を起こすのを手伝ってくれる。

　レイニーが目覚めた場所はエゴラスの屋敷の別館――レイニーが寝泊まりしている部屋だった。

「私、短剣で胸を刺して……」

　レイニーは自分の胸にそっと手を置く。傷跡はない。まるで最初から傷などないかのように痛みはなかった。

「これだ」

　エゴラスが空の薬瓶をレイニーへ寄越す。ラベルを見ると、ガトリアークに襲われた日にエゴラスに手渡したはずの傷薬だった。

「その傷薬の効果と私の魔力を注ぎ込んで治癒力を高めた。おかげで貴様の身体に残った傷はすべて綺麗に消し去ることができた」

「そうでしたか。よかった。同調魔法のことがあるから、エゴラスさんにも傷が残らなくて……」

「何を寝ぼけたことを言っている？　同調魔法は貴様が私の手の傷に噛みついた後、自分で解除していただろうが」

　ホッと胸を撫で下ろしたのもつかの間、レイニーはエゴラスの言葉に表情を強張らせた。

「同調魔法、解除できたんですか？」

「だからそう言っている」

　エゴラスを恐る恐る振り向いたレイニーに、エゴラスは呆れ顔で繰り返した。

　思い出した。エゴラスを死なせたくなくて同調魔法を何としてでも「理解」して解除しようとしたんだった。

　レイニーの全身から血の気が引いた。

　すぐさま、掛け布団を放り出し、エゴラスから逃げようとする。

「おい、どこへ行くつもりだ？」

　案の定、エゴラスの腕がすぐさまレイニーの腰を掴んで引き寄せた。

「放してください！　どうせ私を殺すんですよね!?　私、まだ死にたくないです！」

　レイニーが涙目になって必死に首を振る。

　それを見たエゴラスが一瞬だけ考え込むように黙り込んだ。

　次の瞬間、彼の顔に何かを企むような笑みが宿る。

「ふむ、そうだな」

「わわっ!?」

　エゴラスがレイニーの腕を強く引く。レイニーはバランスを崩してベッドの上に倒れ込んだ。

　レイニーの頭の両脇に手をつき、エゴラスがレイニーの上にかぶさってくる。

　決して逃がすまいという意思が、エゴラスの不敵な笑みに表れていた。

「貴様には散々ひっかきまわされたからな。相応の代償は払ってもらわねば私の気が済まん」

「代償!?」

　レイニーはもはや生きた心地がしなかった。

　悪魔が人間に求める代償と言えば、命や魂だろうか。最悪の場合、永遠に隷属する契約を結ばされることもあったと伝承で聞いたことがある。

　エゴラスはレイニーが恐怖で固まっているのをいいことに、互いの額をくっつけると魔法陣を発現させる。

「な、何をっ!?」

「静かにしていろ」

　額に熱が集まり、やがてパッと弾けた。

　離れていくエゴラスの顔を見つめ、レイニーは瞬きを繰り返す。

「あの……何をしたんですか？」

「たいしたことではない。決して解けぬ契約魔法のようなものだ」

　あ、終わった。私の人生……。

　レイニーはこの世の終わりと言わんばかりの表情で脱力した。そんなレイニーの表情を見たエゴラスが「大げさなヤツだな」と笑い、レイニーの頬をそっと撫でた。

「これは貴様が私に施した『同調魔法』を改良したものだ。これで貴様の身の危険をいち早く察知できる。そして……貴様は死ぬまで、私の傍から離れられない」

　エゴラスがレイニーの顔を覗き込む。彼の顔に不敵な笑みが浮かんだ。

「誇るといい、レイニー・アナベル。私の心をこうまでかき乱し、夢中にさせた者は貴様が初めてだ。ゆえに、貴様の行動に対する対価を私も支払わねばならん」

「いえ、結構です。もう、私のことはほっといてくださいよ……」

「まぁ、遠慮するな。もらえるものはきっちりもらうのが貴様の信条なのだろう？」

「そ、それはそうですけど、この場合は絶対ロクなことにならない気がするので結構です。断固拒否します」

　貴様に拒否権はない、とエゴラスの指がレイニーの顎先にかかる。

「レイニー、貴様を我が妻としてべラス大公家に迎え入れる。これは決定事項だ」

「はい!?　妻!?」

　レイニーは顔を真っ赤にして裏返った声を上げた。

「エゴラスさん、私のこと好きだったんですか!?」

「……まずはそこからか？」

　エゴラスはどこか呆れた顔でため息をついた。

「まぁ、貴様の世間知らずなところは筋金入りだからな。どうせ色恋の経験など皆無だろう？　その鈍感さも想定内だ」

「ちょっ、色々失礼ですよっ！」

「では、あるのか？」

　何故か怒気を滲ませてエゴラスが問い返してくる。

　その形相を前に、レイニーは小さく悲鳴を上げた。

「……な、ないですけど」

　そこは冷静に聞き返さないでほしい。

　レイニーは恥ずかしさで居たたまれなかった。

　対して、エゴラスは機嫌を直したようだ。満足そうに頷いている。

「ならば、問題ない。なに、時間はたっぷりある。今後、少しずつ貴様を陥落させるとしよう。貴様が私からの愛情を何一つ疑うことなく、全て享受できるよう私が貴様に教え込んでやる」

「お、横暴ですよ！　私の意見は!?」

　エゴラスの親指がレイニーの唇に触れた。レイニーの身体が小さく跳ねる。

「ふん、そのような表情で言われても説得力などないわ。それとも、無自覚なのか？　そうだとしたら貴様はとんだ魔性だな」

　ふっと小さく微笑むと、エゴラスの鋭い目がレイニーを射抜く。

「いいか、レイニー。これだけは覚えておけ。私は一度執着すると二度と手放すことはしない。早々に覚悟を決めることだな」

　そう言ってレイニーの唇に触れるだけの口付けを落とした。言動とは裏腹に、優しく慈しむような口付けに、レイニーは顔を真っ赤にして固まった。

　私、ものすごく厄介な悪魔の懐に逃げ込んでしまったのではないか。

　レイニーは今更ながら目の前で満足そうに笑っているエゴラスを見上げ、激しく高鳴る胸を押さえて縮こまった。

　この時のエゴラスとレイニーのやり取りが、やがて魔界に激震をもたらす。

　冷酷無慈悲のべラス大公エゴラスが、人間の娘を伴侶に迎えたと騒がれるのは、さほど遠くない未来のこと。
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